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前巻までのあらすじ







　平凡な高校三年生である日和ひより常つね信のぶは、呪殺された皇帝とうり二つという理由で異世界の大国グロリア帝国に召喚された。

　皇帝の妹パオラやエルフ族の貴族令嬢ベアトリーチェ、天才（自堕落）発明家キャラ等の力を借り、替え玉皇帝として国内の改革に取り組む。更に帝国騎士ヒルデガルトの急報を受けて十四カ国連合軍との戦に臨み、圧倒的物量によって天才軍師マサト・ホウライを打ち破った。

　こうして一段落ついたかと思いきや、虜囚とした「風の姫ヴエネリツサ」ロザリンドの解放を求めて「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の仲間たち五人が立ち上がる。鬼畜破廉恥外道皇帝と罵られ、宣戦布告される常信。

　様々な手を打ってどうにか「七勇神姫」の五人を打ち負かしたものの、彼女たちは帝国城内に居着いてしまった。おまけに「光の姫ルーテツサ」ユーリの母国アートマ神王国が長年の悲願を達成。慈愛の女神クオーレが降臨する。

「皇帝！　この私と、結婚しなさい!!」

　クオーレは常信の正妻になると宣言。ベアトリーチェたちを動揺させる。しかもクオーレの父親である最高神ゼーバまで姿を現し、娘と結婚したければ試練を乗り越えろと言ってきた。

　試練を乗り越える気など全くなかった常つね信のぶだが、周囲の後押し（？）により試練を全て乗り越えてしまう。このままでは正妻戦争が起きるかもしれない。事態を収拾するため、常信は「正妻総選挙」の開催に踏み切った。

　正妻を目指して立候補する十人の美少女たち。グロリア帝国のみならず、大陸中の民に投票権が与えられたことで様々な思惑が交錯し、脅迫や買収といった不正が横行する。

「お前たち、あまり帝国をなめるなよ」

　開き直った常信は不正を徹底的に正し、真っ当な選挙へと軌道修正する。ところがそこに最高神ゼーバが再び立ちふさがった。クオーレが正妻にならなければ、この世は滅ぶとまで言い放った神に常信はルーレット勝負を挑む。確率を操ることができるゼーバが圧倒的に有利と思われたが、常信は莫大な財力で神をも凌駕してみせた。

　その後、候補者たち全員参加の公開討論会が行われた。それぞれの思いが語られる中、パオラの言葉が人々の涙を誘う。見事、一位当選するパオラ。ただし、グロリア帝国では兄妹きようだいでの結婚は認められていなかった。

　曖あい昧まいな結果になってしまったものの、パオラは喜んでいる。そして常信は、改めてこの世界の人々を皆、幸せにすると決意した。





第？章　先に煽あおる奴はすぐやられるという法則（分かりやすい）







　天を衝つく氷壁が行く手を遮さえぎっている。

　あらゆるものを寄せつけない凍いてつく断崖を、日和ひより常信は呆ぼう然ぜんと見上げた。

「単なる盗賊団の拠点じゃないだろ、ここ……」

　白い息が氷点下の空に消える。視線の先には無数の石を積み上げて作られた堅けん牢ろうな要よう塞さいの壁があった。

「いやあ、大した武装っぷりだね。皇帝の言う通り、その辺の盗賊団が根城にしているとは思えない。やはり、ボクの見立て通りかな？」

　隣に防寒具を着込んだ男装の麗れい人じんが並ぶ。彼女は濃い茶髪を掻き上げ、白い歯を見せて爽さわやかに微笑ほほえんだ。涼しげな碧へき眼がんがこちらを捉える。

「ああ、そのようだな……」

　常信はハアとため息を吐ついた。

「ところで、シエラ。お前、ここにいて良いいのか？　賊ぞくとはいえ、国民に顔を見られたら何かと問題になるんだろ？」

　男装の美少女を見やる。シエラと呼ばれた彼女はゆっくり頷うなずいた。

「そうなんだよ、皇帝っ。ボクのことを知られたらと思うと……ゾクゾクするね！」

「衛兵！　今すぐこいつをテントの中に放ほうり込め！」

　周囲を警護している兵士たちに命じて茶髪のド変態を連行させる。屈強な男たちに担ぎ上げられた彼女は「ああ！　ボクに何てことをするんだい!?」「彼らに無理やり押さえつけさせて、とても口にできないようなことをする気なんだね！」「いいよ、皇帝！　思う存分やってくれ!!」などと騒いでいたが、常つね信のぶは全力で無視した。

「あれで、テルエの王族の中では一番有能っていうのがなあ……」

　また、ため息が洩もれる。白い息が風に流れた。

　連行されていく彼女の名はシエラ・ログルド・バートロン。大陸で二番目に広い国土をもつテルエ王国の王女であり、七勇神姫セテイオ・プリンサという女神の加護を得た英雄の一人「闇の姫ブイオツサ」である。能力的には非常に優秀なのだが、あの性癖が全すべてを台無しにしていた。

「さてと、まずは……」

　そう呟つぶやいたとき、要よう塞さいの壁の上に一人の男が立った。

「性懲りもなく、またやってきたか無能な正規軍の連中ども！」

　大だい音おん声じようで叫ぶ。髭ひげ面づらで頬ほおに刀傷がある、いかにも盗賊の首しゆ魁かいといった風体の男だ。彼の周りにも数人の男たちが顔を出し、下品な言葉で口々に囃はやし立てた。

「この要塞は難攻不落だ！　三方を氷の断だん崖がいに囲まれ、唯一、道があるこの南側には俺たちが徹底的に罠わなを仕掛けてある！　悔しかったらここまで上がってきてみろ！　貴様ら腰抜け正規軍が束になってかかっても、俺たちはビクともしねえ！　それに食料だって腐るほど有り余ってんだ！　一年は余裕で持ち堪こたえられる！　持久戦に持ち込んだところで無駄だぜ！　まあ、俺たちの討伐に一年もかかってちゃあ、テルエ王家の権威も地に落ちるんじゃねえのかねえ！　ヌハハハハハハハハハハハハハハハハハ!!」

　よく喋しやべる男だ。しかも随分と説明口調なのは何な故ぜだろう。そんなことを思いつつ、馬鹿笑いする盗賊たちをじっと見つめた。

「良い装備してるなあ……」

　見えている盗賊たち全員が鎧よろい兜かぶとを身につけ、質の高そうな剣や槍やりを手にしている。防寒のためのコートもしっかり着込んでいた。きっと要塞の中は暖房も十分に効いているのだろう。燃料も豊富ということだ。

「あー……シエラの読み通りか……。例の都市伝説一家が裏で糸を引いているのは、ほぼ確定なんだろうなあ……」

　つい顰しかめ面になってしまう。いまだに馬鹿笑いを続けている盗賊団を見上げた。

「正規軍の腰抜け共！　良いことを教えてやるぜ！　この要塞を攻め落としたかったら、三方を囲んでる氷の壁を登るんだな！　特に北側の壁はいいぜぇ！　何しろ、登り上がったら要塞が丸見えの高台に出るからなあ！　そうなっちまったら、俺たちも危ういかもしれねえぜぇ。ま、登れたらの話だけどなあ！」

　再び首しゆ魁かいが煽あおってきた。周りで手下たちが笑っている。氷壁を登るなど不可能だと理解しているのだ。確かに垂直に切り立った断崖を登るのは至難の業だろう。いつ滑かつ落らくするか分からない。そんな危険を冒しても、いたずらに兵を失うだけだ。

「へいへい！　かかって来いよぉ！　盗賊団ごときに一戦も交えないなんて正規軍の名が廃すたるってもんだろうが！　俺らはいつだって相手になってやるぜぇ！」

　こちらが何も言い返して来ないので、盗賊たちは益ます々ます調子に乗って騒ぎ続ける。

　常つね信のぶは懐ふところから手の平サイズの水晶を取り出した。晶機コムニカという携帯端末だ。それを操作して検索を掛ける。幾いくつかチェックを入れた。

「なあ、聞こえてんだろ!?　さっきからそこにボーッと突っ立ってる坊や！　お前だよ、お前！　冴さえない顔してやがんなあ。どこの平民だ、オラ」

　完全にこちらを下に見ているらしく、露骨に凄すごんでくる。特に気にせず、晶機の操作を続けた。それが気にくわなかったようで首魁が吠ほえる。

「おい、そこのガキ！　大将に伝えろや！　もしこの砦とりでを三日で落とせたら、俺ら全員、外で素っ裸になって兵隊踊りを見せてやるよ！」

　首魁の言葉に手下たちが「そいつぁいいや！」と手を叩たたいて爆笑した。下品な言葉を吐いて煽り立てる。




　翌日、盗賊団の砦は壊滅した。




　テルエ王国正規軍が砦を占拠し、盗賊たちは一人残らず捕らえられた。

「信じられねぇ……」

　常信の下に引きずり出された盗賊団の首魁は顔面蒼白になって零こぼした。

「何が……どうなってやがんだっ……？　何で……何でっ……！」

　怯おびえきった目で常信を見上げる。

「三方の氷壁全部から正規軍が襲い掛かってきたんだよぉっ？　あの氷壁を登るのはよっぽど慣れた奴やつじゃねえと無理だし、その対策だって俺たちゃ用意してたってのによぉ!?」

　盗賊団もバカではなかった。煽っただけあって三方の壁には見張りをつけ、数人程度の兵士が登り上がってきても即座に攻撃できるよう待ち構えていたのだ。

　それでも、まさか三方同時に数百人の兵士が登り上がってくるとは予想していなかったらしい。数人程度なら対応可能でも、総勢一千人を超える兵士が続々と登り上がってきては太た刀ち打うちできなかった。

　しかも氷壁登りは深夜に行われ、登壁部隊が密ひそかに作戦を決行している間、唯一の道では囮おとり部隊が夜通し大砲を撃ちまくって轟ごう音おんを響かせ、盗賊たちを南側の防衛に張りつかせていたのだ。

　無数に仕掛けたという罠わなも、長距離から砲撃して破壊していったので正規軍の被害は皆無であり、押し寄せる兵士たちの猛攻に盗賊たちは砦とりでに引きこもって防戦一方だったのだ。さすがに大砲の弾が砦の壁を打ち壊すことはなかったが、一晩中騒音に晒さらされ続けた彼らの衰弱は火を見るよりも明らかだった。

　夜明け前。最も眠くなる時間帯に登壁部隊の第一陣が登り上がり、滑かつ車しやを設置した。それで大砲を運び上げるという荒技を成功させると、日の出とともに要よう塞さい内に向けて撃ちまくったのだ。

　太陽が完全に上がりきる頃ころには全すべてが決していた。

「お前が言ったんじゃないか。北側の壁を登れば攻めやすいぞって」

　常つね信のぶは軽い調子で言う。「言ったけど！」と首しゆ魁かいが涙目になった。

「あんなに大勢が登ってくると思わねぇだろ！　どうやって登ったんだよ!?」

「あ、そういえば三日以内に要塞を落としたら裸踊りをするって言ってたな」

「そ、それはっ……もう許してくだせぇぇぇっ……！　あの氷壁を登れるなんて思ってなかったんですよぉっ……！　本当に、どうやったんすかぁっ……？」

　首魁が床に額をすりつける。常信はひょいと晶機コムニカの画面を見せた。

「大したことはしていない。氷壁を登る装備を整えただけだ」
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「この評価者は脳が茹ゆだってるようだな」

　常つね信のぶはやれやれと頭を振った。

「ちょちょちょちょっと待ってくだせぇ！　あ……あんた……そのピッケルとアイゼンを、正規軍の兵士全員に支給したってんですかい!?」

「これだけじゃないぞ。氷壁に打ち込んでロープを通すための杭とか頑丈なロープとか滑り止めつきの防寒手袋も買ったな。あと、氷壁を登るために必要な物は一通り」

　首しゆ魁かいの顎あごがカクンと落ちる。

「そ、そんな金、一体どこからっ……。いや、それ以上に、たった一日でどうやって装備を整えたんすか!?　どこの商会でも、こんなに早く商品を揃そろえられねえっすよ！」

　愕がく然ぜんとしている相手を見下ろし、悠然と答えた。

「その程度のこと、簡単だ」

　常信は何でもないことのように言い放つ。

「だってウチ、大国だから」





第一章　旅立ちは突然に（そうでもない）







　車窓を雄大な景色が流れていく。

「わー！　すごいねっ。とっても広いね、へーか！」

　翡ひ翠すい色の瞳ひとみをキラキラと輝かせ、銀髪の美少女がこちらを振り向いた。肌触りの良い座席に膝ひざ立だちになっている彼女は、興奮のままに軽く跳ねる。

　たゆんたゆんと豊満な胸も弾み、常つね信のぶはつい笑顔になった。

「そうだね、パオラ。この辺りは平原が続くから、特に広々として見えるね」

　そう答えながら自分も窓から外の様子を眺める。ちなみに窓と言うより壁と言った方が正しいくらい大きなガラス窓なので本当に周囲を一望できた。雲一つない秋晴れに遠く山脈が連なり、所々に農村の姿がある。収穫の近い畑が金色に輝いていた。

「パオラは、西部は初めて？」

　隣で楽しそうに景色を見つめている銀髪巨乳美少女に尋ねる。彼女はパオラ・ハルバート。グロリア帝国皇帝の妹であり、大陸最高レベルの召喚魔法使いでもある。

　パオラは常信の問いに「ううん」と頭を振った。

「西都のアースティになら二回くらい行ったことあるよ。でも、どっちも転移魔法で移動しちゃったから、こうやって旅するのは初めてなんだっ」

　心から嬉うれしそうに笑う。つられて常信も微笑ほほえんだ。

「それにしても、本当によく作ったよなあ。この電車……いや、魔力で走ってるんだから魔法列車か？」

　感心しながら室内を見回す。

　常信は今、魔力を動力源にして走る列車に乗っていた。この車両は展望室と名づけられており、左右の壁一面が天井ギリギリまでガラス窓になっている。実に見晴らしが良いだけでなく、座り心地の良い座席に磨かれた床板。天井にも神話を模した絵画が描かれてあり大層、豪華だ。

「これで物理的にも魔力的にも高い防御力を誇るっていうんだから、すごい技術力だ」

　ガラス窓に触れながら呟つぶやく。

「陛下も、そう思われますかっ？」

　勢い込んだ様子で話しかけてきたのはプラチナブロンドを肩の辺りで切り揃そろえた美少女だった。青せい灰かい色しよくの瞳に強い意志を秘め、常信の前に跪ひざまずく。

「ヒルデ……そんなに畏かしこまらなくても良いいって言ったじゃないか……」

　苦笑すると、「失礼致しました！」と跳び上がり直立不動になった。

　彼女はヒルデガルト・スターリング。グロリア帝国の男爵位を持ち、東部のラグーザという地の領主でもあるのだが、専もつぱら常つね信のぶの側そばに仕えている帝国騎士だ。実直な人柄のせいか、言動が大げさなところがある。

「帝国の技術力には本当に目を見張ります。イグドラルとは違い過ぎて……」

　背筋を伸ばして突っ立っているヒルデガルトの隣に、そっくりな顔の美少女が並んだ。こちらは髪を背中まで長く伸ばしている。ロザリンド・スターリング・フォン・イグドラル。ヒルデガルトの従姉妹いとこで東部諸国の一つイグドラル王国の姫でもある。

　彼女はどこか浮かない表情で室内を見回していた。

「イグドラルのことを気にしているのか？」

　常信が尋ねると、ロザリンドは「お気遣い、ありがとうございます」と微笑ほほえむ。

「帝国で暮らすようになって、改めて国力の差を思い知らされてばかりです。こんな立派な列車……いえ、国内に鉄道網を敷くということ自体、イグドラルではきっと不可能に近いので……」

　その目には悲ひ愴そう感があった。常信は何と返せば良いのか分からず口を噤つぐむ。

「ロザリー。やはりあなたが国王となり、帝国と同盟を結ぶべきだ。そしてゆくゆくはイグドラルもグロリア帝国の一部になってしまえば良いっ」

　直立不動だったヒルデガルトが従姉妹に熱く言った。ロザリンドは「また、そんなことを言う」と困ったように眉まゆを八の字にする。

「あ！　キャラちゃん見て見て！　大きな川があるよ！」

　パオラが座席に寝転がっている赤毛の猫耳猫尻尾しつぽ娘を揺する。寝ていたらしい彼女はもそもそと蠢うごめき「んあー？」とやる気のない声を上げた。

「川ー……？　テヴェレ川でしょー……。もうじき鉄橋越えるねー……」

　寝ぼけ眼まなこのまま外を見やり、それからもふんとパオラの胸に顔を埋うずめる。この自堕落感満載な美少女はキャラ・カッチーノ。猫耳も猫尻尾も本物で、獣人族という種族の娘だ。その見た目からは想像し難にくいが、天才発明家という側面もある。

　彼女の言葉通り、じきに列車は鉄橋に差し掛かった。ゴウッと走行音が大きくなり、左右の窓に空と川の青だけが広がるとパオラが「ふわあっ」と感嘆の声を上げる。

「へーか、すごいよ！　空を飛んでるみたいだよ！」

　テヴェレ川の水面を見下ろす彼女に倣ならって常信も窓から下を覗のぞき込んだ。この川を越えればグロリア帝国の「西部」に入る。未知の土地に胸が高鳴った。同時に胃を締めつけられるような不安にも襲われたが。

「ちょっと皇帝！　いつまで展望室にいるのよっ。私の部屋に来てって言ったでしょ！」

　展望室の出入り口をバンと開き、新たな美少女が入ってきた。純白のノースリーブワンピースに身を包んだ彼女は水色の髪を揺らしながら足音高くこちらに迫る。光の加減で髪の色が虹色に変化した。

「これは私たちの婚前旅行、いえ！　新婚旅行と言っても過言じゃないんだから、寝室に二人っきりで甘い一時を過ごすのが常識でしょ！　って、か、勘違いしないでよね！　別にあんたと二人っきりになりたいって思ってるわけじゃないんだから！」

　ビシッと人差し指をこちらの胸に突きつけたと思いきや、頬ほおを赤らめてもじもじと身を揺する。どこからツッコめば良いのか分からない。

「あんたがどうしてもって言うなら、二人っきりで過ごしてあげても良いんだからね！　ほら、早く行くわよ！」

　腕を掴つかまれ、引っ張られる。この強引な美少女はクオーレという女神だ。しかも慈愛を司つかさどる女神である。正直、いまだに信じられない。

「ちょっと待ってくれ、クオーレ。俺は別に二人きりになりたいなんて──」

「皇帝！　まさか私と二人きりになりたくないなんて言うんじゃないでしょうね!?」

「そのまさかだけど……」

「そうよね。そんなこと言うわけ……って、何でよ!?　バカなの!?　皇帝なの!?」

「そのくだり……もうやめてくれないか……？」

　ガクガク肩を揺さぶられ、常つね信のぶは脱力しつつ言った。

「まったく、慈愛の女神が聞いて呆あきれますね」

　そこに新たな人物が姿を現す。開け放たれたままだった扉を潜くぐり、悠然と歩を進めた。クオーレが「むっ」と眉み間けんに皺しわを寄せる。

「出たわね、腹黒エルフ！」

「腹黒は褒め言葉です、慈愛の女神クオーレ様」

　展望室に入ってきた新たな美少女は余裕の笑みで返した。豪ごう奢しやな金髪を軽く掻かき上げ、こちらに艶つやっぽい流し目を送る。紫の瞳ひとみに絡め取られる想像をしてしまい、常信はぶるりと身を震わせた。

　ベアトリーチェ・エヴァンジェリスティ公こう爵しやく令嬢。細長い耳が特徴的なエルフで常信の側近の一人である。豪奢なドレスを着ていることが多いのだが、旅先だからか今は比較的質素な服装をしていた。

「陛下、今後のご予定が決まりましたわ。こちらをどうぞ」

　恭うやうやしく一枚の紙を差し出してきたので受け取る。目を通すと就寝までの予定が書き込まれていた。夕食の前に式典で読み上げる祝辞の原稿をチェックするのが主な仕事だったが、就寝の項目に不穏な一文を見つけ、常信はベアトリーチェを見た。

「ビーチェ、どうして俺の就寝場所が君の寝室になっているんだ？」

「はい。何か問題でも？」

　金髪エルフは全く隙すきのない完かん璧ぺきな笑顔で答える。

「問題大ありに決まってるでしょ！　皇帝は私の寝室で寝るのよ！」

　すぐにクオーレが割り込んできた。しかしベアトリーチェは彼女の存在を完全無視して常つね信のぶに告げる。

「今回の外遊は、私と陛下の新婚旅行を兼ねていると言っても過言ではございません。故ゆえに、就寝は私の部屋で」

「過言に決まってるでしょ！　図ずう々ずうしいわよ、腹黒エルフ！」

　クオーレが烈火の如ごとく叫んだ。ついさっき、ほとんど同じ台詞せりふを聞いた気がするなあと思いつつ、常信は予定の紙をベアトリーチェに返す。

「寝るのは自分の部屋にするよ。それ以外は予定通りに進めてくれ」

「ちょっと皇帝！　今夜は私の寝室に来るんでしょっ」

　慈愛の女神がぐいぐい迫ってきた。その肩をむんずと掴つかみ、金髪エルフが一切目の笑っていない笑顔で言う。

「慈愛の女神様はどうぞお一人で、ご自分の寝室にてお休み下さい。陛下は私を寝室にお招きなのです」

「うん。ビーチェも自分の寝室で寝るんだよ」

「イヤですわ、陛下。先程、就寝場所を私の寝室から陛下の寝室に変更されると仰おつしやったではありませんか。つまり、私を陛下の下にお呼びなのですよね」

「なるほど。その発想はなかった」

　まさかの超解釈に唖あ然ぜんとする。

「もーっ。ビッチェもクオーレ様もワガママ言っちゃダメだよ！」

　川面を眺めていたパオラがぷくっと頬ほおを膨れさせて振り向いた。常信の腰にしがみつき上目遣いで言う。

「みんな、へーかの嫁なんだから、みんな一緒に寝るんだよねっ？」

「さらに話をややこしくしないでくれ、パオラ！」

　思わず叫んでしまった。パオラの肩がビクンと震える。「んんんっ♪」と彼女が身をすり寄せてきた。大きな二つの優しさが足のつけ根を撫なで擦さする。

「ふわぁっ。へーかぁ……わたし、ややこしいことなんて言ってないよぉっ……」

　頬を染めてパオラが懇こん願がんするように見つめてきた。常信は己の過ちに気づく。彼女には手違いにより従属魔法が掛けられているのだ。常信の命令を聞くまで気持ち良くなり続けるという不可解な強制力をもつ魔法が。

「ごめん、パオラっ。命令は取り消すから」

　そう告げるなり、パオラは「はふぅ……」と脱力する。床に座り込んだ彼女をそっと引き起こして座席に座らせた。

「何でこんなことになっているんだろう……」

　口からそんな言葉が洩もれ出る。

　常つね信のぶは自分のことについて考えた。

　名前は日和ひより常信。平凡な高校生だったが、突とつ如じよ、異世界に召喚され全く平凡でない人生を送っている。大陸のおよそ八割を占める超大国グロリア帝国の替え玉皇帝に据えられ、十四カ国連合軍との戦争、女神の力を有するという英雄「七勇神姫セテイオ・プリンサ」との戦い、果ては大陸最高神ゼーバからの試練まで経験した。

　それら全すべてを大国の圧倒的な物量と非常に有能な、パオラたち「嫁」の力で乗り越えてきたわけであり、先程からの騒ぎも日常茶飯事と化している。

「確かに、余計な者たちがくっついて来すぎですわね」

　常信のぼやきを現状の騒々しさに対する嘆きと受け取ったらしく、ベアトリーチェが頬ほおに指を当ててクオーレやロザリンドに冷たい目を向けた。

「私は、皇帝が西部でいたいけな女の子たちに良からぬことをしないよう見張る義務があるのよ！　実質一位の正妻として！」

　クオーレが対抗するように胸を張る。二人の間で火花が散った。

　常信は座席に座り直し、天を仰ぐ。

　本当に、何でこんなことになっているんだろう……とこれまでのことを改めて思い返してみた。




「んぐっ？　ふぐっ……うぐぐぐぐ……」

　十日ほど前のことである。

　深夜、息苦しさを感じて目を覚ました常信は、自分が猿ぐつわを噛かまされていることに気づき目を見開いた。

「おっ、さすがに目ぇ覚ましたか。もうちょい大人しくしててくれよ」

　耳元で声がする。首を巡めぐらせるとすぐ側そばに赤い瞳ひとみがあった。常夜灯の仄ほのかな明かりに浮かぶのは小麦色の肌とポニーテールにまとめた黒髪。強気な雰囲気をたたえた美少女がこちらに覆い被かぶさっていた。

「はふぁふぃはっ……!?　はふぃふへんふぁっ……？」

　目の前の相手が誰なのか、常信はすぐに気づく。彼女はナタリア・テラディリャス。海洋国家アレグランサ王国の王女であり、女神の加護を受けし英雄、七勇神姫の一人「水の姫アクウイツサ」だ。

「いやあ、親父おやじが帰って来いってうるさくってよ。仕方ねぇから、皇帝も一緒に連れて帰ることにしたんだ」

　ナタリアは常信の両手を背中で縛り上げている。すでに両足は縛られていた。慌てて身を捩よじり、抵抗する。タオル地の猿ぐつわを噛みしめて懸命に声を上げようとした。

「ふぁれふぁーっ……。ふぁれふぁふぁふふぇふぇ……」

　左右に目をやる。少し離れたところにパオラの寝顔があった。こちらを向いて幸せそうに眠っている。まさに天使の寝顔だ。横を向いているので大いなる二つの優しさがむにゅりと腕に押し潰つぶされ、いつも以上に存在を主張していた。

　束つかの間ま、幸せな気持ちになる。

　だが、それどころではないことに気づき、再びもがいた。

「だから、大人しくしてろって」

　後頭部に手が差し込まれ、顔面をナタリアの胸に押しつけられる。夜着のままだったらしく、薄手の布地越しに彼女のぬくもりと予想以上に柔らかな感触が伝わってきた。

「さてと、このまま担いで窓から出るか。ルビーク川まで辿たどり着けば、あたしに追いつける奴やつなんていないからな」

　常つね信のぶの頭をしっかり抱きかかえてナタリアが呟つぶやく。

　次の瞬間、彼女が身を翻してベッドから飛び降りた。常信は放ほうり出され、ベッドに仰あお向むけに寝転がる。天井で何かが光を反射した。

「させないわよ、ナタリア！」

　目の前をナイフが鋭するどく走る。悲鳴を上げる間もなく小ぶりなお尻しりが迫ってきた。天井から飛び降りてきたと思おぼしきその人物は、常信の顔を跨またぐような格好でベッドに着地する。

「マライカ、邪魔すんな！」

　寝室の床に降り立ったナタリアが、新たな闖ちん入にゆう者しやの名を呼んだ。常信は鼻が触れそうなほど近くにある水色のパンツを凝視したまま身動きが取れない。

　マライカ・ビッテ・アラースム。それが彼女の名前だ。大陸南東部に位置する商業国家エイズルムの第三王女にして七勇神姫セテイオ・プリンサの一人「地の姫スオロツサ」でもある。

「邪魔するに決まってるでしょ！　皇帝さんをアレグランサに連れて行かせたりしないんだから！」

　マライカが鋭く言い放った。常信はホッと胸を撫なで下ろす。これで助かった。

「皇帝さんは、アタシがエイズルムに連れて帰るのよ！」

　思い違いだった。

「勝手なこと言ってんじゃねえ！　そういうの拉ら致ちって言うんだぞ！」

「ナタリアに言われたくないわよ！」

「あたしは親父に旦だん那なを紹介するだけだよ！」

「いつ皇帝さんがあんたの夫になったのよ！　アタシの夫なんだからね！」

「うるせえ！　正妻総選挙で六位だったくせに！」

「あんた八位でしょ！　アタシより下なんだから遠慮しなさいよ！」

　ナタリアとマライカが、小声で叫ぶという器用な口ゲンカを始めた。

　常信は猿ぐつわを噛かまされたまま、ハアとため息を吐つく。

　何となく横を見ると、マライカの健康的な内股が目に飛び込んできた。ドキッとして視線を戻す。眼前には水色のパンツが迫っている。逃げ場はない。

「とにかく皇帝さんは、あっ？」

　踏ん張り損ねたのか、シーツに足を取られたマライカが体勢を崩した。顔面に彼女の股間が思い切り乗る。「ひゃっ？」と小さな悲鳴を上げ、マライカが足を閉じた。当然、頭部が左右から挟まれる。弾みで猿ぐつわが緩み、外れた。

「!?」

　布一枚へだてて、しっとりした感触が唇に押しつけられる。濃密な匂においがする。両手足を縛られているのでどうすることもできず、ただただ耐えるしかない。

「あ……ご、ごめんなさい、皇帝さんっ……！」

　マライカは慌てて立ち上がろうとするが、上う手まく力が入らないようで、こちらの顔を上下に撫なで擦さするばかりだ。両りよう頬ほおをしっかり挟んだ太股も離れてくれない。

「隙すきあり！」

　相手の油断に乗じてナタリアがベッドに跳び上がった。下腹部に彼女が跨またがり、マライカとつかみ合いになる。互いに相手を投げ飛ばそうと力を込めた。

「皇帝はあたしの旦だん那ななんだよ！」

「アタシの夫だって言ってるでしょ！」

　顔と下腹部を押さえ込まれ、その上で二人に激しく動かれたせいで色々と大変なことになってしまう。甘い匂いに意識が飛びそうだ。

「は～い、二人ともどいてね～」

　危うい状態から唐突に解放される。ナタリアとマライカが二人まとめてベッドにひっくり返ったのだ。しかし一息つく間もなく、圧倒的なボリュームを持つ胸の圧力に襲われる。常つね信のぶを抱きかかえたのは、緩やかなウェーブのかかった長髪の美少女だった。

「うふふ～。皇帝さんは私と一緒にブリムレックに行くのよ～」

　彼女が茶色の瞳ひとみを細めて微笑ほほえむ。髪の毛が淡あわい明かりを受けてオレンジ色に揺れた。

「マリアンヌ!?　あんたまで割り込んでくんのかよっ」

　マライカと絡み合ってひっくり返っていたナタリアが身を起こす。常信はぐいぐい胸を押しつけてくる彼女の顔を懸命に見上げた。

　マリアンヌ・レーヴェ・スライフォード。大陸北西部の山岳国家ブリムレック王国の王女にして竜騎士。そして七勇神姫セテイオ・プリンサの一人「火の姫フイアネツサ」でもあるという爆乳美少女だ。

　彼女は「あらあら～」とおっとりした調子で頬に手を当てる。

「皇帝さんを無理やり連れ帰ったりしたら、国際問題よ～。せっかく帝国と友好的な関係を結べそうなのに、二人とも台無しにするのかしら～？」

「ぐっ……それは……」
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「でも……このままじゃ悔しいって言うか……」

　ナタリアもマライカも言葉を失った。今度こそ助かりそうだと思ったとき、背後に視線を感じた。もちもちした感触の中で首を捻ひねり、常夜灯のある部屋の隅に目を向ける。

「…………」

　ベッドの端に顎あごを乗せ、フンフンと鼻息荒くこちらを見つめている碧へき眼がんと目が合う。

　常つね信のぶと目が合うなり、すっくと立ち上がった。黒いシルクの寝間着に身を包んだ茶髪の麗人だ。髪の毛をスッと掻かき上げ、白い歯を輝かせて爽さわやかに笑う。

「皇帝！　気にせず続けてくれっ。ボクはここでみんながくんずほぐれつ絡み合う様を見物して、お預けプレイに徹するとするよ！」

　ド変態だった。

「あひぃぃっ！　その冷たい目、イイ！」

　ド変態が身を反らせて悦よろこぶ。巨乳が強調されたので余計イラッとした。

「シエラまでいたのかよ……」

　ナタリアがベッドであぐらをかく。

「もーっ、これってどうすればいいのよー！　誰か収拾つけてよーっ」

　マライカがベッドに寝転がってしまった。正直なところ、こっちの台詞せりふだと言いたい。そろそろ手足の束縛を外して欲しいのだが、マリアンヌは豊満な胸を押しつけてくるばかりで縛いましめを解いてくれそうになかった。

「まあまあ」

　何の前触れもなく、純白の美少女がベッドの上に姿を現す。仲裁するように小さな手を挙げた。ただし無表情だ。

「ユーリまで来やがったのかよ」

　ナタリアがぼやく。真っ白な美少女はひょこっと首を傾かしげた。

「名案、提案」

「皇帝さんをエイズルムに連れ帰る良い案があるの、ユーリ？」

　寝転がっていたマライカが体を起こす。

「何、言ってんだ！　アレグランサに連れ帰る名案だよなぁ？」

　ナタリアも負けじと身を乗り出した。

　ユーリと呼ばれた少女は、また首を傾げ、それから一つ頷うなずいた。

「皇帝、外遊を推奨」




「外遊と、仰おつしやいましたかな？」

　禿とく頭とうの老人が豊かな白しろ髭ひげを撫なでつけた。

　翌日、常つね信のぶは宰さい相しようのムツィオ・デルベッキオにユーリの提案を諮はかった。執務室に呼び出されたムツィオは親友のサルバドール・フェレーロ元公こう爵しやくを連れており、常信の言葉に二人揃そろって「ふむ」と思案顔になる。

「帝国とあたしらの友好を深めるには丁度いいじゃねえの。皇帝が直じき々じきに来てくれたら、うちの国民も喜ぶと思うぜ」

　ナタリアが補足するように言った。彼女は部屋の隅に用意させた椅い子すに座ってこちらを見ている。周りにはロザリンド、マライカ、マリアンヌ、シエラもいた。そして真っ白な美少女──ユーリもいる。大陸で最も長い歴史を持つ宗教国家アートマの姫巫み女こであり、七勇神姫セテイオ・プリンサ「光の姫ルーテツサ」でもある彼女の黄金の瞳ひとみからは何の感情も見出せず、白金の髪と雪のように白い肌が純白の衣服に馴な染じみきって彫像のようだ。

「アタシたち、帝国ともっと仲良くしたいなーって思ってるんだ。だから、皇帝さんをお招きして歓待したいの」

「うふふ～。帝国にとっても悪いお話じゃないと思うのよね～っ」

　マライカとマリアンヌも口々に外遊を勧めてくる。宰相とサルバドールがチラリと目を合わせた。元公爵が軽く咳せき払ばらいをする。

「陛下。その前に、昨晩ご寝所に忍び込んだ不届き者がいたという件について、詳しく調査なさるべきかと」

「ああ、いや。それはもういいから……」

「解せませんなあ。どこぞの小国の小娘ごときが、陛下のご寝所を荒らすなど言語道断。栄光あるグロリア帝国の威信に傷がつきますぞ」

　五十を過ぎていまだ精せい悍かんな体つきを保っているサルバドールに鋭するどく切り込まれると威圧感がすごい。常つね信のぶが答えあぐねていると、ナタリアが「おい」と立ち上がった。

「小国の小娘ってのは誰のことだ？」

「これはこれは、アレグランサ王国第一王女ナタリア・テラディリャス殿。こちらにいらっしゃったのですか」

「さっきからいただろうが！」

「それは失礼。ところで、どうして貴女あなたがご立腹なのかな？　まさか『小国の小娘』がご自分のことであるとお認めになったわけではありますまい」

　元公こう爵しやくがふてぶてしく微笑ほほえむ。ナタリアは拳こぶしを握りしめ、ぐぬぬと歯は噛がみした。

「やめろ、サルバ。無駄に煽あおるな」

「失礼致しました」

　サルバドールが慇いん懃ぎんに頭を下げる。

「昨晩のことを知りたいのなら、このボクに聞くと良いよ！」

　颯さつ爽そうと立ち上がったのはシエラだった。室内の全員がうんざりした顔になる。常信はムツィオに目配せした。

「外遊。実によろしいかと」

　シエラに喋しやべる間を与えず、宰さい相しようが切り出す。

「先日、帝都と西都アースティを繋つなぐ大陸横断鉄道が完成致しました。陛下には、その開通記念式典に出席していただくはこびになっております」

「ああ、そうだった。相変わらず作るの早いよな。魔力の金属付与技術が一般化してまだそんなに経たってないはずなのに」

「帝国の技術力は世界一にございます、陛下」

　ムツィオが自慢するように答える。

「式典の後、開通記念列車が出発することになっております。その列車を陛下の専用列車とし、西部最大都市アースティまで向かっていただきます」

「うん、それも聞いてる。アースティでも開通記念式典をやるんだろ？　そこで祝辞を読んでから少し西部を見て回ることになるかもって聞いていたが」

「そこから外遊に出られるというのはいかがでしょう」

「なるほど。いいな」

　常信が頷うなずくと、執務机に大陸の地図が拡ひろげられた。

「西部からですと、まず北西に向かいブリムレックを訪れるのが良いかと」

「うふふ～。皇帝さん、いらっしゃ～い」

　マリアンヌがクッキーを頬ほお張ばりながら小さく手を振る。

「そこから東に向かい、テルエに入ることになりましょうな」

　サルバドールが地図上に指を走らせた。シエラが意味の分からないポーズを決める。

「皇帝！　ボクはいつだって君を受け入れる準備が──」

「それからどうする？」

　常つね信のぶは地図だけに集中して先を促した。

「次は南下してアートマを訪れるべきでしょう」

　宰さい相しようがそう言った瞬間、常信の膝ひざにユーリが現れる。

「アートマ来訪、不許可」

「……アートマは、俺を受け入れたくないのか？」

　膝から滑り落ちそうになったユーリを抱きかかえつつ尋ねた。ムツィオとサルバドールの眉み間けんに皺しわが寄る。二人とも不快感を隠そうともしない。

「アートマは帝国と友ゆう誼ぎを結ぶ意思はないということですかな？」

　宰相がユーリを凝視する。しかし彼女は無表情のまま小さく肩をすくめた。

「時期尚早」

「ほほう。アートマは帝国に対し、腹に一物持っておると見なしてよろしいのですな？」

　サルバドールもユーリを睥へい睨げいする。それでも「光の姫ルーテツサ」は全く動じた様子がなかった。

「アートマにも色々事情があるんだろ。うちにはクオーレもいるし、アートマとすぐ事を構えるようなことにはならないよ。今回はやめておこう」

　常信は二人を宥なだめる。「次はエイズルムかな」と地図を指差した。

「そうですな。それから船で海を渡りアレグランサに入ることになるかと」

　ユーリに冷たい視線を投げつつも、ムツィオが答える。

「アレグランサからならルビーク川を遡さかのぼって帝都に戻ってこられる。良さそうな旅程だ。それで、どうだ？」

　常信は宰相と元公こう爵しやくを見た。

「恐れながら、一つだけ奏上します」

　サルバドールが厳しい表情で言う。

「陛下。今回の外遊は、あくまで栄光あるグロリア帝国の威信を他国に知らしめるため。特に『七勇神姫セテイオ・プリンサ』を擁ようする国を傘下に収めたと周辺諸国に理解させるのが目的にございます。不用意に他国と条約を結んではなりませぬぞ」

「……まあ、気をつけるよ」

　ナタリアたちの様子を窺うかがう。サルバドールの発言は聞こえていただろうに、彼女たちは全く表情を変えていなかった。ナタリアですら平然としている。さすがに一国の姫として外交の機微は心得ているのかもしれない。

　その中で、一人だけ悔しそうに俯うつむいている者がいた。ロザリンドだ。彼女はこちらの視線に気づき、すっくと立ち上がった。

「陛下。イグドラル王国にお招きできないことをお許し下さい。父はいまだ敵対の意思を解いてはくれません……」

「気に病まなくても良い。いつかイグドラルとも仲良くできると信じているよ」

　彼女を安心させようと、常つね信のぶはそう返す。

　ロザリンドが「んっ♪」と口を引き結び、頬ほおを染めた。

「皇帝、こんなところでロザリーを責めるだなんて、さすがだねっ」

　シエラが羨うらやましそうに声を上げる。それで気づいた。ロザリンドにかけられている従属魔法が発動してしまったことに。

「あああ、もう！　空気読んでくれよ、従属魔法っ……」

「命令は取り消す」と言うなり、ロザリンドがホッと息を吐き、それからどこか寂しそうな視線をこちらに向ける。急いで彼女から目を逸そらした。

「それでは陛下。外遊の日程を詰めさせていただきます」

　宰さい相しようの言葉に常信は頷うなずく。

「良かろう。そのように為なせ」
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「えっと……。これは何だ？」

　常つね信のぶは晶機コムニカから顔を上げて尋ねた。

　ただし、誰に聞けば良いのか分からず視線を彷徨さまよわせてしまう。自分を取り囲んでいる美少女たちから黄色い歓声が上がった。「陛下と目が合いましたわ！」「私もっ」ときゃいきゃいはしゃいでいる。

　色とりどりの華やかなドレスを身にまとった彼女たちは「十二星姫ドーデイ・ステラ」の面々だ。元々、「七勇神姫セテイオ・プリンサ」に対抗するため作り上げた美しさと強さを兼ね備えた者たちだが、最近は専もつぱらアイドル活動に力を注いでいる。

　執務室での話し合いの後、常信はパオラに呼ばれて「十二星姫と語らう夕べ」に招待された。どんな催しなのか知らされないまま「十二星姫」の一人、ガブリエラ・ドラゴネッティ伯はく爵しやく令嬢の邸宅を訪れ、ロザリンドとヒルデガルトも含めた一○二人の美少女たちに出迎えられたのだ。




「皇帝陛下！　ようこそお出いで下さいました！」




　色とりどりの花々を思わせる彼女たち一人一人が優雅に帝国淑女式の礼をしてくれた。相手を見て会釈をすると、ポッと頬ほおを染める者もいれば感極まった様子でじっとこちらを見つめてくる者もいて何だかこそばゆかった。

「陛下のご来臨を賜たまわり、この上ない喜びにございます」

　ガブリエラが伯爵令嬢らしく育ちの良い仕草で挨あい拶さつをし、常信を席へと導いた。パオラが右腕に抱きつき、ガブリエラは栗くり色いろの髪を揺らして左腕に寄り添った。丸顔で愛あい嬌きようのある美少女だ。こちらも悪い気はしない。

　豪勢な料理が目の前に並べられ、美少女たちに囲まれる。そして、そっと差し出されたのが件くだんの晶機だった。

「へーか。世界は狙ねらわれています」

　パオラが一生懸命難しそうな顔をしてみせる。

「今もわたしたちの知らないところで、恐ろしい陰謀が蠢うごめいているのです」

「神様の次は都市伝説かよ……」

　常信はハアとため息を吐ついた。

「つまり、君たちはこの噂うわさを真に受けているわけだ？」

　ガブリエラに目を向ける。キャーッと黄色い歓声が上がった。ガブリエラが頬を染め、「『君』だなんて、陛下は大胆ですわ」と恥ずかしそうに俯うつむく。

「何でそうなるっ？」

「ガビー、頑張って！」
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「ヒルデに遠慮してちゃダメよ！」

「そうよ！　家の格ならあなたの方が上よ！」

　周りがきゃいきゃいと騒がしい。あげくヒルデガルトが「ガビー！　あなたも本当は陛下のことをっ？　今まで気づかなくてすまなかった！」と割り込んできた。

「私だって陛下のことを、お慕いもうしておりますわっ」

「身分違いだって分かってるけど……！」

「妾めかけで良いので、どうかお側そばに！」

　たちまち周囲からも熱っぽい声が上がる。

「待て待て待て！　話がまったく見えないぞ！」

　たまらず制止した。パオラがビクンと肩を震わせたけれど、気にしていられない。

「誰かまともに説明できる者はいないのかっ？」

「それでは私が」

　一歩前に出たのはロザリンドだった。

「実はキャラ殿のご提案で、陛下を籠ろう絡らくすることになりました」

「キャラの仕業かよ！　あいつぅ……！　って、俺を籠絡する？」

「あー……あっけなくばらしちゃうんだねー……」

　やる気なさそうな声に振り向くと、いつの間に現れたのか赤毛の猫耳猫尻尾しつぽ娘がパオラのおっぱいに頬ほおずりしていた。

「違うんだよ、へーか！　キャラちゃんは悪くないんだよ！」

　パオラがビシッと手を挙げて主張する。「そうだよー」とキャラは親友の胸を揉もむ。彼女の首根っこを引っ掴つかみ、パオラから引き離した。

「で？」

「あー……メンドイからパオラお願いー……」

「任せて、キャラちゃん！　あのね、へーか！　わたしたち、へーかにお願いしたいことがあるの！　だけど、へーかにお願いするならそれっぽい理由をちゃんと用意しないといけないってキャラちゃんに言われたんだ！」

「それで、あの胡う散さん臭くさい陰謀論か？」

「世界の危機ならそれっぽい理由になるでしょ！　へーかの熱い正義感に訴えることにしたんだよ！」

「……いや、俺はそんな熱い正義感を持ってはいないけど」

「またまたー……」

　キャラが訳知り顔でにんまり笑う。晶機コムニカを差し出された。

「とりあえず、これ見てよー」
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「これは、公式サイトへの要望メールか？」

「まだまだたくさんあるよー……」

　画面をスライドさせると、延々と要望が続く。その大半が「十二星姫ドーデイ・ステラ」のライブを自分の住んでいる国や町で行って欲しいというものだった。

「へーか！　みんなが『十二星姫』を求めてるんだよ！」

「どうか、私たちの大陸ツアー実現にお力をお貸し下さいっ」

　パオラとガブリエラが迫ってくる。

「なるほど。いいじゃないか、大陸ツアー。いかにもアイドルって感じで。他国民からも熱烈に求められてるみたいだし、こういうことなら俺に頼むまでもなくやってくれて構わないぞ」

　常つね信のぶは二人に微笑ほほえんだ。パオラが「やった！」と抱きついてくる。柔らかな優しさを腹に感じ、心が穏やかになった。

　ところがガブリエラは不安そうな表情をしている。尋ねる前にキャラが口を開いた。

「陛下ー、そんな安請け合いしていいのー？」

「何か問題でもあるのか？」

「えー……。やっぱり分かってないじゃーん……」

　猫耳がぺたんと垂れる。晶機コムニカを弄いじり、また画面を見せてきた。
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　思わず唸うなる。

「陛下は帝都にばっかりいるからねー……。まだまだ危ないところは多いんだよー。そんなところにパオラを行かせられるのー？」

　キャラが尻尾しつぽでこちらの頬ほおをぺしぺし叩たたいてきた。

「こういうの、氷山の一角だからねー……。魔力通信網が届かない他の国とか、どうなってるか分からないし……。『十二星姫ドーデイ・ステラ』の大陸ツアーは難しいと思うなー」

　半分寝ていそうな目で鋭するどい指摘をする。

「……ようするに、世界が平和であれば良いんだろ」

　常つね信のぶは頭をかいた。皆から期待に充みち満ちた視線を向けられる。

「ああっ、それで『世界の脅威』か」

　ようやく彼女たちの意図を理解できた。

「よかろう。外遊のついでに『脅威』とやらを排除してこようじゃないか」

「陛下！　さすがです！」

　ガブリエラが純真な瞳ひとみをキラキラと輝かせる。目から星が飛び出してきそうだ。

　常信は彼女たちに頷うなずき返す。

「ひとまず大陸全土を平和にしてくる」
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第二章　実際より強キャラ扱いになってる気がする暗殺業（神秘）







　常つね信のぶは晶機コムニカの画面から顔を上げた。

「ヴェイルジェンドン家って、ロスチ◯イルド家みたいだな……」

　首を振り、車窓から外を眺める。補給のため西部都市の一つミルトの駅に停車していた列車がゆるりと動き出した。

「パオラたちはまだ展望室にいるかな？」

　常信は席を立つ。式典で読み上げる原稿を確認するため、先程まで文書担当の官僚と二人きりだった。夕食まで彼女たちとのんびりしていたい。

　展望室では、パオラがプラットホームにつめかけた人々に嬉うれしそうに手を振っていた。

「またねーっ！」

　彼女の隣にはクオーレがポーズを決めて立っている。女神様も大変だなあと思いつつ周りに目をやった。ベアトリーチェがパオラたちとは反対側の席に腰掛けており、ヒルデガルトは向かいの扉前に立って警戒の眼まな差ざしを左右に向けていた。

　ロザリンドとキャラの姿は見当たらない。

「へーか！　みんな手を振ってくれたよっ。喜んでもらえたみたいで良かった！」

　銀髪を輝かせ、パオラが駆け寄ってきた。

「うんうん。パオラは大人気だね」

「陛下もみんなに手を振ってあげれば良かったのに」

「ああ……。そういうのはパオラたちに任せるよ」

　そう返しながらベアトリーチェの向かいに腰を下ろす。パオラを膝ひざの上に載せた。駅舎を出るなり西日が差し込んでくる。常つね信のぶが目を細めると、ベアトリーチェが「少し透過度を落としましょう」と窓に手を触れた。スッとガラスに色が差して西日が弱まる。

「何だ、今のっ？　ビーチェの魔法なのか？」

　驚く常信にベアトリーチェは軽く首を振る。

「この窓に備わっている機能です。こうやって光の透過度を変化させれば眩まぶしくありませんので。それから、こんなこともできます」

　窓ガラス全体を一瞬で真っ黒にしたかと思いきや、片面だけ普通の窓にしたり、一部分だけ暗くしたりと自在に操っていった。最後は元に戻したように思えたが、うっすらと何かが一枚挟まっているような違和感がある。

「これは、どういう状態になっているんだ？」

「こっちからは外が見えるけど、外からはこっちが見えないようになってるんだよ」

　常信の問いにはパオラが答えた。ベアトリーチェがコホンと咳せき払ばらいをする。

「本来なら、この状態で走るべきなのです。いくら万全の警備体制を敷いていても、外から陛下のお姿を確認できてしまうのは警備の観点から決して良くは──」

　ダン、と天井が鳴った。

　思わず見上げる。音は天井を一定のリズムで叩たたきながら後部車両へと移動していく。まるで誰かが列車の屋根を走っているようだ。

　そう思ったところでハッとする。

「誰か屋根にいるのか!?」

「陛下ーっ！　俺、やっちまいましたー!!」

　前の車両に繋つながる扉を弾はじき飛ばす勢いで押し開け、ジルベルトが飛び込んできた。大だい音おん声じようで叫ぶ。

「御料車に賊ぞくの侵入を許してしまいましたーっ！　申し訳ございませぇぇぇん！」

　空気がビリビリと震動する。耳を塞ふさいでいてもうるさかった。

「ジルベルト、音量を下げろっ」

　目を回してしまったパオラを抱き止めながら大男の近衞このえ隊隊長を睨にらむ。ジルベルトは鎧よろいをガシャガシャいわせながら跪ひざまずいた。

「侵入した賊は一名！　前方車両にて警備の一人が発見し、取り押さえようとしましたが屋根に上って逃走致しました！　現在、ロザリンド殿が追っております！」

　ほんの僅わずかに声量を減らして報告する。どうやら先程の音は賊ぞくの足音らしい。

「ロザリーが賊をっ？」

　ヒルデガルトが心配そうに天井を見上げる。常つね信のぶはベアトリーチェに尋ねた。

「外の様子を確認できないかっ？」

「可能ですわ。ただちに」

　そう言って彼女はまた窓に触れる。指先を滑なめらかに這はわせ、何ごとか呟つぶやいた。小さな魔法陣が窓に浮き上がり、次の瞬間、景色が一変する。

「うわっ？　ロザリー？」

　ガラス窓の一部がモニターのようになり、屋根に立つ二人の人物を映しだした。上空から撮っている構図だ。目で尋ねると、ベアトリーチェは「鷹たかです」と答える。

「キャラの鷹を何羽か飛ばせて列車の周囲を警戒させています」

　周辺警備にドローンを飛ばせて列車に追従させていたようだ。その一つから送られてくる映像らしい。今は剣を構えて列車の屋根に立つロザリンドを右に、そして黒ずくめの格好をした小柄な賊を左に映していた。

「忍者だ……」

　思わず言葉が洩もれる。

　ロザリンドと対たい峙じしている小柄な賊の格好は、いわゆる忍者そのものだった。顔も目だけを出して後は全すべて黒布で覆い隠している。短刀を逆手に握って腰を落とし、相手の出方を窺うかがっていた。

　対してロザリンドは姿勢正しく立ち、真まっ直すぐに剣を構えている。騎士らしい真っ向勝負の態度だ。さらに堂々と名乗りを上げる。

『私はロザリンド・スターリング・フォン・イグドラル。イグドラル王国の王女であり、「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の一人「風の姫ヴエネリツサ」でもある。そして何より、グロリア帝国皇帝陛下に身も心も捧げた忠実なる僕しもべだ！』

「いや、何言ってんだよ！」

　反射的にツッコんでしまう。ヒルデガルトが悔しそうに歯は噛がみした。

「ずるいぞ、ロザリー！　私だって身も心も陛下に捧げている！」

「そこで張り合う必要ないからなっ」

　ヒルデガルトにもツッコむ。しかし、そんなことをしているうちに賊の方が動いた。ロザリンドに向かって走る。展望車の屋根をダンダンダンと力強い足音が前方車両へと駆け抜けていった。

「正面から戦いを挑んだところで、ロザリーには掠かすり傷一つ負わせられないだろ」

　常信は賊の判断を哀れに思う。たえず風が吹きつける屋根の上だから気づいていないのかもしれないが、ロザリンドは全身を「風の鎧よろい」で覆っているのだ。敵の刃やいばはそう簡単には彼女に届かない。

『シッ！』

　賊ぞくが鋭するどい発声とともに腕を振った。手しゆ裏り剣けんが飛ぶ。ロザリンドは余裕を持ってそれらを受け流した。その隙すきに賊が彼女の懐ふところに潜り込む。

『エエイ！』

　短刀がロザリンドの脇腹を襲った。瞬時に風の鎧よろいが不可視の壁を作り上げ、刃やいばを逸そらす。そのはずだった。

『!?』

　咄とつ嗟さにロザリンドが後ろへ跳んだ。相手の短刀は空を切る。しかし再び身構えたロザリンドの脇腹は、服が切られていた。

「そんなっ？　どうして……？」

　ヒルデガルトが息を呑のむ。それから踵きびすを返して飛び出した。

「ヒルデ！」

　制止するが間に合わない。跪ひざまずいていたジルベルトが「むおおおおおお！　他の者たちは何をしておるかぁっ！」と立ち上がり展望車を出ていった。

『奇妙な技を使う……。あなたは何者だ？』

　ロザリンドの誰何すいかは無視される。賊が再び間合いを詰めて来たのだ。今度はロザリンドも即座に応戦した。剣を振り、突風を起こす。しかし小柄な賊は、すれすれまで身を伏せて風の流れに逆らわず、その場で旋回した。

『！』

　回転の勢いを活いかして賊がロザリンドの懐に入る。刀を持っていない右腕でロザリンドの腕を押さえ、攻撃を逸らした。ほぼ同時に短刀を彼女の太ふと股ももに──

『甘く見ないでもらおう！』

　ロザリンドを中心に竜巻が発生する。ドンと天井が一際大きく鳴った。パオラが「ふえ？」と意識を取り戻してきょろきょろする。

　猛烈な威力だったはずだが、賊は数メートル離されただけで列車の屋根に立っていた。常人なら遥はるか彼方かなたに吹き飛ばされていても不思議ではないというのに、賊の身体能力の高さに戦せん慄りつする。

『ロザリー！　加勢に来たぞっ』

　そこに新たな声が加わった。後部車両の方からヒルデガルトが駆けてきたのだ。強い風にさらされる足場の不安定な列車の屋根で、彼女は剣を抜き放つ。

『ヒルデ！　無茶をするな！』

　ロザリンドが悲鳴に近い声で叫んだ。

　賊は瞬時に実力差を見切ったのだろう。背後から駆けてくるヒルデガルトに狙ねらいを切り替え、一息に間合いを詰めた。

　甲高い金属音と火花が散る。

『シノビ、というそうだな』

　ヒルデガルトが不敵に笑った。

『一見、無駄ではないかと思えるほど知識が豊富な魔剣鍛か冶じの知り合いがいる。彼女たちから様々な戦い方をする者たちの話を聞いたことがあるんだ。中でも、とても特徴的な戦い方をする蓬ほう莱らい国の暗殺集団の話は面白かった』

　彼女が脇を締める。賊ぞくが目を細めた。それは苦痛によるものだろう。

　今、賊はヒルデガルトに短刀を持った左腕を極きめられている。

　脇腹を斬きりつけた刃やいばは服の下に隠していた鎧よろいに阻はばまれ、ヒルデガルトに傷を与えてはいなかった。彼女は賊の腕を巻き込むようにして腕全体で掴つかみ、脇を締めて相手の腕関節が曲がらない方向に捻ひねっている。

『これも蓬莱国の武術の一つなのだろう？　あの困った二人組に実験台にされていた経験がこんなところで役立つとは思ってもみなかった』

『くっ……』

　賊が苦く悶もんの声を上げた。

　右腕を腰の位置まで上げ、手首を返す。

　飛び出した鉄針はヒルデガルトの体に届く前に不可視の壁で弾はじかれた。さらに賊の右腕が局所的な竜巻によってねじり上げられる。『あああっ……！』と賊が悲鳴を上げた。

『ヒルデ、ありがとう。助かった』

　ロザリンドが駆け寄ってくる。

『ロザリーこそ、ありがとう。あの暗器は避よけられなかったかもしれない』

　ヒルデガルトも礼を言った。

『さて、観念してもらおう。あなたを拘こう束そくする』

『じっくり尋問させてもらうぞ』

　二人がかりで取り押さえ、頭ず巾きんを奪い取る。賊の素顔が露あらわになった。

「うおっ……！」

　常つね信のぶは目を見張る。ヒルデガルトもロザリンドも驚きを隠せないようだ。頭巾の下から現れたのは、幼い少女の顔だった。しかも犬の耳がついている。

『こんな幼い少女がシノビだなんて……』

『それに獣人族だ。この辺りでは珍しいはず』

　ヒルデガルトとロザリンドが呟つぶやいた。犬耳の賊は観念したのか、俯うつむいて二人にされるがままになっている。

『ひとまず風の縄で縛って列車の中に連れていこう。それから──』

　ロザリンドが賊ぞくを立たせようとしたときだった。

　スウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ……。

　深く息を吸い込む音が常つね信のぶの耳にまで届く。観念したと思われた相手の不可解な行動に二人とも眉まゆ根ねを寄せた。賊がカッと目を見開き、天に向かって大きく口を開ける。

「秘義！　真空金縛り！」




「ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」




　次の瞬間、全身を打つ咆ほう哮こうが横殴りに叩たたきつけられた。列車を守る魔力結界がビリビリと震動し、窓まで震える。屋根に立つ三人のうち、賊の体が大きく弾んだ。そのまま白目を剥むいて倒れてしまう。

『賊の援軍かっ？』

　ヒルデガルトが屋根に手をついて踏ん張った。それでも賊を取り押さえたままなのは賞賛に値する。風を操ることのできるロザリンドは屋根に立ったまま、咆哮の聞こえてきた方角を剣で指し示した。

『賊の援軍ではなさそうだ。マリアンヌだよ』

　常信もモニターになっていない窓から遠くに目を凝らす。真紅の竜がこちらに向かって飛んでくるのが見えた。大陸最強種の一体、太古竜セキリンダイシンリュウだ。

　その巨体は見る間に空を覆い、列車の上空に至る。魔力結界がまたビリビリと震動した。セキリンダイシンリュウが不愉快そうに鼻息を吐く。

『うふふ～。リンちゃんはお空で待っててね～』

　竜の首のつけ根から一人の美少女が飛び降りてきた。軽やかに列車の屋根に着地すると、倒れた賊に近づき、その顔を覗のぞき込む。

『ちゃんと気絶してるわね～。リンちゃん、さすがね～』

『マリアンヌ！　これは一体、どういうことだっ？』

　ロザリンドが彼女の肩に手をやった。マリアンヌは『こうでもしないと、シノビは危ないわよ～』と、あくまでおっとりした物言いで返す。

『うふふ～。さっき、この子が吠ほえようとしたでしょ？　あれって周りの人たちを数秒、痺しびれさせる効果があるのよね～。だから、リンちゃんに先手を打ってもらったの～』

『……この列車は魔力結界で守られている。結界の外から攻撃を仕掛けるなんて』

　ヒルデガルトが疑わしげな目を向けた。

「この程度の結界で我を妨げようとは、不ふ遜そんだな」

　頭に直接声が聞こえてくる。上空を旋回しているセキリンダイシンリュウの声だ。彼女は鼻で嗤わらう。

「所しよ詮せん、人間如ごときの浅薄な小細工よ。一点に集中して一人だけを打ち据え、気絶させるくらい造作もない」

「久々に、リンの本気を見たな……」

　以前、水晶球越しの一喝でベアトリーチェを気絶させたセキリンダイシンリュウの凄すさまじさを思い出した。

『うふふ～。皇帝さんとお話ししたいし、ひとまず中に入りましょ～』

　マリアンヌが頬ほおに手を当て、穏やかな口調で言った。




「拙せつ者しやは何も喋しやべらないでござる！　シノビは死んでも口を割らないでござるよ！」

　常つね信のぶの目の前に、下着姿の女の子が両手足を縛られて床に転がされている。

　不思議なシンパシーを感じてしまうが、今はそれどころではない。黒毛の犬耳と犬尻尾しつぽがもふもふしていて可愛かわいいなあと思ってしまうけれど、それどころではないのだ。

　ちなみに何な故ぜ、下着姿なのかというと、シノビはどこに武器を隠しているか分からないので服を全すべてはぎ取った結果である。

「とりあえず、名前くらいは教えてもらえないかな？」

　常信はなるべく優しく話しかけてみた。

「拙者、決して喋らないでござる！　どんな外道な行為にも屈しないでござる」
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「参ったな……」

　ガシガシと頭をかく。膝ひざの上ではパオラが瞳ひとみをキラキラ輝かせて、「へーか」「へーか」と自分をアピールしていた。従属魔法の出番だと思っているのだろう。

「仕方ありませんね。陛下、拷ごう問もんなさるかパオラ様に従属魔法をかけていただくか、どちらかしかありませんわ」

　ベアトリーチェがさらりと言う。

「いや……どっちも得策じゃないと思うんだけどなあ……」

「うふふ～。それなら皇帝さん、この子は私に預けてくれないかしら～？」

　マリアンヌが小さく手を挙げた。

「そういえば、君はどうしてここに来たんだ？　この賊ぞくのことを知っているような口ぶりだけど」

「そうね～。この子とは初対面だけど、ちょっと調べてることに関係してるのよ～」

「調べてること？」

「うふふ～。ここからは機密事項で～す」

　マリアンヌが唇に人差し指を当てる。

　常つね信のぶは腕を組んだ。

　床に転がされている少女は「ぐるるるる……」と分かりやすく敵意を剥むき出しにしている。このままでは会話が成立することはないだろう。かといってマリアンヌに渡してしまうのも違う気がした。彼女が事情を話してくれない以上、こちらもおいそれと犬耳少女を渡せない。

「仕方ないわねーっ」

　それまで黙って成り行きを見守っていたクオーレが不意に立ち上がった。フフンと胸を張り、犬耳少女の前に立つ。胸に手を当てて微笑ほほえんだ。

「あんた、私が誰なのか、もちろん分かるわよねっ？」

「拙せつ者しや、何も喋しやべらないでござる！　あと、そなたのことは知らないでござる！」

「そうでしょう、そうでしょう。私ってば有名だかなんですてぇぇぇっ？」

　クオーレが常信の肩を掴つかんで揺さぶる。

「ちょっと皇帝！　何でこの子、私のこと知らないのよ!?」

「俺に聞くなよ……。揺さぶるのやめてくれ」

　膝の上のパオラが目を丸くした。

「クオーレ様のことを知らないなんて、ビックリだね」

「そう！　そうなのよ！　パオラ、あんたはとても良いことを言いました」

　慈愛の女神は腰に手を当てて傲ごう然ぜんと犬耳少女を見下ろす。

「私のことを知らないなんてビックリだけど、私はとても慈愛に満ち溢あふれた女神だから一いつ旦たん、それは置いといてあげるわ。本題はここからよ」

　咳せき払ばらいをし、声を整えるとクオーレは優しい声で言った。

「さあ、慈愛の女神たる私にあんたの名前を教えなさい。何の心配もいらないわ。私が全すべて受け止めてあげるからね」

「拙せつ者しや、そなたみたいな危なそうな人には一番話したくないでござる！」

「ぬわんですってこのぉっ！」

　暴れそうになった慈愛の女神様をヒルデガルトとロザリンドが取り押さえる。ベアトリーチェが額に指を当てて頭を振った。

「陛下、これはもう……」

　訴えかけられる。パオラも「へーか！」と促してきた。

「また、そうなるのかぁ……。俺の評判、落ちる一方じゃないか……」

　頭を抱えたとき、後部車両の扉が開いて赤毛の猫耳猫尻尾しつぽ娘が展望室に入ってきた。

「あれー……？　みんな、何してんのー……？」

　まだ日が沈みきっていないというのに寝ぼけ眼まなこのキャラが、やる気を世界の果てに投げ捨ててきたような声で尋ねる。

「お前、今まで寝てたんじゃなかったのか？」

「うん、寝てたよー……。そろそろ夕飯だなーって思って起きてきたんだけど、誰、この子ー？　陛下、また嫁を増やしたのー……？」

「そうじゃなくてなっ。侵入者なんだよ。それもシノビっていう暗殺集団の一人らしくて、お前と同じ獣人族だぞっ」

「あー、本当だー……。まあ、別に珍しいことじゃないよねー……」

「拙者、誰であろうと何も喋しやべらな……キャラ・カッチーノ様ではないでござるか!?　お初にお目に掛かり光栄でござる！」

　犬耳少女が突然、目の色を変え、どんな身体能力なのか縛られたまま正座になり平伏する。黒い尻尾をぶんばぶんばと激しく振った。

「えっとー……誰……？」

「拙者、チヨ・カツラギと申すでござる！　蓬ほう莱らい国の出ではありますが、幼少のみぎり亡国の憂うき目に遭あい、以来、各地を転々として糊こ口こうを凌しのぐ日々！　今はアイマーロ伯はく爵しやくにお仕えさせていただいている身でござる！」

「めちゃくちゃ喋ったぞ、この子！」

　常つね信のぶは目を剥むく。マリアンヌが「あらあら～♪」と頬ほおに手を当てた。

「ふーん……。ま、どうでもいいやー。陛下、ご飯まだー？」

「いやいやいやいや！　キャラ、お前いきなり最重要人物っぽくなってるから！　どうして自分のことを知っているのか、そこのチヨちゃんに聞いてくれ」

「皇帝殿!?　何な故ぜ、拙せつ者しやの名前を知っているでござるか!?　読心術でござるかっ？　やはり悪名高い魔王皇帝は人外の力を有しておるのでござるな！」

　犬耳少女チヨがガバッと顔を上げてこちらを驚きよう愕がくの目で見つめてくる。

「うわ、どうしよう。この子、アホの子だ」

　急激に嫌な予感に襲われた。まともに会話できない相手は本当に厄介だ。それから、魔王なのか皇帝なのか、どちらかにして欲しい。

「えー……メンドイ……」

　あげくキャラはまるでやる気がない。常つね信のぶはパオラを見た。

「パオラからもお願いしてくれ」

「はうっ♪　はぁい、頑張るねっ」

　ビクンと肩を震わせ、頬ほおを染めたパオラが膝ひざから降りる。「キャラちゃん！」と親友の手を握った。

「これはとっても大切なことなんだよ！　キャラちゃんにしかできないことなの！」

　意外と真面目に説得してくれる。キャラはこくんと頷うなずいた。

「じゃ、おっぱい揉もませてー……」

「男子中学生か！」

　思わずツッコむ。その場の全員が首を傾かしげた。

「学生がどうかなさいました、陛下？」

　ベアトリーチェに真顔で尋ねられる。

「何でもない……。気にしないでくれ……」

　思いがけず異世界という文化の壁に直面してしまった。すごく恥ずかしい。

　ともあれ、キャラはパオラのおっぱいを一揉みすると、チヨに向き直った。

「何で、あたしのこと知ってるのー……？」

「キャラ殿は獣人族の期待の星だからでござる！　魔力通信網に書いてあるでござる！」

「おーっ……。そんなこと書いてあるんだー……」

　眠たげな顔のまま晶機コムニカを引っ張り出す。まんざらでもなかったのか、エゴサーチを始めた。しかし、すぐに首を捻ひねる。

「どこにも書いてないよー……」

「そんなことないでござる！　拙者の見たサイトにはちゃんと」

「どこどこー？」

「そのサイトではないでござる……。拙者がいつも見ている……ああっ？　拙者の晶機が見当たりませぬ！　いつも懐ふところに大事に仕舞ってあるというのに！　いずこ!?　いずこで落としたのでござろうか!?」

「服、脱がされてるからねー……。見当たらなくて当然だよねー……」

「これでしょうか」

　ヒルデガルトが晶機コムニカを差し出す。「それでござる！」「かたじけない！」とチヨが跳びはねる。本当に身体能力だけはとんでもない。

　晶機を受け取ったキャラが操作する。チヨの言った通りに検索をかけたらしく、じきに目当てのサイトが表示された。

「わ！　本当だ！　キャラちゃんすごいね！　魔力通信網の開発者で、獣人族期待の新星だって！　商業連合の偉い人たちともお知り合いなんだね！」

　画面を覗のぞき込んだパオラが声を弾ませる。

　ところがキャラは「うげーっ……」と舌を出した。

「これ、偽情報じゃーん。このサイト自体、フェイクだねー……。ってことはー……」

　キャラはぶつぶつ言いながらＵＳＢメモリのような形状の器具をどこからともなく取り出し、チヨの晶機に接続させた。

　皆が見守る中、じーっと晶機の画面を見つめ続ける。数分後、小さな電子音が鳴った。キャラの猫耳がぺたんと伏せる。

「やっぱりー……。この晶機、ウイルスに感染してんじゃーん。こんなの使ってたら個人情報バンバン抜かれて偽ニュースばっかり掴つかまされるよー……」

「何のことでござるか？」

　チヨは犬耳をピクピク動かすばかりだ。

「この晶機、いつから使ってるのー？」

「アイマーロ伯はく爵しやくにお仕えすることになったとき、渡されたでござる！　魔力通信網にはこの世の真実が書いてあるから、何でも調べると良いと伯爵様は仰おつしやったでござる！　伯爵様は拙せつ者しやのような者にもお優しい立派な方でござる」

「あー、そのパターンかー……」

「アイマーロ伯爵が黒幕だな」

　常つね信のぶもすぐにピンと来た。初めから偏向した情報を与え続けることで相手を自分に都合の良いように洗脳する。その道具として晶機が利用されたのだ。

「何を言うでござるか、魔王皇帝！　全すべての情報は拙者が自分の意思で検索して調べたもの！　騙だまされてなどいないでござるよ！」

「おー、相手の思うつぼだねー。自分で見つけた情報って信じやすいからねー……」

「それが、あらかじめ用意されてあったものだとしてもな」

「陛下は魔力通信網のことになると鋭するどいことが多いよねー……」

　キャラがこちらを振り向く。「たまたまだ」とかわした。

「それでー……？　チヨは何しに来たのー？」

「そこの魔王皇帝を暗殺しに来たでござる！　でも、これは絶対誰にも言ってはならないと伯はく爵しやく様に念を押されたから秘密なのでござる！」

「おおーっ……」

　やる気なさそうにキャラが感嘆の声を上げる。ベアトリーチェの柳りゆう眉びが逆立った。

「アイマーロ伯爵を直ただちに捕らえさせましょう！　陛下のお命を狙ねらうだなんてっ」

「まあ、待て。どうして俺の命を狙うんだ？　他国ならともかく、国内で恨みを買うようなことはないと思うんだが……」

「そうだよ！　へーかはみんなを幸せにしてるんだよっ」

　口々に言われ、チヨが驚きよう愕がくに震える。

「どうなってるでござるか!?　拙せつ者しやの心の声が悉ことごとく筒抜けになってるでござる！」

「この子、本当に大丈夫か……？」

　もはや心配になるレベルでアホだ。

「伯爵は何で陛下を暗殺しろって言ったのー？」

　キャラの問いに黒犬尻尾しつぽがパタパタ揺れる。

「魔王皇帝が領民の生活を脅おびやかしているからでござる！　このままではミルト一帯は衰退して、みんな餓が死ししてしまうのでござる！　魔王皇帝許すまじ！」

「へーっ……。根拠はー？」

　全くやる気なさそうなのに、キャラは的確に質問を続けた。

「根拠はこの列車でござる！　こんなものが出来てしまったせいで街道での行き来が減って宿が潰つぶれ、宿場町が廃すたれてみんな野垂れ死ぬのでござる！」

「とんだ暴論ね」

　ベアトリーチェが吐き捨てる。

「鉄道が敷かれたからといって、街道の往来が減るとは限らないわ。むしろ流動が活発になって人が増えるでしょう。馬車での行商者はまだ大勢いるし、彼らとの棲すみ分けもできる。鉄道で移動してきた人たちが町に出れば宿泊客が減ることもないわよ」

「……あの妖精族は何語を喋しやべっているのでござるか？」

　チヨが首を傾かしげた。ベアトリーチェのこめかみが引きつる。

「まー、世の中、色んな見方があるからねー……」

　あまり興味なさそうにキャラが呟つぶやいた。常つね信のぶは首を捻ひねる。

「それにしても俺の暗殺とは唐突過ぎないか？　俺を殺したところで領民の生活が良くなる保証もないし」

「拙者ごときでは伯爵様の深い深いお考えは理解できないのでござる！　だから伯爵様のご命令に忠実に従うのみでござる！」

「ああ、そういうものだよな……。って、この子、普通に答えてるぞ」

「面倒だし、別にいいじゃーん……」

　キャラがパオラのおっぱいを揉もみながら言う。チヨは尻尾しつぽをピンと立て、常つね信のぶに鋭するどい眼光を向けた。

「さあ、魔王皇帝！　お覚悟でござる！　拙せつ者しや、暗殺を成功させて伯はく爵しやく様からお借りしているお金を返すのでござる！」

「お前、借金してるの!?」

　新たな事実に唖あ然ぜんとする。常信の言葉にチヨは項垂うなだれ、尻尾を股またの間に隠した。

「拙者、やりくりが下手で……。いつもお給金をすぐ使い切ってしまうのでござる……」

「すぐって、どのくらいで？」

「だいたい、十日ほどで……」

「おうふ……」

　アホの子で浪費家とは手がつけられない。

「何をそんなに買っているの？　シノビの暗殺道具かしら？」

　ベアトリーチェがあまり興味なさそうに尋ねた。チヨは首を振る。

「生活しているだけで、足りなくなってしまうでござる……」

「そんなわけないでしょう。……あなた、お給金はいくら貰もらっているの？」

「月々三万オーロも貰ってるでござる！」

　チヨが自慢するような顔になった。

　しかし、パオラを除く全員が愕がく然ぜんとする。ベアトリーチェが声を上げた。

「たった三万っ？　三十万の間違いではなくてっ？　いえ、あなたたちのような特殊な職能集団は月三百万もらっていても不思議ではないわよ」

「三十万なんて一年分に近いでござるよ！　拙者、そんな大金とても、とても！」

「先程の動きから相当な手て練だれとお見受けしたが、いまだ修行中の身なのか？」

　ロザリンドが神妙な顔つきで尋ねる。それにもチヨは頭を振った。

「先代より免許皆伝してるでござる！　だから伯爵様に雇っていただけたのでござる！」

「だったら、城で生活しているのだろう？　食事や部屋は無料なのでは？」

「伯爵様のありがたい計らいで、部屋代は月二万にしてもらってるでござる！　食事は自炊してるでござるよ」

「外道！　アイマーロの奴、とんだ外道じゃないか！　そんなの生活費だけでも足りなくなるに決まってる！」

　常信が叫ぶと、チヨが噛かみついてきた。

「伯爵様の悪口は許さないでござる！」

「うわ……騙だまされてるよ、この子……」

　だんだんアホの子が不ふ憫びんに思えてくる。「ぐるるるる……」と威い嚇かくする彼女を諭さとした。

「チヨ。不当に低い報酬しか払わない奴やつに恩を感じることはないんだよ。君の腕なら引く手数多あまただろうし、今すぐ伯はく爵しやくの下を離れた方が良い」

「魔王皇帝の口車には乗らないでござる！　そうやって拙せつ者しやを騙だます気でござるなっ」

「あー……。これは、どうしたら良いんだ……」

　思い悩む常つね信のぶに、キャラが「あれー……？」と小首を傾かしげる。

「チヨって蓬ほう莱らい国出身なんでしょー……。何で蓬莱国に帰らないのー？」

　その疑問にチヨは目を丸くした。

「蓬莱国はとうの昔に滅んでござるっ。キャラ様ともあろう御方が、何を仰せにっ？」

「だからー……こないだマサトって人が再建したじゃん。すんごく小さな国だけど、一応、残ってるでしょー？」

「ああ。そういえばマサトの国はそのままだったな。妹さん元気になったのかな？」

　およそ一年前の話だ。懐かしさを感じてしみじみ頷うなずく。ところがチヨはぽかんと口を開けていた。

「マサト様……マサト・ホウライ殿下でござるか!?　蓬莱国が再建したなど、初耳でござる！　魔力通信網にも、そんな情報載ってなかったでござるよ！」

「いや、それは君の晶機コムニカが情報操作されてる物だったからだよ。東部の十四カ国で連合軍を組織して帝国に攻め入ったりしてたんだぞ」

「そ、そんなの初耳でござる！　さてはまた拙者を騙そうとしておるでござるな！」

　下着姿の犬耳犬尻尾しつぽ少女が縛られたまま跳びはねて抗議する。

「信じないのであれば、それでよろしいでありませんか、陛下」

　ベアトリーチェが冷たく言い放った。それから意味深長な流し目をこちらに向ける。

「マサトの持っているアレは厄介ですわ。もし、そこの獣人の手に渡ってしまっては、陛下のお命が危うくなるかと……」

　チヨの犬耳がピンと立った。

「……ビーチェ、静かにしていろ」

　彼女の意図に気づき、わざと強い口調で制する。犬耳がピクピク動いた。

「あー……確かにねー……。危ない、危ない。東部にある蓬莱国に行かれてたら、陛下の暗殺が成功しちゃうところだったねー……」

　キャラも話に乗ってくる。パオラが「はわわわ」と心配そうにこちらを見上げた。

「そうだったの!?　へーか、マサトさんに勝ったんじゃなかったの!?」

　純真な瞳ひとみが胸に刺さる。「パオラ」とだけ言い、優しく抱きしめて銀髪を撫なでた。

「とにかく、アイマーロ伯爵を反逆罪で捕らえることに致しましょう。この娘は大切な人ひと質じちですので、近衛このえ兵に監視させてどこかの部屋に閉じ込めておけばよいかと」

　ベアトリーチェが優雅に一礼するので、常信は「そうだな」と頷いた。





第三章　本当の悪者は表に出て来ないとかそういう話（面倒くさい）







　近衛このえ兵にチヨの身柄を預け、連れて行かせた。

　それからパオラとキャラを先に夕食へと送り出す。ヒルデガルトが護衛に続き、クオーレが「私も食べるわ」と展望室を出ていった。

　残ったのは常つね信のぶとベアトリーチェ、ロザリンド、そしてマリアンヌ。

　すでに日が暮れており、窓の外は暗い。ガラスに映る自分の顔を見て、ハアとため息を吐ついた。

「国内にも、まだまだ改善しないといけない問題が山積みみたいだな」

「ただちに帝都へ連絡を入れ、アイマーロ伯を捕らえさせます」

　ベアトリーチェが晶機コムニカを取り出した。

「う～ん……。そんなことしてもトカゲの尻尾しつぽを切られちゃうと思うな～」

　そこにマリアンヌがゆったり口を挟む。彼女は「うふふ～」と微笑ほほえんだ。

「良い情報もらっちゃったし、私からも情報を出さないと不公平よね～」

「話してくれるのなら、ありがたく聞こう」

「あのね、皇帝さん。アイマーロ伯はく爵しやくさんはバンデッド商会とべったりなのよ～」

「バンデッド……聞き覚えのある名前だな」

「当然ですわ。バンデッド商会はナヴィガシー、グルンニルと並ぶ三大商業連合の一つですから。特にバンデッド商会は大陸西部に強い影響力を持っていますわね」

　ベアトリーチェが含みのある目でマリアンヌを見る。

「うふふ～。ブリムレックもバンデッド商会に随分と出資してもらってるわね～。うちはまだ国としてつき合ってるから立場が上だけど、帝国内の貴族だと、下手すると立場が逆転することもあるんじゃないかしら～」

「イグドラルも、グルンニル商会が取り引きをほぼ独占しています。父が平気で借金をするので王国の財政は火の車で……」

　ロザリンドが恥ずかしそうに口にした。

　常信は「ふうむ」と唸うなる。

「まさか、今回の俺の暗殺騒動。裏にバンデッド商会がいると？」

「少し違うわね～」

　マリアンヌの目が細められた。

「本気で暗殺を企くわだてたのなら、あんな子一人を送り込んだりしないわよ～」

「私もそう考えます。となると……警告？」

　ベアトリーチェの眉み間けんに皺しわが寄る。

「さすが宰さい相しよう補ほさ～ん。きっとアイマーロ伯はく爵しやくさんは手て駒ごまの一つね～」

「背後で命令を下した者を見つけ出さないといけないということね」

「マリアンヌ、君は何を調べているんだ？　チヨから何を聞き出したかった？」

「うふふ～。それなのよ、皇帝さん」

　彼女がにっこり微笑ほほえむ。

「ねえ、皇帝さんは知ってるわよね～？　三大商業連合の真実」

「真実？」

　突然のことに面食らう。マリアンヌの笑みが深くなった。

「グルンニル、ナヴィガシー、バンデッド。この三大商業連合が大陸経済のほぼ全すべてを担っていると言っても良いんだけど～」

　一度、言葉を区切り、囁ささやくように言う。

「三つとも～、ある一つの家が支配してるのよね～」

「あー……都市伝説一家かよ……」

　常つね信のぶは項垂うなだれた。ベアトリーチェが口を開く。

「噂うわさには、聞いたことがあります。大陸のほぼ全土を手中に収め、その権勢は帝国の大貴族にも匹敵する伝説の一族。確か、ヴェイルジェンドン家」

「さすがエルフさん。知識量は抜群ね～」

　マリアンヌが嬉うれしそうに頷うなずいた。

「けれど、あくまで噂の範はん疇ちゆうを出ない存在よ。まさか、実在すると思っているの？」

「私も少し前まで信じてなかったんだけどね～。尻尾しつぽのほんの先っぽだけ、掴つかめたみたいなのよ～」

「尻尾の、先っぽ？」

「あのね～。この前、皇帝さんの正妻総選挙があったでしょ～」

「ああ、あったな」

「あれで商業連合が票買いをやってたの、覚えてる？」

「忘れられるわけがない……」

　常信はあのときの騒動を思い出し、うんざりと顔を顰しかめた。

「あのとき、主に私の票を集めていたのがバンデッド商会で、マライカの票を集めていたのがナヴィガシー商会なの。ちなみにグルンニル商会はロザリンドを推してたみたいだけど、そこまで表立って票買いをしていなかったわね～」

「そ、そうだったのか!?　全く気づいていなかった……」

　ロザリンドの顔が青くなる。

「イグドラル票が全く見込めないって早い段階で分かっちゃったものね～。それでね、皇帝さんが途中でルールを追加して、全部ひっくり返したでしょ～」

「あまりに不正だらけだったから正しただけだぞ」

「それはもちろん良いのよ～。ただ～、それでバンデッドもナヴィガシーも大損しちゃったのよね～。投機に失敗したって感じかしらね」

「票買いを投機と言われたくはないけれど、まあ、そうなるな」

「それでヴェイルジェンドン家の当主が動いたみたいなのよ～。二つの商会はもちろん、グルンニル商会の会長も呼び出して事情を聞いたようなのよね～」

「ちょっと曖あい昧まいな話になってきたな」

　常つね信のぶはあえて口を挟んだ。

「そうなのよね～。そこが辛つらいところなの～……」

　しかしマリアンヌは気分を害した様子もなく頬ほおに手を当てる。

「リンちゃんは目立つから、隠密行動に向いてないのよね～。竜の超知覚があれば会話の内容も少しは聞き取れたと思うんだけど、姿を確認するだけでやっとだったみたい」

「実際に集まっているところを、あの竜が見たと言うのっ？」

　ベアトリーチェが目を見開いた。

「そうよ～。でも、ヴェイルジェンドン家の人たちはみんな仮面で顔を隠してたんですって～。用心深いわよね～。さすが伝説の一族よね～」

「感心している場合ではないわ。もしヴェイルジェンドン家が実在するのだとしたら、大陸の経済は彼らに握られているに等しいっ……」

　常信は頭を抱える。

「まさかパオラたちが話題にしていた『世界の脅威』が本当に関わってくるだなんて……。もっと穏やかな外遊を期待していたのに」

「もし、あの獣人シノビが彼らからの警告だったのなら……。恐らく『大人しくしていろ』ということなのでしょうね」

　ベアトリーチェが気遣わしげに寄り添ってきた。

「陛下はこれまで多くの改革を為なしてまいりました。それによりヴェイルジェンドン家も大きく潤ったはずですわ。けれど、外遊は彼らの思惑に反しているのでしょう」

「……世界が平和であるより、あっちこっちで戦争していた方が商人は儲もうかる。そのくらいは俺でも分かるよ。うんざりするなぁ」

　腕を組み、唸うなってしまう。

「私もね～、ちょっとブリムレック国内の事情でバンデッド商会を調べないといけなくって、それでヴェイルジェンドン家のことを知っちゃったんだけど～。何だか雲を掴つかむような話だから、なるだけ生の情報が欲しかったの～」

「それで獣人シノビを欲したのね」

「でも～、あの子は何も知らなそうだったから、もういいわ～」

　残念そうにマリアンヌが肩をすくめる。確かにチヨを尋問したところでヴェイルジェンドン家の情報など全く手に入らないだろう。

「それにしても、とんでもない一族だな……。いつから存在しているんだろう……」

「三大商業連合のうち、最も古いグルンニルが一二〇年ほど前に設立されておりますので、少なくともその頃にはすでに」

「一二〇年前……。相当、根深い存在みたいだな」

「そんなに長いこと裏で活動してたのに、正妻総選挙の件でほんの少しでも表に顔を出したってことは、それだけ皇帝さんの動きに敏感になってるってことよね～」

「陛下は帝国の大改革を為なされた御方ですから、注目するのは当然です」

　常つね信のぶは何な故ぜだか嫌な予感がした。

「さてと～、私の用事は終わったから、そろそろ帰るわね～」

「そういえば、さっきブリムレック国内の事情でバンデッド商会を調べていると言っていたが、何か手伝えることはあるか？」

　軽い気持ちで聞いたのだが、その言葉にマリアンヌの動きが止まる。

「…………」

　思いも寄らぬことを言われた。そんな目でこちらを見つめる。

「陛下。そのようなことを軽々しく口にしないで下さい」

　ベアトリーチェに諫いさめられてしまった。マリアンヌがどこか安あん堵どした様子で微笑ほほえむ。

「うふふ～。お気持ちだけいただいておくわ～。それじゃあね～♪」

　ひらひら手を振って展望車を出ていく。ロザリンドが「外までつき合おう」と一緒に出ていった。

「陛下のお優しさは美徳ですけれど、もう少し相手をお選びになるべきですわ」

　少し口を尖とがらせ、ベアトリーチェがそんなことを言う。

「ブリムレックとも仲良くしていきたいから。それだけのことだよ」

　冷や汗をかきつつ言い訳した。ふとベアトリーチェが窓の外に目をやる。

「陛下、動いたようです」

「ん？」

　窓の一部がモニターに変わった。真っ暗な平原をひた走る列車の屋根に小柄な少女の姿がある。チヨだ。黒ずくめのシノビ装しよう束ぞくを取り戻したらしく、目を凝らしてもなかなか見つけられないくらい闇やみに溶け込んでいる。

『ふっふっふ。まんまと脱出したでござる！　敵の晶機コムニカも奪ってやったから、これで蓬ほう莱らい国までの道もばっちりでござるよ！　マサト殿下にお会いして、魔王皇帝を討ち果たす切り札を貸していただくでござる！』

　ドローンの集音マイクが彼女の声を拾った。

『魔王皇帝、首を洗って待っていろでござるぅっ！』

　チヨは高速で直進する列車から何の躊躇ためらいもなく飛び降りる。あっという間に姿が見えなくなった。

「本当に、とんでもない身体能力だ……。あれでアホの子じゃなければ、ウチに引き入れたんだけどなあ……」

「愚かでなければ、アイマーロ伯の下でなど働いてはいないでしょう」

「それもそうか。マサトなら彼女の洗脳も解いてくれるだろう。あいつ天才だから、俺たちの思いも寄らない手を考えつきそうだし」

「陛下ーっ！　俺、やっちまいましたーっ！」

　扉を弾はじき飛ばしてジルベルトが飛び込んできた。常つね信のぶの側そばで土下座する。

「せっかく捕らえた賊ぞくを逃がしてしまいましたぁっ！　申し訳ございませぇん！」

「ああ、うん。分かってる。わざと逃がしたんだから気にするな」

　両耳を塞ふさいだまま常信は答えた。ポカンとする近衞このえ隊隊長は放ほうっておき、ベアトリーチェに手を差し出す。

「夕食にしよう、ビーチェ」

「はい、陛下」
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「まともな考察してるサイトはないのかよ！」

　常つね信のぶは思わず叫んでしまった。

　夕食後、執務用の部屋で雑事をこなしつつ都市伝説のような一族について晶機コムニカで検索したのだ。幾いくつか見つかったサイトに記されていたのは随分と胡う散さん臭くさい内容のものばかりで、伝聞や推測も多いので今ひとつ信憑性がない。

「……これはアレだな。異世界にやって来て最初は主人公が無双しまくって楽勝なんだけど、中盤から実はもっと恐ろしい存在が暗躍していたのだった。どうする主人公!?って感じで引っ張る展開だな」

　机に突っ伏してぼやく。凡人の自分には荷が重いと感じた。

「ちょっと皇帝！　いつまで待たせるつもりよっ」

　いきなり乱暴にドアを押し開け、クオーレがずかずかと部屋に入ってきた。目の前に立ち、腰に手を当てて見下ろしてくる。

「待たせるって、別に約束なんてしてなかっただろ」

「約束してなくても、私の気持ちを推し量って行動するのが夫の務めなのよ！」

「慈愛の女神とは思えない発言だな……」

「いいから早く寝室に来なさいよ！」

　腕を掴つかみ、引っ張ってきた。仕方なく立ち上がりながら車窓に目をやる。外は真っ暗で明かりを反射したガラスに自分とクオーレの姿が映っていた。

「クオーレ様。宅配、到着」

　そこに真っ白な少女が映る。「えっ？」と振り向くといつの間にかユーリが立っていた。雪のように白い肌と白金の髪。純白の衣服に白の帽子を被かぶっている。帽子には「大倉庫」と書かれてあった。小さな箱をクオーレに差し出す。

「ちょうどいいところに来たわね、ユーリ。これ、例の物よね？」

　受け取りの署名をしながら慈愛の女神がにんまりと何か企んでいる顔になった。ユーリは無表情に親指を立てる。

「ふっふっふ。皇帝、あんたは今夜、私に敗北を喫きつするのよ！」

　箱を小脇に抱え、クオーレが肩に掛かった水色の髪をさらりと払う。車内の照明を受けて艶つややかな髪が虹色に輝いた。

「……何を持ってこさせたんだ？」

「それは今から見せてあげるわ！　『大倉庫』で頼んで届けさせたの。やっぱりスーパープレミアム便が一番速くて確実よね」

「瞬時にお届け」

　無表情で言うと、ユーリはチラシを一部、常つね信のぶに手渡す。訝いぶかしみながらも受け取り、文面に目を落とした。
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「何だ、この特殊すぎるサービスは……」

　ユーリを凝視する。彼女の隣でフフンとクオーレが鼻高々に答えた。

「凄すごいでしょう、皇帝！　私とあんただけの特別なサービスよ。これでどんなときでも、どこにいても、必要な物をユーリが瞬時に届けてくれるのっ」

「いやいやいや！　いくら侍女だからってユーリをこんなことに使うなよっ。一国の姫なんだぞ！　お前の大切な信者なんだろっ？」

「だからこそよ！　こんな大切なことユーリにしか頼めないでしょ。それに『大倉庫』の儲もうけにもなるんだし、一石二鳥だわ」

「ああ、そうだ……。その『大倉庫』ってのも何なんだよ？」

　常つね信のぶはチラシにもう一度目を通す。雰囲気としては会社名のようだが。

「あーっ！　ユーリちゃんもいる！」

　嬉うれしそうな声とともにパオラが入ってきた。眠そうなキャラを引き連れている。「ユーリちゃんも一緒に旅するの？」と尋ねる彼女にユーリは淡々と「大倉庫、仕事」と答えた。

「そっかー。ユーリちゃん頑張ってるんだね」

　うんうんと頷くパオラを見て常信は驚く。

「パオラは『大倉庫』が何なのか知ってるのか？」

「うん！　キャラちゃんが作ったんだよ！　すごいんだよ！」

「キャラが!?」

　猫耳娘を見ると、彼女は「あー、そうだっけー……」とどうでもよさそうに返した。

「『大倉庫』は私が最初に考えついたのよ！」

　クオーレが胸を張ってふんぞり返る。

「ユーリの力を使えば、どんなところでも一瞬で物を運べるでしょ。もちろん制限はあるんだけど、大抵の物はいけるから、アートマと帝国を行き来してもらってたのよ。それで、こういうサービスがあれば私の信者が助かるんじゃないかって思ったのよね」

「クオーレ様、発想、引きこもり」

「ちょっとユーリ！　それってどういう意味よっ？」

「偉大な女神様、無む闇やみに動かない。尊い」

「そうでしょう、そうでしょう。私は信者に崇あがめられる存在だから、下手に動き回らないでどっしり構えてないといけないの！」

　上う手まいこと言いくるめられているとしか思えないが、それはそれとして常信にはようやく「大倉庫」が何なのか理解できた。

「つまり、アマ○ンみたいなものか……」

「何か言った？」

　慈愛の女神が首を傾かしげる。「ああ、いや」と手を振り、「それで？」と続きを促した。

「私の素晴らしい思いつきを実現させる栄誉を、キャラに与えてあげたの。そして誕生したのが『大倉庫』よ！」

「お祖じ父いちゃんに頼んで、国庫からもお金を出してもらったんだよ。帝都内なら一日以内で配送できるようになってるんだ。これからどんどん大きくなっていく超有望企業なんだよ！　すごいんだよ！」

　パオラが笑顔を弾はじけさせる。

「いつの間にそんなことを……」

　常つね信のぶは呆ぼう然ぜんとチラシを見下ろした。この世界は部分的に時代をすっ飛ばし過ぎではなかろうか。

「『大倉庫』で買い物をしたら、買った物の評価を書き込めるのよ。これで買い物をするときの目安にできるのよね！　おかげで今回も助かったわ！」

　箱を開けながらクオーレが言った。覗のぞき込もうとすると「まだダメよ！」と部屋から出ていってしまう。ユーリが「少々、待機」と扉の前に立った。

「いや、寝室に行くんじゃなかったのか？」

「クオーレ様の本気、炸さく裂れつ」

　淡々と言われてしまい、何となく待つ流れになってしまった。

　少しして、バンと扉が開かれる。

「待たせたわね、皇帝！　これが私の用意した切り札よ！」

　自信に満ち溢あふれた顔でクオーレが目の前に立った。

　いきなり着ていたワンピースの裾を掴つかみ、勢い良く脱ぎ払う。

「何ぃぃぃっ!?」

　純白の服の下から現れたもの。それは──

　とても際どい下着だった。

　色々と透けて見えそうなほど薄く繊細に縫い上げられた、非常に面積の小さいオフホワイトのパンツ。そして紐にしか見えない同色のブラジャー。

　それを堂々と見せつけ、クオーレはドヤ顔になった。

「どう、皇帝？　最も美しい姿は全裸だけど、あんたが一番興奮するのはこういう格好なんでしょ？　だから、あえて下着を着てあげたわよっ。感謝しなさいよね！」

「ええと……。俺が一番興奮する格好って、どこ情報なんだ……？」

「そんなの『大倉庫』の評価に決まってるじゃない！」

　クオーレが横に手を出すと、ユーリが素早く手の平に晶機コムニカを載せる。指を走らせて、とある画面をこちらに見せてきた。

「あんたを倒すために『勝負下着』で検索したのよ！　そうしたら、これが出てきたの！　評価だってばっちりなんだから！」
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「何か色々と間違ってる！」

　常つね信のぶは叫んでしまった。

「色々と間違ったあげく、元通りの位置に着地してるクオーレ様もすごいけど！　あと、魔王いたんだ!?　この大陸に魔王いたんだ!?　俺、全然知らなかったよ？　こいつ倒さなくて大丈夫!?　魔王討伐が売れないバンド活動みたいな扱いになってるけど！」

「ちょっと皇帝！　そんなことより早く鬼畜破は廉れん恥ち外道の本性をさらけ出して私に襲い掛かりなさいよ！　あ！　か、勘違いしないでよねっ。別に襲って欲しいなんてこれっぽっちも思ってないんだから！」

　クオーレが薄い胸を隠して恥じらってみせる。

「陛下！　そろそろご寝所に……あああ!?　クオーレ様、抜け駆けはずるいワン！」

「どうしたヒルデ!?　ああっ！　私たちより際どい格好をっ……くっ……！」

　今度はヒルデガルトとロザリンドが飛び込んできた。二人とも、何な故ぜか下着姿に犬耳をつけている。悔しそうに「ワン！」「ワン！」とクオーレに吠ほえかかった。

「もう、普通に寝かせてくれ……」

　常信はその場にへたり込んだ。




　三日後、列車はグロリア帝国西部最大都市アースティに到着した。

「皇帝陛下、ご機嫌麗しゅう！　遠路はるばる、ようこそお出いで下さいました!!」

　列車から降り立つなり、西部の最有力貴族であるポッツォーリ家の当主、ジャコッポ・ポッツォーリ公こう爵しやくに出迎えられた。妙に馴なれ馴れしい彼に先導されて式典会場へと移動し、思いの外ほかあっけなく鉄道開設記念式典を終える。

　夜は歓迎の宴うたげに出席して西部貴族たちから次々に挨あい拶さつされ、くたくたになった常信は皇帝のために用意された邸宅に入ると、居間のソファにひっくり返った。

「へーかは、お疲れですね」

　宴の間、眠たそうにしているキャラを連れ回して料理を美お味いしそうに食べていたパオラが側そばにやって来る。常信の上着のボタンを外し始めた。

「ああ、自分でやるから……」

「へーかのお着替えを手伝うのも一番嫁の務めなんだよっ」

「それ、どこ情報……？」

　自然とまぶたが閉じていく。「へーか、お休みならちゃんとベッドに入って下さい」と幼子を叱しかるような声がした。

「ああ、うん……。そうだね……」

　そう答えて二人で寝室に向かう。思っていた以上に疲れがたまっていたらしく、ベッドに倒れるなり泥のように眠った。





第四章　老婆心（鬱うつ陶とうしい）はエルフにも適用されますか？







　草木の香りに目を覚ます。

　朝の日差しに目を細めた。軽く伸びをする。

「あれ……？」

　常つね信のぶは周囲を見回した。

　見覚えがない、と言えばアースティの邸宅もそうなのだが、昨夜とはあまりに雰囲気が違い過ぎる。初めは屋外かと思ったのだが、よく見ると木々の隙すき間まを無数の蔦つたが埋め、天井は生い茂る枝葉によって塞ふさがれていた。

　床はきれいに磨かれた木の板で、眠っていたベッドも簡素ながら重厚感のある木製。布団は帝国でもよく見る一般的なマットレスやシーツ、羽布団だ。

　朝日は窓から差し込んでおり、その窓にはガラスが嵌はめ込まれていない。ただ、何か違和感を覚えて指で触れてみると不可視の壁があった。魔法で作られた透明の障壁である。

「ここは、どこだ……？」

　まだ少しぼんやりとした頭で呟つぶやく。ベッドを降りようとして靴がないのに気づいた。裸足のまま床に立ち、自分の服装を確認する。いつもの寝間着だ。

「パオラ！」

　試しに呼んでみる。しかし返事はなかった。狭い室内に自分一人だけだというのは分かっていたけれど、改めて一人になったのだと感じる。

　身震いをして常信は出口を探した。それはすぐに見つかる。木の扉が蔦の間に埋め込まれていた。取っ手に手を掛け、一度、深呼吸をする。

「よし」

　気合いを入れて取っ手を回した。そっと内側に引き開ける。隙間から外の様子を窺うかがった。木こ漏もれ日に包まれた、穏やかな森林風景が目に飛び込んでくる。

「おおおっ」

　つい扉を大きく開いて外に出てしまった。左右に延びた廊下の向かいにある手すりに掴つかまり、常信は緑豊かな景色を眺めた。どうやらここは三階ほどの高さがあるらしく、木々に囲まれた広場の様子がつぶさに見渡せる。

　広場には数十人ほどの人々がいた。姿形はまちまちだ。細身の長身で耳の長い者もいれば、小柄で太った気難しそうな者もいる。背に昆虫のような羽を生やし、辺りを飛び回っている者。隅の方に群れてヒソヒソ話をしているローブ姿の者たち。全身が半透明で、穏やかにたゆたっている者等々。

　そして中央付近には、子どもの身長と同じくらいの幼い竜の姿があった。およそ二十頭の竜が人々の間を駆け回っている。甲高い声で楽しそうに鳴いた。

　周りの人々は竜の相手をしたり全く興味を示さなかったりとバラバラのようだが、それなりにまとまっているようにも見える。楽しげな笑い声も聞こえてきた。

「…………ここは、もしかして」

　常つね信のぶは唸うなる。

「妖精たちの棲すまう地。人の子らは妖精族不可侵領域と呼んでおるな」

　突然、すぐ側で話しかけられ、跳び上がった。焦って振り向く。相手は「失礼した」と軽く頭を下げた。

　言葉を失う。

　目の前に立っていたのは、神秘的な美しさを持つ女性だった。つり上がった目と細長い耳がエルフを思わせるが、腰の辺りには蝶ちようのような羽が生えており、背丈はゆうに二メートルを超える。彼女はこちらを見下ろし、穏やかに微笑ほほえんだ。

「人の子と接するときは、前もって物音をさせるのが礼儀であったな。あまり、こういう機会がないもので、つい忘れてしまう。非礼を詫わびよう」

　威厳に満ちた物言いであるのに不思議と威圧感はなく、むしろ耳に心地よい。「いえ」と返してから、常信は彼女に尋ねた。

「ひょっとして、あなたはここの、王、なのか？」
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「その通りだ、人の子の王よ。ああ、『皇帝』というのであったかな。妾わらわは妖精族の長おさ。皆からは女王ファティナと呼ばれておる」

「俺は、グロリア帝国皇帝、アルフォンソ──」

「それは偽りであろう」

　自己紹介を遮さえぎられ、常つね信のぶは息を呑のむ。かろうじて「何のことだ？」と口にした。

「すまぬ。ここでは誰の耳があるやもしれんな。妾の部屋に参ろう」

　そう告げるなり、妖精の女王は右腕を大きく拡ひろげる。常信の体を抱き寄せた。

「えっ？」

　と声を洩もらしたときには周りの風景が一変している。

　そこは、強いて言うならばシャボン玉の中のような空間だった。

　足元には床の感触が確かにあるのだが、床自体は全く見えない。上下左右、どこを見ても虹色のゆらめきがあるばかりで、とりあえず手を伸ばした範囲に壁はなかった。

「ここは妾だけの部屋だ。如い何かなる者の干渉も受けはせぬ。ゆるりと寛くつろがれよ」

　妖精の女王は目に見えない椅い子すに座っている。目の前に水晶球が浮いているが、恐らく目に見えない机に乗っているのだろう。彼女はそれに指先を這はわせた。「むう」と唸うなる。

「まるで伸びておらぬ。難しいものだのう」

「何のことだ？」
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　常つね信のぶは水晶球を覗のぞき込んで唖あ然ぜんとした。

「これ、あなたのブログなのか……？」

「人の子らの間で流は行やっておると聞いてのう。やり方を教わって妾わらわも始めてみたのだが、来訪者がまるで増えぬ。一体、何が問題なのかのう？」

「さ、さあ……。俺にはちょっと……」

　妖精族の女王がブログをやっている事実をすぐには受け止めきれず、乾いた愛想笑いで誤魔化してしまう。「そうであるか」とファティナは息を吐いた。

「もし良ければ、そなたも妾のブログを観みに来てくれ。メールフォームもあるから感想も大歓迎だぞ。『女王ファティナのまろやか千年王国生活』で検索すれば一発だ」

「あ、ああ……。時間があるとき是非、覗かせてもらうよ」

「約束じゃぞっ。もっと閲覧数を伸ばしたいのだ」

　俗世と隔絶した神秘性をもつ美女に、ものすごく俗っぽい頼み事をされる。

「さて、そなたも座ると良い。急な招きですまなかったな」

　彼女が指し示したところに籐とう製の椅い子すが現れた。

「俺をここに連れてきたのは、あなたなんだよな」

　腰を下ろしながら尋ねる。

「左様。そなたに興味があってな。近くに来ていると知り、良い機会だと思ったのだ」

「それで、寝ている間に連れ去るって……。正式な使者を派遣してくれれば喜んで招きに応じたぞ」

「それでは、つまらぬ」

　妖精の女王が含み笑いを見せた。

「一晩のうちに、そなたが寝室から忽こつ然ぜんと姿を消した。今頃、人の子らは上を下への大騒ぎであろうなあ」

「随分とイタズラ好きなんだな……」

　コロコロとファティナが笑う。「安心せよ」と続けた。

「迎えはすぐにやって来るであろう。ほれ、ジュースでもどうだ？」

　目の前に切り株型のローテーブルが現れる。細いグラスに緑色の液体が入っていた。青汁のような色合いだが、仄ほのかに柑かん橘きつ系の香りがする。一口含んでみると、爽さわやかな酸味と程よい甘さが絶妙で一気に飲み干してしまった。「美う味まい」と呟つぶやく。

「そうか。口に合って何よりだ」

　嬉うれしそうにこちらを見つめている妖精の女王に話を促した。

「それで、俺に興味があると言っていたが……」

「うむ。そなた、異界の匂においがするのう」

　眉み間けんに皺しわが寄る。常信は居住まいを正した。

「どうして気づいた？」

　真剣な目で尋ねると、ファティナは何でもないことのように返した。

「妾わらわになら容易たやすいこと。理由も概ね理解できる。アレサンドロの血筋も危ういことになっておるのう」

　アレサンドロという名前には聞き覚えがあった。確かパオラの父親、つまり先代皇帝の名だが、彼はアレサンドロⅢ世だったので、ひょっとするとファティナはⅠ世のことを言っているのかもしれない。

「妾も驚いたのだ。あのビーチェが大層、執心しているという人の子がどのような者か見てやろうという程の軽い気持ちであったのだが、呼び寄せてみれば異界の者ではないか。思わず、そなたの名乗りを妨げてしまった」

「それで、急いでこの部屋に転移したのか……」

「妾に真名を名乗る必要はない。それどころか、誰にも決して名乗ってはならぬ」

「ああ……。それは承知している……」

　パオラの父親と兄の命を奪った「呪のろい」のことを思う。常つね信のぶの返事に妖精女王は「ほう」と感心したように頷うなずいた。

「人の子にしては物わかりが良いな。そなたたちは真名を軽々しく他者に教え、日常的に呼び合っておると聞くが」

「……あなたたちは違うのか？　先程、ファティナと名乗ったじゃないか」

「あれは『通り名』だ。妾たち妖精が真名を他者に教えることなど滅多にない。真名を知られることは命を握られるに等しいことだからのう」

「そんなに重要なものだったのかっ？　でも、それじゃあ……」

　ベアトリーチェも実は通り名なのだろうか。そんな疑問を見透かすようにファティナが口を開いた。

「ビーチェもまた、通り名だ。ロレンソも然り。エヴァンジェリスティという家名に至っては、人の子らとつき合うために作り上げた仮の家名に過ぎぬ」

「そうだったのか。確かにエヴァンジェリスティって家名は妙に浮いてる気がしていたんだ。作り物っぽいっていうか、造語っぽいっていうか」

　感心する常信を見て、妖精の女王はさらに続けた。

「真名は妖精が生まれたとき、耳元でそっと囁ささやかれる。親であっても知ることはない己自身を表す名だ。それを教えるというのは絶対の忠誠、無二の信頼、そして永遠の愛を献ささげることに他ならぬ。そう胸に刻んでおけ」

「ああ。勉強になったよ」

　常信は神妙に頷く。

「さて、そのビーチェについてだが……」

　ファティナが少し声の調子を変えた。それまでのイタズラ心が混じった威厳ある声音から、孫を心配する祖母のような雰囲気になる。

「あの子は、不ふ憫びんな子なのだっ」

　どこから取り出したのか、ハンカチを目元に当てて語り出した。

「あの子には年の離れた弟がおった。幼いうちに病で大地に還かえったが……」

　それは以前、少しだけ聞いた覚えがある。確かロザリンドを捕らえたとき、牢ろう獄ごくでベアトリーチェ自身が口にしていた。

「肺の病だったとか……。エルフも病気になるんだと、少し意外だったな……」

「人の子らとは違うところもあるが、妾わらわたちとて神ではない」

　妖精女王はどこか遠くに目をやる。

「弟を失ったビーチェの悲しみようは、見ている者もいたたまれなくなるほどでのう。何とか慰めてやろうと頻繁に話を聞いてやっていたのだが、あるとき、あの子にこう聞かれたのだ。どうしてこの地はずっと変わらないままなのかと」

「妖精族の世界に変化がないということか？　でも、さっきブログを……」

「あれは妾が最近、始めてみたことに過ぎぬ。妖精族は人の子らより遥かに長命な者が多い故ゆえ、あまり変化したがらぬのだ。そのことに疑問をぶつけてきおった」

　ファティナが椅い子すから立ち上がり、全く足音をさせずに近づいてきた。

「この地の外では人の子らが変化の荒波に揉もまれながら生き抜いている。彼らは短命で浅慮だが、変化に対応し、ときに自ら変化し、妾たちとは比べものにならない速さで進化している。それに対し、妖精の世界は何も変わっていない。百年前、一千年前から今日まで全く同じことの繰り返し。この先、百年後、一千年後も変わらないのではないか。あの子は妾にそう言ったのだ」

「その頃から、容赦なくものを言う性格だったんだな……」

「素質はあったのだろう。だが、そのときの感情の爆発とでも言うべき発言が、その後のあの子を形作ったのだ。妖精たちもこの地に閉じこもっていないで、新たな世界を切り拓いていくべきだ。そう主張し、積極的に外の世界について調べ始めた」

「妖精たちと帝国は、その頃、どういう関係だったんだ？」

「まさにアレサンドロが己の領土を拡大させておる折であった。彼の使者に対し、当初、妾たちは閉鎖的で非協力的であったことは間違いない。ところがビーチェが声を上げた。人の子らと同盟を結ぶべきだと。あの子と志を同じくする若い世代もおってのう。渋る各種族の長老たちを説き伏せて人の子らとの間に友好関係を結びおった」

「……ビーチェが妖精族と帝国の橋渡しに一役買っていただなんて」

「あの子が中心になって旗を振ったのは間違いない。妾もそれを承認した。そして、あの子の父親であるロレンソに人の子らとの交渉役を任せたのだ」

「ロレンソが保守的な態度だったのは、そのせいか……」

「あれはエルフの純血統を絶やさぬことにやっきになっておる。ビーチェにも血統の善し悪あしだけで許嫁いいなずけを決めようとして幾度もケンカをしておるよ」

「うわあ……」

　容易に想像できる光景だった。

「人の子らと交流するようになって、幾人もの若い世代がこの地を出た。その前から出ていく者は幾いくらかおったが、急に増えたのだ。ビーチェも落ち着くどころかロレンソとともに外へ出ると言って聞かなくてのう。ところが、少しして帰ってきた」

「えっ……？」

「帰ってきてくれて、妾わらわとしては安あん堵どしたのだ。きっと外の世界が理想郷ではないことを思い知ったのだろうと。ところが、あの子は妾にこう言った」

　ファティナが愛いとおしそうに微笑ほほえむ。

「『女王陛下！　私、世界一の美女になって、世界一の殿方と結婚致します』。妾にそう、はっきり言いおった。そのための準備をしに一いつ旦たん、この地に戻ってきただけだと。どうやら、あの頃のビーチェの容姿は人の子らに受けがあまり良くなかったようだ。妾は今も昔もあの子は美しいと感じるけれど、純血種のエルフであるビーチェは人の子らにとっては少々、浮世離れしすぎておったのだろうな」

「どこかで、そういう話も聞いた覚えがあるような……」

「ちなみに当時のあの子は妾に良く似ておったぞ。背はこんなに高くなかったがな」

　その言葉に思わず妖精の女王を見てしまった。特に慎ましやかな胸に目が行き、慌てて顔を逸そらす。

「あの子はそれから人の子に受けの良い美び貌ぼうを追求していった。妾たちの時間は人の子らより遥かに長い。自分でも満足いく姿になれたのであろう。妾の下にやって来て、力強く宣言しおった。『世界一の殿方を虜とりこにして、この世界をより良く変えてみせます』とな」

　想像を絶するベアトリーチェの行動力に常つね信のぶは言葉が出なかった。

「それからいかほど経たったか……。なかなか良い報告を聞けぬと思っておれば、とうとう皇帝を射止めたという噂うわさを聞いてのう。妾もつい我慢できず、あの子が見初めた『世界一の殿方』とやらを見とうなったのだ」

「あなたの理由はよく分かったよ。ただ、すまないが、ビーチェと俺が結婚するかどうかはまだ──」

「分からぬと申すのか、人の子」

　すぐ側そばまで近づいていた妖精の女王がグッと顔を近づけて凄すごむ。なまじ美人なだけに余計、怖い。

「……確約は、出来ない」

　それでも正直に答えた。胃がキュウッと縮んだような気がする。

「ふむ。良かろう」

　ファティナは存外にあっさり引き下がった。

「今のそなたの言葉には嘘うそ偽りがなかった。もし、その場凌しのぎの言葉を吐こうものなら、ネズミにでも姿を変えてオークのエサにしてやろうと思っておったが」

「…………」

　全身から冷や汗が吹き出す。正直に言って良かったと心の底から思った。

「さて、ようやく迎えが来たようだ。一緒に参ろうか」

　チラリと斜め上を見上げると、妖精の女王は常つね信のぶに腕を伸ばす。その手が肩に触れたと思った瞬間、再び周囲の景色が一変した。

「だから、女王陛下を早く呼びなさい！　私の夫を直ただちに返してもらわないと！」

「ビーチェ、お前はまた陛下に対してそんな失礼な口をっ」

「跳ねっ返りめ！　何で帰ってきやがった!?」

「すっかり下品な見た目になりやがって……。無駄な肉のついてなかった頃の方が俺は好みだったんだぞ！」

「ビーチェ姉、お土産はーっ……？」

　豪ごう奢しやな金髪のエルフ娘が広場で妖精たちに取り囲まれていた。特にエルフたちが多く集まっており、彼女に苦言めいたことを投げつけている。その中で膝ひざにくっついてきた幼いエルフの少女を抱きかかえ、「ごめんねー。今回は急ぎだったから」と彼女は優しい笑顔で頬ほおずりした。

「ビーチェのあんな顔、初めて見たかも……」

　驚いてまじまじと見つめてしまう。ファティナがコロコロと笑った。

「一つの側面からでは見えぬ真実もある」

　そう言い残し、妖精の女王は妖精たちの輪の中に進み入っていく。常信も急いで後を追った。妖精たちが二人に気づき、素早く道を開ける。

「陛下！　ご無事で何よりですっ」

　幼女エルフをそっと降ろし、ベアトリーチェが駆け寄ってきた。「すまない」と軽い調子で応じたこちらの胸に勢い良く飛び込む。

「あえっ？」

　変な声が出てしまった。抱き留めた彼女の体は柔らかく、花の香りがする。強く抱きしめられ、「ビーチェ……？」と問いかけた。

「心配……致しました……」

　鼻声でそう囁ささやかれ、彼女の体が震えているのに気づく。ぽんぽんと背を叩たたき、撫なでた。

「ごめん。寝ている間に連れ去られて……あ、そういえば俺、寝間着のままだ。それに裸足だし……」

　今さらながら服装が気になった。しかしベアトリーチェは「そんなことはどうでもいいのです」と少し怒った口調で言う。少し体を離して向き合った。涙ぐんでいる彼女を見るのは恐らく初めてで、急激に心拍数が上がる。

「陛下、本当に良かった」

　そのまま顔が近づき──

「ちょおっと待ったぁ！　何か勢いで色々やってしまおうとしただろ!?」

　グッと肩を押さえて彼女の動きを止める。

「どうしてですの、陛下！　ここは感動の再会から燃え上がる二人の情熱が止められなくなり、結ばれる展開ではないですか！」

　金髪エルフは諦あきらめずに迫ってきた。奇妙な力比べが始まる。

「やめぬか、ビーチェ」

　力比べはすぐに終わりを告げた。ファティナの声にベアトリーチェの顔がスウッと冷徹なものに変わり、ゆっくり振り返る。

「じょーおうへいかーっ……」

　恨みのこもった声で妖精の女王を睨にらみつけた。

「何を考えているんですか!?　私の夫は大陸最大にして最強最高の国家、グロリア帝国の頂点に君臨する皇帝陛下なんですよ！　寝ている間に掠さらうだなんて、愚行にも程があります！　まったく信じられません！」

「ちゃんと、そなたにだけ分かるよう痕跡を残しておいたではないか。そなたが一人きりでここに来られたのも、そのお陰であろう。妾わらわの見事な手助けだ。それなのに、意中の殿方の唇一つ奪えぬとは、その様子だといまだに清らかな身のままか」

　ファティナはあからさまなため息を吐つく。

　ベアトリーチェの髪の毛が逆立った。

「余計なお世話です！　夫は直ちに連れ帰りますのでっ」

「一応、ツッコんでおいてやろう。その者は、まだそなたの夫ではないぞ」

「いずれそうなるので問題ありません！」

「であると良いな」

「失礼致します！」

　憤然とベアトリーチェが常つね信のぶの腕を引く。「送ってやるぞ」というファティナの申し出も「結構です」と突っぱねた。

「では、俺もこれで」

　引っ張られながら振り返り、妖精の女王に挨あい拶さつする。彼女は「いずれ、また」と含みのある笑みを浮かべた。

　妖精たちが遠巻きに見守る中、二人は森の小道を進んでいく。常つね信のぶはむくれ顔のベアトリーチェに話しかけた。

「ビーチェがいいようにあしらわれるのを初めて見たよ」

「……ファティナ様は自由すぎるのですっ」

　彼女は前を向いたまま答える。

「君のことを随分と気にかけていたよ」

「ええ、そうでしょうとも。ですが、余計なお世話です。もう子どもではありません」

　そういう発言が一番子どもっぽいなと思い、それからベアトリーチェに対してこんな感想を抱くのも初めての経験だと気づいた。

「色々と、凄すごい人だったなあ……」

「あれでも、妖精族の長おさですから」

　そこでようやくベアトリーチェは足を止め、こちらに向き直る。

「ときに陛下、私、日の出前から歩きづめで疲れております。もう一歩も動けません」

　突然、近くにあった石に腰掛けてしまった。「いやいやいや」と否定してもツンとそっぽを向く。常信は頭を抱えた。

「俺にどうしろって言うんだよ……」

　周囲を見回す。木の陰や茂みの奥からこちらを見ている視線を幾いくつも感じた。様々な妖精たちが珍客に興味を示している。赤いとんがり帽子を被かぶり、包丁を手にした幼女と目が合ってしまい、背筋に悪寒が走る。

「よし、こうしよう！」

　常信はベアトリーチェを横抱きに抱え上げた。「ひゃあっ？」と可愛かわいらしい悲鳴が上がる。耳まで真っ赤になった金髪エルフが「何をなさるのですか」と囁ささやいた。

「一歩も歩けないんだろ。でも、ここに長居するのは何だかヤバそうだから、こうして連れていくよっ」

　気合いを入れて歩き出す。彼女が腕を回してきて、しっかりしがみついた。

「陛下にこうしていただくのは久し振りです」

「久し振り？　……ああ、大収穫祭のときか。そういえば、もう一年近く経たつんだな」

「まだ一年です。これから私たちの歴史は何十年と続いていくのですから」

　胸を押しつけてくるので大変困る。

「パオラたちは、どうしてるっ？」

　意識を別のところに向けようと話を振った。ベアトリーチェがむくれ顔になる。

「大変だったのですよ。日の出前に陛下の寝室に忍び込んだヒルデとロザリンドが陛下のご不在に気づいて、大騒ぎです。私にはファティナ様の『書き置き』が見えましたので、ひとまず皆を宥なだめてこちらに向かうことにしたのですが……」

「何だか聞き捨てならない情報が含まれていたけれど、それは一いつ旦たん、置いておこう。それで、何が大変だったんだ？」

「パオラ様たちが私について来ると言って聞かなかったもので。妖精族不可侵領域に濫みだりに人間が踏み入れば、妖精たちとの間に戦が起きる危険性がありますと言って、どうにか諦あきらめさせました」

「俺たちと妖精族って、そんなに際どい関係だったのか……？」

「いえ、嘘うそです」

　金髪エルフはあっさり言い放った。

「不可侵領域と言っても交流は頻繁に行われておりますわ。そうでなければファティナ様が陛下を連れ去ったり致しません。陛下と二人きりになるための方便です」

「ああ、君はブレないね……」

「お褒めにあずかり光栄です」

　にこやかに返される。

「……なあ、ビーチェ。弟さんが亡くなったのは君のせいじゃない。いつまでも自分を責めることはないんじゃないか」

　彼女を抱え直し、思い切ってそう告げた。ベアトリーチェの目が見開かれる。

「さっき、ファティナから聞いたよ。弟さんを病で亡くしてから、妖精族の現状に疑問を抱くようになったって」

「……陛下は私がサミーの、弟の名前ですけれど、あの子の死を引きずっているとお考えなのですね」

「君の行動力には感心するよ。でも、その原動力が弟さんを助けられなかった後悔や絶望なのだとしたら、辛つらすぎると思って……」

　プラスでもマイナスでも、強烈な思いは物事を為なす強い原動力になる。けれど、マイナスの思いを長い間抱え続けるのは、拷問に等しいのではないか。

「陛下」

　ベアトリーチェに頬ほおをつねられる。無理やり彼女の方を向かされた。

「私を甘く見ないで下さい。確かにサミーの死がきっかけでしたわ。けれど、世の中について調べていくにつれ、私の中に使命感が生まれましたの。弟のような境遇の者を減らすために世界を変えなければならないと。それは絶望や後悔ではありません。未来への希望と、私自身の願望です」

　つねっていた頬を優しく撫なで、ベアトリーチェは常つね信のぶの首筋に口づけた。「うわっ？」と焦る様を見てクスクスと笑う。

「ファティナ様にお手伝い頂いたのですもの。このくらいはいたしませんと」

「び、ビックリしたよ……」

　何とかそう答えた常つね信のぶにぎゅっとしがみつき、耳元で囁ささやいた。

「────」

　それは独特の響きを持つ単語。

　聞き慣れないものであったにもかかわらず、すぐに「名前」だと分かった。

「ビーチェ、今のって……」

「私の真名です。この意味も、ファティナ様からお聞きになったのではありませんか？」

「うん、聞いてるよ。聞いてる……」

　彼女を抱く腕に力が籠こもる。

「陛下、私は貴方あなたに全すべてを懸かけます。この身も心も、貴方様に」

　また首筋に口づけ、それから──

「ほほう。ここにおったか、卑ひ賤せんなる者どもよ」

　ゴウッと凄すさまじい突風が叩たたきつけられ、猛烈な羽音とともに上空から真紅の巨体が降りてきた。あんぐりと口を開けて見上げてしまう。

　ゆっくり降りてくるのは大陸最強種、竜族の一体。セキリンダイシンリュウだ。その背に乗っているのが誰なのか、確認するまでもない。

「皇帝さ～ん。迎えに来たわよ～♪」

　溢あふれんばかりの巨乳を揺らし、真紅の戦装しよう束ぞくを身に纏まとった美少女が二人に向かって笑顔で手を振っていた。
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「マリアンヌ!?　ブリムレックで待ってるんじゃなかったのか？」

「そのつもりだったんだけど～。私も色々忙しい身なのよ～。早めに皇帝さんをお父さまに紹介したくて飛んできたの～」

　マリアンヌがおっとりした調子で答える。真紅の太古竜は森の木々を薙なぎ払わんばかりの暴風を巻き起こしながら地に降りた。常つね信のぶとベアトリーチェを遠巻きに見ていた妖精たちは蜘く蛛もの子を散らすように逃げ去ってしまう。

「矮わい小しような者どもよ。我に食われたくなければ疾とく去るが良い」

　セキリンダイシンリュウが愉快そうに大口を開けた。

「リンちゃ～ん。妖精さんたちを驚かせちゃ、メ～！」

　マリアンヌが愛竜の背中をペシッと叩たたく。フンと鼻を鳴らし、セキリンダイシンリュウは二人に早く乗るよう急せかした。

「マリーの頼みでなければ、お主らなど断じて乗せはせんのだがな」

「感謝してるよ。そういえば、さっき広場で竜の幼生体を見たんだが、竜族ってここで生まれるのか？」

　竜の背に落ち着いたところで尋ねてみた。たちまちセキリンダイシンリュウが不機嫌そうに身を揺する。マリアンヌが「あら～」と頬ほおに手を当てた。

「矮小なる妖精ごときに飼い慣らされておる飛竜族なんぞと我を一緒にするでないわ！」

　頭の中で怒鳴り声が響く。額を押さえる常信にマリアンヌが寄り添った。

「ごめんなさいね～。リンちゃん、それを言われると怒るから～」

「我は竜族の面汚しどもが気に食わぬだけだ」

　太古竜の苛いら立だちが直接伝わってくる。

「陛下。大半の竜騎士が乗る飛竜を人の命令に従うよう躾しつけているのは私たち妖精族です。飛竜の幼生体を飼い慣らし、騎竜として輸出するのは古くから続く仕事ですので」

　ベアトリーチェもくっついてきて、耳元で説明した。

「元々は幻獣の脅威から身を守るため、竜族を含む幾いくつかの幻獣と幼生の頃からともに過ごし私たちに懐かせていたのです。その個体が成長すれば『家族』である妖精族を襲ったりしませんし、他の同族がやって来ても追い払ってくれますので」

「幻獣に対する妖精族の知恵ってことか。頭良いな」

「我ら太古竜にそのような浅知恵は通用せぬがな！」

　セキリンダイシンリュウの怒りが頭に響く。顔を顰しかめながら常信は頷うなずいた。

「それが今では、竜騎士用の騎竜を育てて輸出するまでに発展したわけだ。もちろんリンは別格なんだろうけど」

「うふふ～。リンちゃんは私が一対一でお願いして騎竜になってもらったのよ～」

　マリアンヌが誇らしげに竜の鱗うろこを撫なでる。

「ブリムレックにとって妖精族が育てた飛竜はとっても大切なのよね～。うちは竜騎士部隊が守りの要だから～。国内にも騎竜のお世話をする妖精族がたくさん住んでるのよ～」

「外に出ている妖精族の数は、帝国の次にブリムレックが多いでしょうね。幻獣に関する知識と技能は私たちに一日の長がございますので」

　ベアトリーチェも誇らしげに胸を張った。

「そんな話はどうでもいい！　先程からアヤツの目がしつこくて鬱うつ陶とうしいのだ。乗ったのならもう行くぞ！」

　常つね信のぶたちが歩いてきた方を睨にらみつけ、セキリンダイシンリュウが不機嫌そうに告げる。「アヤツ」とは恐らくファティナのことを指しているのだろう。妖精族の女王として太古竜を監視しているに違いない。

　セキリンダイシンリュウは羽を大きく広げた。突風が周辺の木々を薙なぎ倒す。

「いつ訪れても忌いま々いましい地だ！　アヤツともいつか決着をつけてやるからな！」

「うふふ～。オイタはダメよ、リンちゃ～ん」

「分かっておる！」

　一声吠ほえると、セキリンダイシンリュウは一気に大空へと舞い上がった。





第五章　幼女からの頼み事（強制）は断れない……







「へーか！」

　パオラにひしっと抱きつかれ、密着する豊満な優しさに癒される。

「心配かけたね」

　よしよしと頭を撫でつつ、ヒルデガルトやロザリンドにも目をやった。クオーレが腕を組んで不満そうにしている。

「おかしいと思ったのよ！　妖精族以外が侵入したら戦になるかもしれないって。マリアンヌが迎えに来てくれて助かったわ。危うく腹黒エルフの奸かん計けいにはめられるところだったじゃないの！」

「私は『戦になる危険性がある』としか申しておりません。陛下はご無事だったのですから何の問題もないでしょう？」

　平然と言い返すベアトリーチェに「ぐぬぬぬ……」と慈愛の女神は歯は噛がみする。「まあまあ」と常信は彼女を宥なだめた。

「それにしてもブリムレックまであっという間だったなあ。山脈越えがあるから三日はかかる予定だったのに」

「うふふ～。リンちゃんはすごいでしょ～」

　おっとりとした声に振り向く。ここまで自分たちを運んできてくれた巨大な真紅の竜、セキリンダイシンリュウの隣にマリアンヌが立っていた。光の加減でオレンジにも真紅にも見える茶髪と茶色の瞳ひとみ。赤を基調とした戦装しよう束ぞくを着込んでいながら、その雰囲気はどこまでもほんわかしている。

「まったく……。手間を掛けおる」

　セキリンダイシンリュウがフンと鼻を鳴らした。それだけで強風が巻き起こる。マリアンヌは自分の騎竜を撫なで、「リンちゃん頑張ったね～。えらい、えらい」と微笑ほほえんだ。

　常つね信のぶとベアトリーチェはセキリンダイシンリュウの背に乗り、北に広がる山岳地帯を跳び越えてきた。ブリムレックの王都レムシャルト郊外にある練兵場で、先に来ていたパオラたちと合流したところだ。

　ベアトリーチェが妖精族不可侵領域に入って間もなく、マリアンヌがアースティまで常信たちを迎えに来たらしい。そこで事情を知った彼女はパオラたちを練兵場まで運び、その後、妖精族不可侵領域まで捜しに来てくれたそうだ。

「早く着いたのは助かったけど、ジルベルトたち近衞このえ隊をアースティに残したままだな」

「それにつきましては、出立を確認致しました。三日後にはブリムレック国境の町、ウームに到着する見込みです」

　ヒルデガルトが素早く答える。晶機コムニカを手にしていたので、常信は首を傾かしげた。

「ここはブリムレックだろ。魔力通信網に繋つながるのか？」

「はい。問題なく！」

　こちらに画面を見せてくる。「うふふ～」とマリアンヌが解説した。

「私がお父さまに言って、中継基地を建ててもらったのよ～。これでブリムレックでも快適な魔力通信網生活が送れるわね～♪」

「いつの間に……」

「友好の証あかしよ～」

　そう言ってマリアンヌは腕を組んでくる。溢あふれ出しそうな横乳がもろに当たった。

「マリアンヌっ。当たってるから……！」

「あらあら～。当ててるのよ、皇帝さ～ん♪」

「ななな何やってんのよ、あんたたち！　皇帝！　鼻の下伸ばしてるんじゃないわよ！　そのくらい私だって……くっ。でかけりゃ良いってもんじゃないんだからね！」

　クオーレが勝手に怒り、勝手に捨て台詞ぜりふを吐く。

「さあ、皇帝さん。王都に行きましょうね～」

「待ってくれ！　その前に着替えないとっ」

　常信はいまだ寝間着に裸足という格好だった。

「馬車の中でお着替えすれば良いわ～。手伝ってあげる～」

「いや、一人で着替えられるからっ」

「うふふ～。遠慮しなくても良いのよ～」

　常つね信のぶは練兵場の門前に並んでいた馬車の一台に放ほうり込まれた。




「ようこそ、ブリムレック王国へ。吾輩が国王オディロンⅡ世である」

　王宮で常信たちを出迎えたブリムレック王は恰かつ幅ぷくの良い男だった。臣下が止めるのも聞かず玉座から降りると大きく腕を拡ひろげて近づき、常信の手を取る。力強く握手をした。

「不勉強なもので、シェール語が話せず申し訳ない。ただ、私が皆様を歓迎していることは伝わっていると信じている」

　熱意の籠こもった眼まな差ざしで言うので、「ああ、ありがとう」と返す。

　常信が口を開いた途端、謁えつ見けんの間にどよめきが起きた。オディロンの側そばに控え、こちらに何か言おうとしていた僧侶らしき男がそわそわと左右を見る。

「こ、これは驚いた！　アルフォンソ殿はブラン語も堪能であったとは……」

　オディロンが目を見張り、幾度も頷うなずいた。側にいた僧侶らしき男を下がらせる。どうやら彼は通訳だったようだと思ったところで常信は自分がかなり際どいことをしてしまったことに気づいた。

　そっと左右を見る。右側に立つパオラはニコニコといつもの笑顔だが、左に立つベアトリーチェはオディロンと同じように驚いているようだ。

　こちらの世界に召喚された際、常信には自動翻訳機能も付与されている。そのお陰で会話も読み書きも一切不自由してこなかったが、それが他国の言語にも適用されるというのは盲点だった。

「堪能というほどではない。簡単な会話程度のものだ」

　誤魔化すためにそう返す。しかしオディロンは「いやいや」と上機嫌に言った。

「まったく訛なまりのないブラン語はブリムレック国内でも貴重だ。アルフォンソ殿は北国に留学のご経験がおありかな？」

「留学は、ないな……。海外経験のようなものは、ある……」

　今まさに「異世界」という海外経験をしていると考えれば間違いではない。

「ほほーっ。それは素晴らしい！」

　オディロンは感心しきりといった様子で頷いた。

「うふふ～。皇帝さん、私はここで失礼するわね～」

　対応に少々困っていた常信に横からマリアンヌが声を掛けた。「マリアンヌ」とオディロンが諫いさめるが、彼女は「急用なの～」と手を振って謁見の間を出ていってしまう。「騒々しくて申し訳ない」とブリムレック王が娘の非礼を詫わびた。

　その後、落ち着ける部屋に移動して会談が行われる。

　オディロンは頻しきりにグロリア帝国の制度改革を褒め讃たたえ、自国に魔力通信網の開設を許してくれたことに感謝の意を示した。常つね信のぶは聞き役に徹し、具体的な政策や専門的な内容についてはベアトリーチェが対応していた。ただ、彼女のブラン語は帝国公用語のシェール語ほど上う手まくはないらしく、時折、常信が通訳する場面があった。

「ブリムレックとグロリアの長き友好と発展を強く願っている」

　最後に固い握手を交わし、オディロンの熱い言葉で会談は締め括くくられた。




「ああ、疲れた……」

　常信はソファに倒れ込んだ。終始、暑苦しいほどの勢いで喋しやべってきたブリムレック王に圧倒されてしまったのだ。目を閉じ、いつもと違う固い革張りの感触と微かすかな獣の匂においに戸惑う。身を起こして案内された王宮内の一室を見回してみた。

「これがブリムレック式か……」

　豪華な内装なのは間違いない。帝国と違い、重厚感のようなものが感じられた。まず色調が茶系統だ。家具もいかにも頑丈そうな造りのものばかりで、ソファですらクッション性が少なく、反発力が高い。

　壁には鹿の頭の剥製が飾られており、部屋の奥に設えられた暖炉は大きく、煮炊きする機能も兼ね備えているようだ。今は薪が赤々と燃えている。

「へーか、お疲れさま！」

　暖炉の側そばにある安楽椅い子すに座っていたパオラが銀色の髪を揺らして駆け寄ってきた。大きなものが目の前に迫る。

「あれ？　パオラたちの部屋は別じゃなかったっけ？」

　パオラたち女性陣とは部屋が分かれていた。正確には部屋ではなく王宮の一区画がまるごと皇帝だけにあてがわれており、それ以外の者たちは別区画に部屋がある。ブリムレック王の計らいだというが、気を遣いすぎではないかとも思っていた。

「そうだけど、寂しいから遊びに来ました！」

　パオラが無防備な笑顔で答える。

「そっか。あ、そうだ。なあ、パオラ。さっきオディロンと話すまで気づいてなかったんだけど、俺ってこの世界の言葉は何でも聞き取れるし、喋れるのか？」

「ええとね。今、使われてる言葉なら全部大丈夫だよっ。ずっと昔の言葉は無理だけど」

「なるほど……。この世界の言語って大まかにどうなってるのか教えてくれないか？」

「んんっ♪　いいよぉっ」

　パオラの肩がピクンと跳ねる。この程度の頼みでも「命令」扱いする従属魔法こそが鬼畜仕様ではないかと思えて仕方ない。

「あのね。今はシェール語が大陸の公用語みたいになってるよ。帝国の人はみんなシェール語で話してるし、エイズルムとか貿易が盛んなところもシェール語で話すのが普通になってるの」

　パオラが説明しながら膝ひざに乗ってきた。軽く抱え上げてやる。

「シエラさんやマリアンヌさんもシェール語で喋しやべってるけど、ブリムレックとかランスとかテルエだとブラン語が一般的だと思う。あと、アレグランサはダリエル語だね。ナタリアさんのシェール語はちょっと訛なまってる感じがするよ」

「やっぱり、国によって言語が違うのは当たり前だよなあ。ん？　ってことは、もしかしてユーリがあんな喋り方してるのもアートマと言葉が違うからなのか？」

　真っ白な少女の独特な喋り方を思い出した。膝の上でパオラが小首を傾かしげる。

「どうかなー？　アートマでもシェール語は通じると思うけど、アートマの王族は『ルーン』っていう特別な言葉を使うって聞いたこともあるよ」

「ルーンか……。それっぽいな……。まあ、今はいいや。それよりも、俺は意識して言葉を使い分けることってできるのかな？」

「できるよ！　へーかがシェール語を喋りたいって思えばシェール語が出てくるし、ブラン語にしたかったら、そう意識すれば良いんだよ。何も考えてなかったら、話してる相手が聞き取れる言葉で喋ることになるよ」

「すっごく便利だな！　今さらだけど、ありがとうパオラ」

　常つね信のぶはパオラの頭を撫なでた。「えへへー」と彼女が気持ちよさそうに身をすり寄せる。

「もうじき晩ばん餐さん会かいが開かれるらしいけど、そこでは少し意識して喋ってみるよ」

「へーかは気遣いの人ですねーっ」

「それほどでも」

　少し気恥ずかしい。窓に目をやり、外の景色を眺めた。夕暮れの王都は穏やかで、遠く峻しゆん険けんな雪山がオレンジに染まっている。

「帝都とは違った風情があって、こういうのも良いなあ」

「そうだねー」

　二人でまったりする。暖炉では優しく炎が揺れている。

「いきなり予定とは違う展開になったけど、とりあえずジルベルトたちがこっちに着くまで数日、ゆっくりさせてもらおう」

　しばらく穏やかに暮らせそうだ。ソファに身を預け、常信はそう思った。




「…………寒っ！　えっ……？　あれっ……？」

　寒風に頬を打たれ、目を覚ます。

　常信は宙に浮いていた。夜空に冴さえ冴えと月が輝いている。

「ようやく目を覚ましたか。卑ひ賤せんな人間種らしい馬鹿面で眠りこけておったのう」

「その声は……」

　頭に直接響く高慢な声にそっと首を巡めぐらせる。肩越しに黄金の瞳ひとみと目が合った。真紅の髪を夜風に揺らし、幼女がニタリと笑う。

「皇帝、我に少しつき合え」

「……昨日、似たような目に遭ったばかりなんだが」

　そう答えた途端、寒風が吹きつけてきた。身を切るほどの冷たさに震える。寝間着姿で深夜の空を飛んでいるのだ。このままでは凍え死ぬ恐れがある。

「ちょっ……せめて何か、着るものをっ……！」

　歯の根が合わなくなってきた。常つね信のぶが必死に訴えると、セキリンダイシンリュウはつまらなさそうに鼻を鳴らす。

「これだから人間種はひ弱で好かん。ほれ、これで良いのか？」

　次の瞬間、全身が暖かくなった。周りを暖かい空気で包まれたようだ。

「すごいな！　こんなこともできるのかっ。……それで、夜中に俺をどこに連れていくつもりなんだ？」

　先程まで寝室で寝ていたというのに、帝都を出てからあまりに警備が甘すぎるのではないだろうか。それとも人知を超えた存在が登場しすぎているのかと悩みながらセキリンダイシンリュウに尋ねる。

「大してかからぬ。黙っておれ」

　真紅の幼女はいつになく真剣な声で答えた。眼下に見覚えのある建物が見えてくる。朝、降り立った練兵場だ。その敷地内にある建物の一つから灯あかりが洩もれていた。

「静かにしておれよ」

　そう言うと、セキリンダイシンリュウはゆっくり降下していく。灯りが洩れる窓の側そばにまで来ると「あれが良かろう」と大木の枝に常信を降ろした。

「おいっ。こんなところに降ろされても困るんだがっ」

　室内の様子はかろうじて見えるが、声は何も聞こえない。文句を言う常信に「これだから卑賤で無力な人間種は」と冷たい目で睨にらまれた。それから「面を貸せ」と手招きされる。訝いぶかしく思いながらも身を寄せると、額に彼女の額がコツンと当たった。

「おのれ、カントルーブ公め！　八つ裂きにしても飽き足らん！」

　いきなり頭の中で怒声が轟き、常信は身を竦すくませる。

「あ、え!?　何だ、今のっ……？」

　左右を見回す常信にセキリンダイシンリュウが醒さめた目を向けた。

「あまりに愚かであると苛いら立だつものだな。皇帝、あの窓を見てみろ。あの部屋での話し声が聞こえておるのだ」

　顎あごをしゃくるので窓の方を見る。そこでまた「うわっ？」と声を上げてしまった。

「しかし、まともにぶつかれば損害はかなりのものになるかと……。特にこの時期、テルエからの観光客も含めて温泉地は最盛期です。戦が起きれば客足は当然、遠のき、収益は大きく下がるでしょう……」

「だからといって野放しに出来るわけがない！　そもそもが、テルエからの観光客の苦情が増えておるのが問題なのだろうが。ここは姫様のご英断を賜たまわるしかあるまい！」

　先程まではかろうじて見える程度であったのに、常つね信のぶの目には室内の様子が克明に映し出されていた。数名の将士が喧けん々けん囂ごう々ごうの話し合いを繰り広げている。彼らはテーブルに敷かれた地図を囲んでいた。ブリムレック国内の地図だ。赤い×印が数カ所につけられている。それを時折、指差しては怒鳴り合った。

　部屋の奥にはマリアンヌの姿もある。彼女は椅い子すに座り、じっと将士たちの話し合いというか、すでに怒鳴り合いと化している様を見つめていた。そこにいつもの笑顔はない。ぞっとするほど冷たい目をしている。

「マリアンヌ様！　やりましょう！　我らで逆賊カントルーブ公を討ち果たす以外に道はございません。あやつはオディロン陛下の弟であることを良いことに、最も重要な観光資源である温泉地を独占し、私腹を肥やしております。これは断じて許される所業ではございません！」

「民の我慢も限界なのですっ。どうか、この国のためにっ」

「ですが、カントルーブ公と事を構えるとなれば、国を二分する戦になることは目に見えております！　何度も申しますが、損害は甚大なものになりましょう……」

「いつまでそんな悠長なことを抜かしておる！　ブリムレックの未来のため、今、身を切る覚悟をせねば衰退する一方だぞ！」

「姫様、ご英断を！」

　数名がマリアンヌに迫り、別の数名が彼女との間に割って入る。将士たちがじりじりと睨にらみ合う中、「火の姫フイアネツサ」は無言でテーブルを、そこに敷かれた地図を凝視していた。

「概ね、状況は理解できたであろう」

　セキリンダイシンリュウが心底くだらなさそうに言う。

「もう少し詳しく説明してもらえると助かるんだが……」

「相変わらず愚鈍であるな。細かいことは後で調べろ。ようするに我が言いたいのは──」

「マリアンヌを助けろって言いたいんだろう。それはよく分かったよ」

「ほう。なら、問題はない」

　常信の返事にセキリンダイシンリュウはニヤリとした。

「愚鈍で卑ひ賤せんで矮わい小しような鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝に我のマリーを助けさせてやろう。命がけで務めよ。失敗したら我がお前を八つ裂きにしてやるからのう」
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「というわけで、意見を聞きたい」

　翌日。常つね信のぶは部屋にパオラたちを招いて昨夜の話をした。魔力通信網でも軽く調べてみたが、「みんなの井戸端会議」で予想以上の議題が挙げられており、そのどれもがブリムレックの温泉郷に対し不満を零こぼしている。

「ブリムレックは国土の大半が山岳地帯で、東、西、南の三方を山に囲まれております。北に僅わずかな平野があり、すぐ海に出る立地のため、農作物の栽培には適していません」

　ベアトリーチェがブリムレックの基礎情報を口にした。

「そのため、昔から林業等の山野開拓に力を入れておりました。温泉もその折に発見されたもので、国を挙げて整備したことにより国内だけでなく隣国のランスやテルエからも多くの観光客を呼び込むことに成功し、一大産業となったのです」

「ブリムレックの温泉郷といえば、イグドラルにもその名が知れ渡っている。帝国の民にも親しまれているそうだ」

　ロザリンドも補足する。ヒルデガルトが隣で頷うなずいた。

「ブリムレックにとって、重要な産業の一つなんだな。帝国にも温泉はあるんだろ？」

「西部に有名な保養地がございます。けれど、ブランド力ではブリムレックの方が上ですわ。貴族の顧客も内外問わず多いですから」

「お祖じ父いちゃんたちも、『温泉ならカントルーブがいい』って言ってたよ！」

　パオラが元気よく手を挙げる。

「そのカントルーブが今回の元凶というわけだ……」

「カントルーブを治める公こう爵しやくはブリムレック王の弟にあたり、国内でも強い権力を有しています。それを利用して数年前から他の温泉地も傘下に収め始めたようですわね」

「それで今ではカントルーブ公が温泉郷を牛ぎゆう耳じってるってわけか」

「独占状態を作り出し、カントルーブの息がかかった温泉地だけが儲もうかっているようですけれど……。ブリムレック全体の収益は下がっておりますわね」

　水晶球の画面を見せられ、分かりやすい右肩下がりのグラフに常つね信のぶは眉を顰ひそめた。

「最盛期の三割減は相当まずいんじゃないか？」

「このままいけば、国力の衰えは間違いありません」

「随分と悪評が立っているみたいだけど、何が原因なんだ？」

「やはり、独占状態なのが問題なのでしょう」

　ベアトリーチェが私見を述べる。

「カントルーブ公は自分の領地にある温泉地や自分に従う周辺の貴族領にある温泉地だけを優遇し、それ以外には様々な圧力をかけて衰退させていったようです。その結果、カントルーブの温泉郷だけが収益を上げました。競争相手がいなくなったことで経営者の気持ちも緩み、まともに運営されていないのが現状です」

「独占状態の典型的な悪影響だな……」

「今はまだ、積み上げてきたブランド力によって貴族の顧客を維持しております。けれど、魔力通信網でこれほど不満が噴出しているということは、じきに貴族たちも離れるでしょう。そうなれば、ブリムレックの温泉郷は終わりです」

「まずいな」

「そうでしょうか？　むしろ帝国西部の温泉郷に観光客を呼び込むチャンスとも言えます。陛下のお力をもってすれば、新たなブランドを築き上げ、ブリムレックに経済的大打撃を与えることは十分、可能かと」

　ベアトリーチェがこちらの顔を覗のぞき込んできた。試すような視線に苦笑する。

「ブリムレックとは仲良くやっていきたい。それに、あのリンが曲がりなりにも俺に頼みごとをしてきたんだ。いつも人間を見下している彼女にしてみれば屈辱だったろう。それなのに、マリアンヌのことを思って頭を下げた。……まあ、下げてはいなかったけれど、それでも頼ってきたんだ。俺は力になってやりたい」

「さすがは陛下！」

　ヒルデガルトが力強く賛同する。ロザリンドも強い眼まな差ざしで頷うなずいた。パオラが「へーかはすごいね！」と瞳ひとみをキラキラ輝かせる。

「そう仰おつしやると思ってましたわ。マリアンヌ姫、ひいてはブリムレック王に恩を売っておくのは帝国の宰さい相しよう補ほとしても賛成です」

「決まりだな。具体的な対策としては、どうする？」

「一番簡単なのは帝国の軍事力でカントルーブを制圧し、公こう爵しやくを縛り首にすることです。そのままカントルーブを帝国領にしてしまうのも手ですわね」

「ブリムレック王に恩を売るんじゃなかったのか!?　ただの侵略になってるぞ！」

「あくまで一案です」

「君はさらっと怖いことを言うよな……」

「やはり、独占状態を是正すべきです。カントルーブ公と事を構えるのが困難なのも、公爵に温泉郷という大きな収入源があるからでしょう」

　ロザリンドが控えめに手を挙げた。

「特に、これからが本格的な温泉シーズンです。ここで収益を落とせば、カントルーブ公も焦って隙すきを見せるかも」

「悪くない考えだな。そうなると、どうやって独占状態を崩すか、だが……」

「ふっふっふ。こういうときこそ、みんなに聞けば良いんだよ」

　パオラが晶機コムニカを手に悪そうな顔で笑う。正確には悪そうな顔を作ろうと頑張っている微笑ほほえましい表情になっている。
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「ロワレか……」

「確かにカントルーブよりも歴史のある温泉郷のようですわね。こちらの客足は下がり続けていて、一番多かったときの半分以下……」

「へーか！　是非来てって言ってるから、行ってみようよ！」

　パオラが腕を引く。常つね信のぶは「ふむ」と呟つぶやいた。

　続々と寄せられる回答を大まかに分類すると、カントルーブ公爵を殺せという意見とブリムレックの温泉郷を乗っ取れという意見、そして他の温泉地を帝国の力で蘇よみがえらせれば良いという三つの意見が多かった。

「みんな意外と血の気が多いな……。この中で平和的な方法となると……」

「まったく信じられないわ！」

　扉を弾はじき飛ばす勢いで開け、クオーレが部屋に入ってきた。その後ろからユーリが無表情に続く。

「ちょっと皇帝！　どうなってるのよ!?」

「いきなりそんなこと言われても困るんだが……。そもそも、昨日からどこに行ってたんだ？　王宮に着いたときには、もういなかったよな」

「ユーリが、ブリムレックといえば温泉だって言うからどんなものかと思って入りに行ってたのよ。それなのに、何なの、あの態度っ」

　憤ふん懣まんやるかたなしといった様子の慈愛の女神を見て、常つね信のぶは生の意見を聞ける貴重な機会だと身を乗り出した。

「対応が酷ひどかったのか？　どこの温泉地に行ったんだっ？」

「カントルーブよ！　一番有名で高級な温泉郷だって聞いたから、女神である私にピッタリだと思って行ってみたら……」

「行ってみたら？」

「あいつら、『ここはお前のような小娘が来て良い場所ではない』って言ったのよ！　慈愛の女神たる私に！　だから私も『私は慈愛の女神クオーレよ！』って言ってやったの。そうしたら、あいつら、鼻で笑ったの！　信じられないわ！」

　ポスポスと近くにあったソファを殴る。ベアトリーチェが「ぷふっ」と吹き出した。

「それはお気の毒に。きっと『自分のことを女神だと勘違いしているイタイ客が来た』と思われたのでしょうね」

「勘違いじゃないわよ！　正真正銘、本物の女神よ！　せっかく祝福を与えてあげようと思って行ったのに……」

　口を尖とがらせてぶつぶつ言う慈愛の女神様をユーリが「どうどう」と宥なだめる。

「あんなところ二度と行かないわ！　悔しいからよその温泉に入ってきたけど、そっちの方がずっと良かったわね。人が少なくて貸し切り同然だったし」

「どこに入ってきたんだ？」

「えっと、何て言ったかしら？」

　クオーレはユーリを見る。真っ白な少女は「ロワレ」と言った。

「そうそう、ロワレ。泉質も良かったわよ。せっかくだから私の祝福を与えてきてあげたわ。あそこの温泉はこれから効能が倍くらいになるわね」

「そんなこと出来るのか!?」

　思わず立ち上がった常信に「当然でしょ」とクオーレは胸を張る。

「私は慈愛の女神なの。もっと崇あがめ奉たてまつって──」

「クオーレ様、お力をお貸し下さい！」

　ガシッと彼女の両肩を掴つかむ。突然のことにクオーレが固まった。首まで真っ赤にして、「ちょっと皇帝、昼間からダメよ……。みんなも見てるわ……」と目を逸そらす。

「俺たちの手でロワレの温泉郷に活気を取り戻すんだ！　そしてカントルーブの独占状態を打ち崩すぞ！」

「そうね。私たちの手で……え？　何の話？」

「ビーチェ、至急、ブリムレック王と話がしたいと伝えてくれ。みんなでロワレに行くぞ」

「温泉に入るんだねっ。へーか、一緒に入ろうねっ」

　パオラが嬉うれしそうに笑った。各自、支度に取りかかる。その中でクオーレだけが「えっ？　ちょっと？」と周りを見回していた。




　ロワレは閑散としていた。

　建物や設備も老朽化しているが、それ以上に街全体に活気がない。馬車を降りた途端、寒風が身にしみた。

「わー！　温泉の匂においがするねーっ」

　パオラが鼻をヒクヒクさせる。寝ぼけ眼まなこのキャラが「鉄分、強そう……」と呟つぶやいた。

「まずは組合を招集して、オディロン王からいただいた書状を見せましょう。陛下がロワレの再生を任されたのだと理解させ、今後の指針について納得させなくてはなりません」

　ベアトリーチェが歩きながら予定を説明する。ヒルデガルトとロザリンドは物珍しそうに辺りを見回して楽しげに話していた。

「ちょっと皇帝！　私とユーリだけで来たときは、こんな大きなホテルに泊まれなかったわよ！　何で皇帝だからって豪華なホテルに泊まれるのよっ」

「いや、皇帝だからだよ」

　クオーレに文句を言われつつロワレ一の老舗しにせであり最大手だというホテルに入る。

「さて、帝国の力を見せつけてやろうじゃないか」





第六章　非常に健全な内容となっております！（力説）







　ロワレの再生は猛スピードで行われた。

　ベアトリーチェの指揮の下、現状の問題点を洗い出し、キャラが情報をまとめて解決策を検討。二日後、到着したジルベルトたち近衞このえ騎士団とブリムレック王から借りた兵士たちを使い老朽化した建物や施設を修復。ところどころ改築を行い、古き良き伝統を守り抜いてきた温泉郷ロワレを蘇よみがえらせた。

　それから魔力通信網で大々的に告知をする。

　帝国から十二星姫ドーデイ・ステラを呼び寄せ、限定ライブを開催することも決めた。思いがけず大陸ツアーの予行練習を兼ねることになり、ヒルデガルトの気合いが更に増す。

「あえて一いっ旦たん、帝国からの観光客を呼び込みます。グロリア帝国は空前の好景気に沸いておりますので、平民の富裕層が『手の届く贅ぜい沢たく』を求めてブリムレックまで足を伸ばしてくれますわ」

　ベアトリーチェが今後の展望を説明する。常つね信のぶは頷うなずいた。

「カントルーブと差別化するんだな。向こうは貴族相手の高級路線だし」

「もちろん、そこも徐々に切り崩してまいります。ランスやテルエの社交界に新生ロワレの情報を流し、見せかけだけの高級感に惑わされない紳士の方々をこちらに引き入れることができれば、形勢は一気に逆転致しますわ」

「なるほど。予約の状況は？」

「おー……すでに前年超え確定だねー……」

　キャラが暖炉側の安楽椅い子すに収まったまま晶機コムニカを操作して答える。

「滑り出しは上々のようだな」

「陛下ー、そろそろ新しい宣伝動画の撮影もしないとー……」

　赤い猫尻尾しつぽをゆらゆら揺らして自堕落猫耳娘が言った。

「おっと、もうそんな時間か。それじゃビーチェ、引き続きよろしく」

「はい、仰せのままに」

「行くぞ、キャラ」

「うあー……あたしも行くのー？」

「当然だ。お前が監督だぞ。しっかり撮影してくれ」

　キャラを引きずるようにして宣伝動画撮影の現場に向かう。温泉郷ロワレの中でも一番見晴らしが良いと評判の露天風呂での撮影だ。

「お待たせ。みんな準備は出来てるか？」

　脱衣所に入ると、「はい！」とヒルデガルトが返事をした。

　真っ白なバスタオル一枚という格好で。

「……少し、恥ずかしいな」

　彼女の隣にはロザリンドもいる。やはりバスタオル一枚になっていた。

「水着を着るって案もあったんだが、クオーレが『そんなの邪道よ！』ってうるさくてな。本当はバスタオルを湯船につけるのもダメらしいんだが、特別に許可を貰もらったから」

　二人にそう告げる。それから主演のもう二人を捜した。

「パオラとクオーレは？」

「お二人とも、湯に浸かっておられます」

「気が早いな……。いや、単に温泉に入りたかっただけか」

「陛下ー、行くよー……」

　いつの間にか全裸になったキャラが撮影用の防水カメラを手に風呂場へ歩いていく。

「ちょちょちょ、待て！　何だ、その格好は!?」

　なるべく見ないように努めながら猫耳娘を引き止めた。キャラは「えー……」と不満を露あらわにする。

「お風呂に入るのに、服着てたら変だよー……」

「いや、風呂に入るんじゃなくて、宣伝動画の撮影をするんだから、俺たちは服を着てて良いんだよっ」

「んー、気分が乗らないなー……。あたしが監督なんだから、一番やりやすい格好で撮影するのが一番だと思うなー……」

　半眼でじっと見つめられる。常つね信のぶは「分かったよ」と折れた。

「こんなところで押し問答をしていても仕方ないし……」

「本当は嬉うれしいくせにー……」

　キャラがこちらにカメラを向ける。「やめろ」とファインダーを手で隠しながら風呂場へと押しやった。

「パオラ、クオーレ、お待たせ。のぼせてないか？」

　風呂場は屋根があるものの外なので寒い。湯気の奥でパオラが手を振った。

「へーか、へーか！　こっちだよ」

「風情があって良いわね。私が祝福を与えるに相応ふさわしい温泉だわ」

　二人とも、すっかり寛いだ表情で湯に浸かっている。キャラがかけ湯をして湯船にザブンと飛び込んだ。

「キャラ!?　何でお前まで入ってるんだ！」

「臨場感のある画を撮りたいんだよねー……」

　そう言いながらカメラを構えて二人に近づいていく。常信は半ば呆あきれながら湯気の中を歩き、パオラたちがはっきり確認できるところまで進んだ。

　そこで目を見開く。

　急いで視線を雪に覆われたブリムレックの峻しゆん厳げんな山脈へと投げた。

「パオラ！　クオーレ！　何でバスタオルを巻いてないんだ!?」

「皇帝。それについては私、やっぱり納得いかないのよね」

　ザバッと湯船から立ち上がる音がする。横目でチラッと確認すると、案の定、クオーレが腰に手を当てて堂々と仁王立ちしていた。

「温泉の宣伝動画なんでしょ！　だったら裸なのは当たり前じゃないの！　それをバスタオルで隠すなんて、非常識だわ。さっきパオラとも話し合って、全裸で撮影に臨むべきだって結論に至ったの」

「へーか！　真っ白な雪景色に火ほ照てった肌が一番映はえるんだよっ」

「何の主張をしているんだ!?　パオラも、そこの全裸主義女神に感化されちゃダメだ」

「全裸は素晴らしいでしょ！　服を着て生まれてくる人間なんていないのよ！　そこに卑ひ猥わいな意味合いをもたせようとする心こそが汚れているの。私の美しい姿を全国に配信すれば、誰もが神聖な姿に涙を流して祈りを捧げるに違いないわ！　さあ、キャラ！　私の姿を余すところ無く撮影なさい！」

「了解ー……」

「了解じゃない！　配信できなくなるから！」

　慈愛の女神にカメラを向けるキャラを無理やり止める。

「えー……監督はあたしだよー……。現場では監督の判断が絶対だと思うなー……」

「だから配信できなくなるって言ってるだろ！」

「そこは上う手まくやるからー……。いざとなったら不思議な光が差し込んで、肝心なところは隠してくれるよー……」

「お前は何を言っているんだ？」

　思わず真顔になる。

「陛下！」

　後ろからヒルデガルトに声を掛けられた。

「ヒルデとロザリーも言ってくれ！　撮影には──」

「ロワレ復興のためなら、私も、肌を晒さらす覚悟はあります！」

　ヒルデガルトが勢い良くバスタオルを脱ぎ捨てる。羞恥に赤くなりながらも、「いかがでしょうか」と尋ねてきた。

「何が!?」

　もろに見てしまい、頭が真っ白になる。目を逸そらすことすら出来なかった。

　そこにロザリンドが追い討ちを掛ける。

「私も……陛下にでしたら、いくらでも……」
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　恥ずかしそうに横を向き、首まで真っ赤にしながら巻いていたバスタオルをはだける。真っ白なタオルの下から透き通るほど白い肌が現れた。

「いかがでしょうか」

「だから何が!?」

　叫ぶことでぎりぎり理性を呼び戻すことに成功する。とりあえず峻しゆん厳げんな山脈を眺め、火ほ照てった顔を冷ました。

「ちょっと皇帝！　今さら何を恥ずかしがっているの？　その子たちの体だって、もう散々見てるし触ってるでしょ。それどころか、もっとすごいこともしてるんでしょ！」

「してないよ！　さ、触ったのも、みんなが風呂に入ってきてもみくちゃにされただけであって……」

　正妻総選挙後のことを思い出してしまい、とうとう立っていられなくなる。急に屈かがみ込んだ常つね信のぶの背中に訝いぶかしげな視線がプスプス刺さってきた。

「大丈夫だよ、陛下ー……。撮影のときはみんな湯船に入ってるから、見えても肩までだよー。ここの温泉、色が濃いから透けないしー……」

　ペタペタと足音がして、すぐ側そばにキャラがやってきた。ほんのり上気した肌に雫が幾筋も滑り落ちていくのが鮮明に見えてしまう。見上げると、つるりとすべすべした肌にピンクの粒が二つ。そしてカメラのファインダーを向けている猫耳娘の顔があった。

「俺を撮ってどうするんだ！　ああ、もう分かった……。何でも良いから早く撮影してくれ！　俺は外に出てるよっ」

「えー……陛下がちゃんとチェックしないとダメなんじゃないのー……？」

「そうよ、皇帝！　きちんと自分の責任を果たしなさい！」

「何でそういうところだけは常識があるんだ……」

　ぐったりと疲れを覚え、服が濡ぬれるのも構わず風呂場に座り込む。「ここで見てるよ」と促した。

「それじゃ、撮影始めまーす……」

　キャラが再び湯船に戻り、すでに浸かっていた四人にあれこれ指示を出す。いきなり「本番スタート……」とカメラを構えた。

　常信は宣伝動画の台本を思い起こす。

　雪山の景色を背景に、楽しげに湯船に浸かっている四人。パオラが「気持ち良いねー」と切り出し、ヒルデガルトとロザリンドがロワレの温泉の効能について語る。それからクオーレが祝福を与えていることをアピールし、最後に四人で「温泉郷ロワレに、みんなで行こう！」と声を揃そろえて締め。その後、編集で十二星姫ドーデイ・ステラのライブ告知を入れて完成だ。

　それほど難しい撮影ではないので、すぐに終わるだろう。そう思っていた。




　雪山を背景に、四人が温泉に浸かって談笑している。パオラが「気持ち良いねー」と笑顔で言った。少し力んだ表情でヒルデガルトが「パオラ様！」と向き直る。

「ここロワレの温泉は、疲労回復、滋じ養よう強きよう壮そうの効能があるんですよ！」

「それだけでなく肌がすべすべになり、怪け我がの治りも早くなるそうだぞ。飲泉は胃腸の働きを良くし、様々な病に効くそうだ」

　ロザリンドがゆったり肩にお湯をかけながら言った。

「そして、この私！　慈愛の女神クオーレが祝福を与えてあげているのよ！　これで効能は数倍！　腰痛、肩凝り、その他諸々何でも来いよ！」

　クオーレが盛大なドヤ顔で決める。

　最後に四人が揃そろって「こんなステキな温泉郷ロワレに、みんなで行こう！」と叫んだ。

「うん。良いんじゃないか」

　ヒルデガルトの演技が少々固かったものの、十分上う手まくいったと思う。常つね信のぶは撮影していたキャラを見た。

「んー……」

　ところがキャラは首を傾かしげている。尻尾が彼女の迷いを表すように、くねくねと曲がった。それから「これは違うねー……」と呟つぶやく。

「何がダメなんだ？」

「動きが少ないねー……。温泉だからってお湯に浸かってるだけじゃ視聴数は稼げないと思うなー……」

「そうか……。じゃあ、どうする？」

「んー……あたしなりの演出を加えても良いー……？」

「もちろん。監督はお前なんだから、好きに撮ってくれ」

　常信に促され、「分かったー……」とキャラは再びカメラを構えた。

「じゃあ、撮影しながら指示出すからー。みんな、その通りにやってねー……」

「はーい！」

　パオラが元気よく手を挙げる。他の三人もそれぞれ同意を示した。




　雪山を背景に、四人が温泉に浸かって談笑している。パオラが「気持ち良いねー」と笑顔で言った。キャラの目がキラリと光る。

「パオラー……そこで動きが欲しいなー。ちょっと体を揺らしてみてー……」

「体を揺らすの？　こんな感じ？」

　パオラが左右に体を揺らした。

　お湯に浮かんでいるもっちりとした二つの山がゆっさゆっさと波を起こす。

「うんうん、いいねー……。じゃ、もう一度ー」

　パオラが体を揺らしながら、笑顔で「気持ち良いねー」と言った。

「うーん……。まだ足りない気がするなー……。パオラ、縦に揺れてみよっかー」

「縦に？　こんな感じ？」

　銀髪を弾ませ、パオラが湯の中で軽く跳ねる。緩やかな波を起こしていた二つの山が、たちまち大波を起こした。たゆんたゆんと揺れるたび、周りに波が広がっていく。クオーレの胸にバシャバシャと波なみ飛沫しぶきが当たるたび、彼女のこめかみがヒクヒク痙けい攣れんした。

「いいね、いいねー。そのまま台詞せりふ言ってみてー……」

「あ、うんっ。気持ち良いねーっ」

　上下に動きながらパオラが笑顔で言う。少しのぼせてきたのか頬ほおが赤く染まり、瞳ひとみもとろんと潤んできた。

「パオラ、『陛下』ってつけてみよっかー」

「うんっ。へーか！　気持ち良いねっ♪」

「もっと甘える感じでー……」

「へーかぁっ。気持ち良いねぇ♪」

「気持ち良いのを我慢しながらー」

「へーかぁっ。んん！　き、気持ち良いねぇっ♪」

「だらしなく口を開けてー」

「へ、へーかぁっ……。あっ！　あっ！　気持ち……気持ち良いねぇっ♪」

「もっと激しく腰を振ってーっ……」

「いい加減にしろ！」

　常つね信のぶは赤毛猫耳娘の頭をはたいた。

「もーっ……すごく良い画えが撮れてたのにー……」

「温泉の宣伝動画だよなっ？　温泉の気持ちよさをアピールしてるだけだよなっ？　途中から何か趣旨が変わってなかったかっ？」

「へーか、今のどこか変だったの？」

　パオラがきょとんと首を傾かしげる。

「陛下には困ったものだなー。パオラの健全な温泉動画でエロいこと妄想するなんてー」

「お前なあ！」

　常信は焦ってキャラに叫んだ。

「陛下！　でしたらパオラ様の台詞、私に任せて下さいっ」

　ロザリンドが近づいてきて、湯の中で跪ひざまずく。

「できれば、その……陛下自ら演技指導をしていただけると、より精度が上がると存じます。ご一緒に入浴なさいませんか？」

「コラコラコラーッ！」

「おーっ……陛下が撮影すれば、さらに臨場感溢あふれる画えが──」

「キャラ！　乗るんじゃない！」

「陛下に乗るのはロザリンドだよ」

「そういう意味じゃないぞ！」

「ずるいぞ、ロザリー！　私だって陛下に、の、乗せていただきたいのにっ」

　頬ほおを染めながら、ヒルデガルトがこちらをチラチラ見る。

「だからヒルデも入ってくるなよ！」

「入るのは陛下のだよー……」

「キャラぁ！　お前、少し黙ってろ！」

「こここ皇帝！　あんた、こんなところでまで鬼畜破は廉れん恥ち外道な本性をさらけ出す気なの!?　そ、そういうことは、私だけにしなさいって言ってるでしょ！」

　クオーレまで話に割り込んできた。パオラがピッと手を挙げる。

「ダメだよ！　へーかが入って乗せるのはわたしなんだから！」

「パオラ！　あ、あんた、何て発言をっ……！」

　慈愛の女神が顔を真っ赤にして口元を押さえた。

　パオラは小首を傾かしげる。

「クオーレ様、何でそんなに驚いてるの？　へーかが温泉に入って、私をお膝ひざに乗せるってお話だよね？」

「…………」

　クオーレの顔が、さらに耳まで赤くなる。キッとこちらを睨にらんだ。

「どうしてくれるのよ、皇帝！　これじゃ私が卑ひ猥わいな妄想してたみたいじゃない！　責任取りなさいよねっ」

「俺にどうしろと……」

「もーっ……。陛下がいると撮影が全然進まないよー。やっぱり出てってー。あとで出来上がったの見せるからー……」

　キャラが尻尾しつぽで常つね信のぶの腹を叩たたく。甚はなはだしく理不尽なものを感じたが、これ以上のツッコミは体に悪いと思い、大人しく退場することにした。




　温泉郷ロワレ宣伝動画、再生開始。

　雪に覆われ、真っ白になった峻しゅん厳げんな山々が映し出される。そこからゆっくりカメラが下がっていき、一軒のホテルを映しだした。

　画面が切り替わり、広々とした露天風呂を映し出す。

「わーっ、すごい！　大っきいね！」

　元気な声がして、パオラが浴室に飛び込んできた。

「とても固くて太くて、立派です」

　続いて入ってきたヒルデガルトが、露天風呂の屋根を支えるヒノキの支柱を感心した様子で撫なでる。画面が切り替わり、天高く湯を噴き出す間欠泉が映し出された。源泉付近にある観光名所らしい。

「すごい勢いで、こんなにたくさん出すなんて。この私が認めただけのことはあるわね！　もっといっぱい出しなさい！」

　噴出する湯を満足そうに見つめつつ、クオーレがうんうんと頷うなずいた。

　また画面が切り替わって、飲泉用の蛇口が映された。コップになみなみと飲料用の温泉を注ぎ、ロザリンドがこくこくと飲む。

「うん。独特の匂においがあって、少し苦みがあるけれど、癖になる味だな」

　一息つき、こちらに向かって笑顔を見せた。

　それから入浴シーンになる。ヒルデガルトが足先をつけ、「熱っ。指先で触れただけなのに、こんなに熱くなってるなんて……」と桶おけで湯を混ぜた。それを見ていたロザリンドが「もっと優しくした方が良い」と隣でお湯をかき混ぜ始める。ちゃぷちゃぷと水音が辺りに響いた。

「さあ、入るわよ！　ゆっくり、ゆっくりねっ。焦っていきなり行ったら大変なことになっちゃうんだから！」

　クオーレが熱いお湯を警戒して、そろりそろりと湯船に浸かっていった。際どい部分は上う手まく隠されている。パオラも隣にやって来て、そろそろと湯船に浸かりだした。肩まで浸かった慈愛の女神を見て、目を輝かせる。

「わあ！　上手なんだねっ。わたし、ちゃんと入れるかな？」

「落ち着いてゆっくり腰を落とせば大丈夫よ。熱くて初めはちょっと痛いかもしれないけど、すぐ良くなるわ。ああ、いいわねー」

　クオーレがすっかり寛いだ様子で「はあーっ」と息を吐く。

　肩まで浸かったパオラが満面の笑顔で言った。

「本当だーっ。とっても気持ち良いね♪」

　二人の側そばにヒルデガルトとロザリンドもやって来る。四人が温泉に浸かって和やかな表情を見せた。

「一日三回のペースを毎日続けると、とても健康的で肌も艶つや々つやになるそうだ」

「疲労回復、滋じ養よう強きよう壮そうにも効能があるぞ。良いことずくめだな」

　ヒルデガルトとロザリンドが温泉の入り方と効能を伝える。そして最後に四人が声を揃そろえて言った。

「温泉郷ロワレに、みんなで行こう！」

　再生終了。

「うん。予想より良い出来じゃないか。あれから真面目に撮影したんだな」

　常つね信のぶはキャラに晶機コムニカを返しながら言った。

「本当に際どいところは上う手まいこと隠してくれているし、このくらいの裸なら許容範囲だろう。ムツィオは怒るかもしれないけど、これでいこう」

「じゃあ、魔力通信網に宣伝動画を流すねー……。楽しみだなー……」

「キャラも反応が気になったりするんだな。これで予約が更に増えれば文句なしだよっ」

　常信は期待に胸躍らせる。ところがキャラはにまーっと意味深長な笑みを浮かべただけで、自室へと引っ込んでしまった。

「……何か、変だったな？」

　その理由を知ることになるのは、数日後のことだった。




　温泉郷ロワレ宣伝動画（自主規制版）再生開始。

　画面は真っ暗で、声と周りの音だけが流れている。

「わーっ、すごい！　大っきいね！」

「とても固くて太くて、立派です」

　撫なで擦さする音に続いて、激しく噴出する水音。

「すごい勢いで、こんなにたくさん出すなんて。この私が認めただけのことはあるわね！　もっといっぱい出しなさい！」

　こくこくと嚥えん下げする音が聞こえる。

「うん。独特の匂においがあって、少し苦みがあるけれど、癖になる味だな」

「熱っ。指先で触れただけなのに、こんなに熱くなってるなんて……」

　ねっとりと何かがからみつくような音がする。

「もっと優しくした方が良い」

「さあ、入るわよ！　ゆっくり、ゆっくりねっ。焦っていきなり行ったら大変なことになっちゃうんだから！」

「わあ！　上手なんだねっ。わたし、ちゃんと入れるかな？」

「落ち着いてゆっくり腰を落とせば大丈夫よ。熱くて初めはちょっと痛いかもしれないけど、すぐ良くなるわ。ああ、いいわねー」

「はあーっ」

「本当だーっ。とっても気持ち良いね♪」

「一日三回のペースを毎日続けると、とても健康的で肌も艶つや々つやになるそうだ」

「疲労回復、滋じ養よう強きよう壮そうにも効能があるぞ。良いことずくめだな」

「……（雑音が入って聞き取れない）……みんなでイこう！」

　再生終了。




「キャラ！　キャラはどこだあああああああああああああああああああああ!?」

　常つね信のぶはパオラたちの部屋に飛び込んだ。

　ヒルデガルトが目を丸くして振り返る。

「どうなさったのですか、陛下？」

「どうもこうもない！　何が自主規制版だよっ……。初めからこれが狙ねらいだったな！」

「おー……再生数がすごい勢いで伸びてるねー。本家動画を軽く超えそうだなー……」

「おい」

　暖炉側の安楽椅い子すで晶機コムニカを操作している自堕落猫耳娘の頭をガシッと掴つかむ。

「これを配信したのは、お前だな」

「やっぱりー、パオラの裸をあんまり公にさらすのは良くないかなーって思って、画面を真っ暗にしただけだよー。ほらー、パオラのお祖じ父いさんが怒るかもしれないでしょー。動画削除されたら勿もつ体たいないしー……」

　キャラはいつもの眠そうな目で、平然と返す。常信は頬ほおを引きつらせた。

「本当に、それだけの理由で、あれを配信したのか？」

「えーっ、他にどんな理由があるのー……？　教えて欲しいなー……」

「こいつっ……」
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　常つね信のぶはぐったりと脱力する。

「相変わらず、こいつらは……」

「でも、まんまとしてやったりじゃーん」

　キャラは満足そうに尻尾しつぽを振った。ヒルデガルトが真剣な表情になる。

「キャラ殿！　先に教えて下さっていれば、もっと丹念に撫なで擦さすって、それから、あの、口づけくらいはしましたものをっ」

「ヒルデも何言ってんの!?」

「ですが、あれが陛下の……でしたなら、あんなぞんざいな撫で方は致しませんでした！　失礼致しました、陛下！」

　ガバッと跪ひざまずかれた。常信は瞑めい目もくする。

「陛下！　こちらにいらっしゃったのですね」

　ベアトリーチェが部屋にやってきた。

「今度はどうした!?」

　反射的に身構えてしまう。しかしベアトリーチェは金髪を揺らして首を傾かしげた。

「そのように驚かれましても……。そろそろテルエに向かう日程になっております。こちらの件はキャラたちに任せて、陛下は外遊に戻っていただかなければなりません」

「あっ……もうそんな日にち経たってたのか……」

　元々、ブリムレックにはそれほど長居する予定ではなかった。かなりの速さでロワレの再建を行ったとはいえ、すでに予定より長くブリムレックにいるのは間違いない。

「もう少し引き延ばして……もう、かなり引き延ばしてるんだよな？」

「はい。これ以上はテルエ王国に対し、礼を失します。すぐにでも出発していただく必要がございます」

「すぐか……。でもなぁ……」

「大丈夫だよー……。上う手まいことやっとくからー……」

　キャラは安楽椅い子すに寝そべったまま尻尾しつぽを適当に揺らす。

「こっちにはキャラと、他に誰か残しておいた方が良くないか？」

「私とロザリーは『十二星姫ドーデイ・ステラ』のライブを控えておりますので、ここに残らなければなりません……」

　悔しそうにヒルデガルトがこちらを見上げた。彼女が跪ひざまずいたままだったことに気づき、「立っていいぞ」と促す。

「パオラ様もプロデューサーというお立場ですが、ここは公務を優先して陛下に同行していただきます。もちろん私も」

「クオーレ様は？」

「あの女神は放ほうっておきましょう」

　完かん璧ぺきな笑顔でベアトリーチェは言い切った。

「まあ、ユーリがついてるし、その気になればいつでも移動できるよな。テルエまでは馬車か？　ランスを通るなら挨あい拶さつくらいはしておいた方が良いかもしれないが」

「そのことですが……」

　ベアトリーチェの表情が曇る。

「是非、自分に任せて欲しいと言っておりまして」

「誰が？」




「うふふ～♪　また皇帝さんをリンちゃんに乗せることができて嬉うれしいな～っ」

　マリアンヌが風に髪をなびかせながら微笑ほほえんだ。

　一面の銀世界を眼下に見下ろし、常つね信のぶは白い息を吐く。セキリンダイシンリュウの体表熱のお陰か、それほど寒くはないが風は冷たかった。

「こっちも助かったよ。ロワレで遊んでいたせいで旅程が大幅に狂っていたんだ。これなら一日もあればテルエの首都ライーゼローズまで辿たどり着きそうだ」

「うふふ～、それは良かったわ～」

　マリアンヌは上機嫌そうだ。

　常信は今、セキリンダイシンリュウの首のつけ根辺りに座っている。首のつけ根といっても広すぎて地面とほとんど変わらない。パオラは竜の生態に興味津々で、先程から首の方に行ってみたり、尻尾しつぽの方に行ってみたりと落ち着きがなかった。ベアトリーチェはあまり竜と相性が良くないらしく、少し離れたところで寝そべっている。

「ねえ、皇帝さん」

　マリアンヌがスイッと身を寄せてきた。

「どうしてロワレの再建をしようと思ったのかしら？」

「…………」

　彼女の顔を見る。いつものふんわりおっとり顔で微笑ほほえんでいた。

「クオーレ様が、ロワレは良い温泉だって言うから入りに行ったんだ。で、気に入ったからもっと繁盛すべきだと思って再建話をオディロン王にもちかけたんだよ」

「そうなんだ～♪」

　マリアンヌがさらに身を寄せる。

「それ、嘘うそよね」

　耳元で囁ささやかれた。横目で彼女の顔を窺うかがう。ふんわりした笑顔のままだ。

「リンちゃんにね～、私に隠しごとしてないか聞いてみたんだ～。でもね～、何も隠してないって言うの～。皇帝さんはどう思う？」

　ガシッと肩を掴つかまれる。彼女は微笑んだままだ。微笑んだままだが、凄すさまじい威圧感を覚える。下手な発言は命に関わると感じた。

　少し前も似たような目に遭った気がする……そんなことを思い、あのときは素直に本心を話して助かったことも思い出した。

「あ、えっと……実は……」

「実は？」

　そこで一瞬、息が止まる。

　長い長い首の先。ずっと前を向いて一度も振り返らないセキリンダイシンリュウの後頭部を見つめた。

「……ブリムレックに、俺の別荘を造るのもありかなと思ったんだ。帝国にも温泉地はあるけれど、ここは別格だからね。ロワレは簡単に譲ってもらえそうだったから、まずは再建話をもちかけて、そのうち所有権も手に入れようという下心があったんだよ」

　マリアンヌの目を見て答える。ちょっと声が震えそうになったが、何とか持ち堪こたえた。肩に置かれた彼女の手に力が籠こもる。

「ふ～ん……。それが皇帝さんの本心？」

「そうだ」

「後悔しない？　私がその気になったら、皇帝さんだけじゃなくパオラちゃんやベアトリーチェさんもお空に放ほうり出すことができるんだよ～」

「それはゾッとしない発言だけど、後悔しようがないよ。俺は本気だ」

　パオラの名前を出されたときは全身に冷たい汗が噴き出した。それでも、ここで退く気はない。別に口止めされているわけではないが、あの夜、セキリンダイシンリュウがマリアンヌに内緒で自分を頼ってきたことに対し、筋を通すべきだと思った。

「……ふう」

　しばらく後、マリアンヌは息を吐いた。常つね信のぶの肩から手を放す。それから、またふんわりと微笑ほほえんだ。

「そっか～。皇帝さんは欲張りね～」

「皇帝だからね」

　どうやら危機は脱したらしい。密ひそかに胸を撫なで下ろした。マリアンヌが立ち上がり、前方を見晴るかす。

「ライーゼローズが見えてきたわね～。皇帝さん、レオナール王にお会いしたらビックリするかも～」

　振り向いてそんなことを言うので、常信は「どうしてだ？」と尋ねたが、彼女は「うふふ～」と微笑むばかりで答えてくれなかった。





第七章　ありのままの姿でいられないこんな世の中じゃ（毒）







　テルエ王国の正式な国名は北方連合テルエ王国という。

　数十年前、大陸北方に位置する一一カ国のうち八つの国が同盟を結んだのが前身で、その後、最も強い力を有していた国の王が連合王国の主となった。他七国の王は「大公」を名乗り、テルエ王国の重職に就いている。

　現国王はレオナールⅡ世。あまり国民の前に姿を現すことがなく、代わりにシエラが式典等で代理を務めてきた。彼女が「いなく」なってからは専もつぱら王おう妃ひが代理を務めている。

「謎なぞめいた人物だよな……」

　常信は漆黒の王城を見上げ、呟つぶやいた。

「参りましょう、陛下」

　ベアトリーチェが促す。竜から降りて少し休んでいたので、顔色はすっかり良くなっていた。隣でパオラも「楽しみだね！」と笑顔を見せる。白い息がふわりと舞った。

　迎えに出てきた文官たちに丁重に先導され、城内を進む。廊下の途中で見知った顔が待ち受けていた。

「よく来たね、皇帝！　心から歓迎するよ！」

　黒髪に見えそうなほど濃い茶髪に黒と紫を基調とした男装。胸ポケットには一輪の赤いバラを挿している。芝居がかった動きで腕を大きく拡ひろげると、白い歯をキラリと輝かせて笑った。涼やかな碧へき眼がんが誘うようにこちらを見る。

「久し振りだな、シエラ。お前、ここにいて良いのか？」

　常つね信のぶの言葉に彼女はガバッと自分の体を抱きしめた。

「それなんだよ、皇帝！　ボクが帰国しているのは国民には伏せてあるんだっ。だから、せっかく帰国したっていうのに城から外には出られないんだよ！　これは、監禁といっても良い仕打ちだねっ」

「そうか……。良かったな」

「あふうん♪　すごいよ皇帝！　ボクの気持ちをそこまで理解してくれているなんてっ」

　常信は左右を見た。パオラが瞳ひとみを瞬またたかせる。ベアトリーチェが「先に行きましょう」と彼女を促した。先導していた文官たちも「どうぞ、こちらへ」と丁寧に案内し、シエラの側そばを大きく迂う回かいしていく。

「本当に避けられてるみたいだな……」

「みんな、ボクの本性を知って戸惑っているだけだよ。面と向かって『このド変態め！』と蔑さげすんで欲しいのに、曖あい昧まいな顔で礼をして去っていくんだ。全然、物足りないよ！」

「何を期待してるんだっ？」

「ボクはねえ……。帰国したら、もっともっと罵ののしってもらえると思っていたんだ！　外出禁止だって生なま温ぬるい！　地下の牢ろう獄ごくに閉じ込めて、いっそ鎖くさりで縛って天井から吊つるして、おまけにあんな責め苦やこんな責め苦をして欲しかったのに！　何で……何で……この城には地下牢獄も拷ごう問もん部屋もないんだよ！　おかしいだろ！」

「おかしいのはお前の頭の方だ！」

「そう！　そういう容赦ないのを待ち望んでいたんだ！　皇帝！　もっと！」

「そういうのいいから。謁えつ見けんの間に早く案内してくれよ」

「よっしゃ、キタ────────！」

　シエラが拳こぶしを握りしめる。しまった、と思ったときには彼女は廊下を駆け出していた。

「皇帝！　ボクは絶対に君を謁見の間に案内したりしないぞ！　絶対にだ！　あああああ！　しゅごい！　従属魔法でしゅごいの来ちゃうぅぅっ……！」

　おぞましい叫び声を上げ、シエラは廊下を走り去ってしまった。

「あ、あいつぅっ……！　命令を解除させないように逃げやがったな！」

　追うべきか一瞬迷ったが、いまだ背後に控えていた文官たちを振り返り、冷静さを取り戻す。先にテルエ王との会合に臨むことにした。

「へーか、遅いよーっ」

　案内されたのは謁見の間ではなかった。会議室らしき部屋に通されると、先に来ていたパオラが手を振る。ベアトリーチェも椅い子すに腰掛けていた。

「何で、ここなんだ？　正式な訪問だから謁えつ見けんの間で会うのが作法だろ？　会談をするにしても、一度は謁見の間で迎えるはずなのに」

　疑問を口にしつつ、二人の間に座る。

「私も先程確認したのですが、『どうか、ご容赦下さい』と平伏されまして……」

「きっとビッチェの顔が怖かったからだよ」

「うふふふ。パオラ様ったら面白いことを仰おつしやるのですね」

　常つね信のぶは腕を組んだ。あのシエラの父親だ。一筋縄ではいかない人物なのかもしれない。

「ここは一いつ旦たん、待ってみよう。シエラから国王について聞き出しておけば良かったな」

　今頃、あのド変態はどこにいるのだろう？と少し不安にもなったが、努めて気にしないことにした。

　しばらくして文官たちが入室し、「お待たせ致しました」と深く頭を下げた。

　室内に入ってきた人物を見て、常信は背筋を伸ばす。

　ブリムレック王とは違った威厳を感じさせる男性だ。上背があり、胸板が厚く堂々としている。全体的に筋肉質なのが服の上からでも分かった。少し面長の顔には髭ひげを蓄たくわえており、坊主頭で、髭や眉まゆ毛げを見る限り、黒髪のようだ。目の色は茶色で、眼光が鋭するどい。

　シエラとは似ていないなと思っていると、彼が右手を差し出した。

「……お初にお目に掛かる。私が北方連合テルエ王国現国王レオナールⅡ世だ。皇帝殿の此こ度たびの外遊、まことに嬉うれしく、感謝に堪たえない」

　深みのある渋い声だ。差し出された右手を取り、握手を交わす。力強い感触。レオナール王は口元をクッと引き上げて力強く微笑ほほえむ。それから常信の手に左手を添え、さらにしっかり握ってきた。少し痛い。

「グロリア帝国皇帝、アルフォンソⅠ世だ。会えて嬉しく思う」

　負けじと笑顔で答えた。

「…………」

「…………」

　そのまま見つめ合う。

　そろそろ手を放してくれないだろうかと思い始めたところで、背後の文官が咳せき払ばらいをした。ハッとレオナールが目を見開き、手を放す。

「……シエラが、ご迷惑をおかけしていないだろうか？」

　着座するなり、どこか取り繕うように言った。

「帝国に押しつけるような形になってしまって申し訳ない。だが、こちらにも事情があるのよ……あるんだ」

「ん？」

　今、語尾が不自然だったような。そう思ったが、言い間違いだろうと聞き流す。

「民よりも、大公たちがうるさいのだ。元々、私の代わりをさせていることにも反対しておった。それが、あのような様を大陸中にさらしてしまったせいで、王族全体の責任ではないかと責められておる」

「それで、帰ってくるなと書状を？　シエラはああいう性癖だからむしろ喜んでいるが、親としては随分な扱いだな」

　眉まゆを顰ひそめる。レオナールは常つね信のぶの顔を見つめた。

「…………」

「…………」

　またしばらく見つめ合うことになる。これは無言の圧力だろうか？　それにしては威圧感を覚えないが？　と戸惑っていると、再び背後で文官が咳せき払ばらいをした。

　目を見開いたテルエ王が「失礼」と呟つぶやく。

「すまないと思ってはいるんだ。だが、あれも自分の境遇を理解してくれていると信じていたっ……。きっと耐えてくれると思っていたのだ。それなのにっ……」

　レオナールが拳こぶしを握りしめる。悔しそうに表情を歪ゆがめた。

「自分だけ、あんなに堂々と性癖を暴露して！　羨うらやましいわ！　じゃなかった……甚はなはだ、残念で仕方ないのよっ……のだ」

「…………」

　何かがおかしい。

　常信は右隣のベアトリーチェを見た。彼女もこちらを見て小さく頷うなずく。口を開きかけたとき、文官の一人が前に出てきて深くお辞儀をした。

「レオナール陛下におかれましては、ご気分が優れないご様子。この度の会談はこれにて一いつ旦たん、切り上げさせていただきたく存じます」

「いえ、それはダメよ」

　レオナールの椅い子すを引こうとした文官に対し、ベアトリーチェが待ったをかける。紫の瞳ひとみをするどく光らせ、相手を見据えた。

「皇帝陛下のお許しもなしに、勝手に退席するなんて、不敬にもほどがあるわ。レオナール王がここから出ていくというのなら、こちらも相応の対応をしなければならないわね。とても残念だわ」

　高圧的に言い放つ。文官たちが竦すくみ上がった。

「私は大丈夫よ」

　レオナールが臣下を制する。しかし辛つらそうな様子は否めなかった。常信は「構わん」と告げる。ベアトリーチェの視線も片手で制した。

「レオナール殿はお疲れのようだ。また日を改めるとしよう」

　そう言ってテルエ王に手を差し出す。

「お会いできて良かった。シエラのことは、まあ、任せてくれ。実は少々もてあましているが、上う手まくやるよ」

　別れの握手を交わそうと思ってのことだったのだが、レオナールはその手をじっと見つめ、それから俯うつむいた。ぷるぷると肩が震える。

「陛下！　堪こらえて下さいっ」

「あと少しです！　あと少しなんですから、どうか！」

　背後で文官たちが騒ぎ出した。懸命に国王を宥なだめようとしている。何が起きているのか分からず左右を見やった。

　ベアトリーチェは眉み間けんに皺しわを寄せて俯いたテルエ王を睨にらんでいる。パオラはこんな状況でも行儀良く椅い子すに座っていた。きっと彼女なりに公務をこなしているのだろう。

「レオナール殿、どうした？」

　思い切って尋ねる。筋肉質な髭ひげ面づらの偉丈夫が椅子を跳ね飛ばして立ち上がった。

「んもおおおおおおおおおおおおおおう、無理！　我慢できないわ！」

　深く渋みのある声。

　しかしその声音には、女性的な色気があった。

　常つね信のぶは目を丸くする。

　まさかという思いと、やはりかという思いがごちゃ混ぜになった。

　レオナールの背後では文官たちが「あああああ……」と絶望的な声を上げて崩れ落ちる。そしてテルエ王はキラキラ輝く瞳ひとみで常信を見つめてきた。

「もう無理よ！　無理に決まってるじゃない！　こぉんな可愛かわいい子を目の前にして、冷静でいろっていう方が無理なのよ！　何なの!?　聞いてたのより百倍可愛いじゃないの！　シエラってば、こんな可愛い子に可愛がってもらっちゃってるの!?　キイイ！」

　ハンカチを噛かみ、髭面の男が激しく悔しがる。

「しかも、性格だって断然良いじゃないのよ！　誰よ、グロリア帝国の皇帝は残虐非道なゲス野郎だって言ったの!?　大おお嘘うそじゃない！　あたいの体を気遣ってくれて、おまけに会えて嬉うれしかっただなんて、何て良い子なのっ。好き！」

　投げキッスを飛ばす。間違いなく常信に向けて。パオラでもベアトリーチェでもなく、真まっ直すぐ常信に向けて。

「……レオナール殿」

「なあに？　あ！　あたいのことはレニーって呼んで欲しいわ。シエラたちはそう呼んでるから、アルくんも、そう呼んで？」

　アルフォンソだからアルくんなのだろうなと思いつつ、一度、深呼吸をする。

「では、レニー殿」

「呼び捨てでいいわよ！　あたいとアルくんの仲でしょっ」

「……レニー。君は、その、オネエなのか？」

「ピンポンピンポンピンポーン！　ヤだ、ばれちゃったー。もうばれてるだろうなと思ってたけど、もろに言われちゃったー。どーしよー！」

　髭ひげ面づらの男が両耳を押さえて「やーん」と軽く身を竦すくめてみせる。

　常つね信のぶは頭を抱えた。

「あーっ、ごめんねー！　驚かせちゃったわよねー。だけど、こうなったら全部暴露しちゃった方が良いと思うから、聞いてーっ。そして受け入れてーっ」

　がっしりした肩を揺すって「お願いー」と言ってくる。

「……大丈夫。大丈夫だ。突然のことで混乱しているだけで、少し時間をもらえれば受け入れられる。大丈夫だ」

　自分に言い聞かせるため、常信は声に出して言った。両隣の反応はどうなのだろうと、まず右を見る。

　ベアトリーチェは険しい表情のまま固まっていた。

　これはそっとしておいた方が良さそうだと左を向く。

　パオラはにこにこと笑顔だった。

「へーか、へーか！　レニーさんが急に明るくなったよ。ずっと怖い顔してたから、わたしも真面目にしてないといけないと思って緊張してたけど、今の方が良いね！」

　天使の笑顔に癒される。レオナールも「あらーっ」と声を上げた。

「ごめんねー。あたい、顔がいかついのよー。髭もね、濃いのよー。ごめんねー」

　頬ほおに手を当て、「キャーッ」と恥ずかしがる。

　背後で文官たちが四つん這ばいになり、むせび泣いていた。

「レニー！」

　部屋の扉が押し開けられる。シエラが飛び込んできた。

「ですから、ボクに任せてくれと言ったのです。レニーが皇帝を見て、我慢できるわけがないではありませんかっ」

　テルエ王に駆け寄り、その肩を抱く。「ごめんねー」とレオナールが娘を振り向いた。

「まったく、これだからレニーは人前に出せないんです。ボクのように我慢することを覚えて下さいっ」

「お前だって我慢なんかしてないだろ！」

　常信は思わずツッコむ。シエラがフッと髪を掻かき上げた。

「皇帝、今のボクを見て、本当にそんなことが言えるのかな？」

「何？　……そういえば、お前、何でそんな平気な顔してるんだっ？」

　先程、命令をしたままだったことを思い出す。彼女は従属魔法の影響で今も悦楽を与えられ続けているはずだ。それなのに穏やかな顔で立っている。

「どうなってるんだ……？　まさか、お前……」

　従属魔法を自力で解いたのだろうか。その疑問に答えるようにシエラがテーブルに両手をつき、身を乗り出す。常つね信のぶにぐっと顔を近づけた。

「そのまさかだよ、皇帝」

　囁ささやくように言う。

「今、ボクは……かつてないほどびしょ濡ぬれになっている！」

　足がプルプル震えていた。

「ここまで耐えて耐えて耐え抜いたっ！　何度も失神しそうになり、そのたびに神の声を聞いた！　もう一歩、もう一歩先に……新たな地平が広がっている！　そう信じて、ボクは耐え続けたんだ！」

「何だ、その無駄な情熱は！」

「そしてっ……すまない、皇帝……。ボクは、ボクはもう、限界にゃあああああ！」

　目の前で叫び、テーブルに突っ伏す。

「もう、こんにゃしゅんごいにょ、限界超えひゃったにょぉぉぉっ……！　皇帝！　皇帝にょしぇめきゅ、しゅんごいにょぉぉぉっ……！」

　ずるりとテーブルから滑り落ち、シエラがだらしなく舌を出して喘あえぐ。自ら上着とシャツをはだけ、黒の下着に覆われた巨乳をさらけ出した。

「あああ新しいしぇかいっ。あたりゃしい世界、見えひゃったぁぁっ……！　しゅんごいの見えひゃったぁぁっ……！　皇帝、ありがとぉぉっ。だいしゅきぃ……！」

「命令を撤回するぅ!!」

　常信は全身全霊を込めて叫んだ。シエラが脱力し、床に倒れ伏す。

「シエラ！　大丈夫っ？　あなた、こんなになるまで……！　偉いわ！」

　レオナールがシエラを抱きかかえ、ほろりと涙を浮かべた。

「あなたの生き様、見せてもらったわよ」

「フフフ……。レニー、ボクに任せておけば大丈夫だよ……」

「いや、どう考えても大丈夫じゃないだろ」

　常信は冷徹に言った。

「なあ、皇帝……。ボクは、とんでもないことに気づいたよ」

　父親に抱きかかえられたシエラがこちらを見つめる。その目には強い光が宿っていた。

「命令を解除されたときの、この喪失感……。今までの悦楽が一瞬にして消え去り胸にぽっかり穴が空く空虚さ……。たまらなく気持ち良いね！」

　ビシッと親指を立てる。

「ダメだー！　こいつ、どっちに転んでも気持ち良くなっちゃうよおおおおお！」




「で？」

　常つね信のぶはシエラを見た。

　部屋を移し、テルエ国王レオナールの私室に集まっている。誰の耳があるか分からない会議室よりも、ここの方が話しやすいと言われたからだ。

　服を着替えたシエラは、優雅に紅茶を飲みながら「うん」と軽く返事をする。

「わーっ！　レニーさん、このお人形さん可愛かわいいね！」

「でしょーっ。あたいの手作りなのーっ」

「すごーい！　ここにあるの全部!?」

「そーなのよー。あたい、子ども授かれないから、こうやって自作してるのー」

　部屋の隅ではパオラとレオナールⅡ世が着せ替え人形を手に和わ気き藹あい々あいと喋しやべっていた。対してベアトリーチェはいまだに険しい表情で黙り込んでいる。しばらく触れない方が良さそうだ。

「ご覧の通り、レニーはオネエだ。しかしテルエの王族で跡を継げるものが他にいなかったそうでね。本人の意志とは関係なく、玉座に就かされたわけだ」

「君とレニーは、血の繋つながりは？」

「ないよ」

　シエラはさらりと言う。

「ちなみにボクの兄上たちも妹も皆、レニーとは血が繋がっていない。ボクたちは全員、レニーの養子なんだ。内緒だけどね」

「確か、妃きさきがいるはずだけど……」

「母上はレニーの幼おさな馴な染じみだよ。レニーのことをよく理解してくれていて、偽装結婚にも協力してくれたそうだ。そしてボクたちを実の子どもとして育ててくれた」

「すごいな……」

　思わず声が洩もれる。シエラが普段とは違った気恥ずかしそうな顔で笑った。

「だろう？　ちなみに母上のことはプライベートでは『ボス』と呼んでいるんだ」

　常信の頭の中でテルエ王国王おう妃ひの姿が「肝っ玉母さん」に変換される。

「ボスとレニーで上う手まく誤魔化して、赤子だったボクたちを『産んだ』ことにしたんだよ。そうしないと跡継ぎが絶えて、テルエは他の大公のものになるからね」

「七大公ってやつだな……。仲が悪いのか？　養子縁組とか、色々と手はあったと思うけど、そういうことはしなかったんだろ？」

「連合王国なんて裏では暗殺と謀略だらけだよ」

　シエラが鼻で笑った。

「ボクたちと七大公の仲はもちろん悪いけど、七大公同士も仲が悪いから、それで微妙なバランスが保たれているって感じかな。ただ、最近はボクたち王族が力をつけているから七大公は大人しくしている」

「……七大公は、レニーの本性を知っているのか？」

「知るわけないよ。知っていたら必ず追及されて国王の座から引きずり下ろされる。だから可能な限り人前に出ないようにしていたし、出ても短めで済ませていたんだ。ボクが成人してからは、専もつぱらボクが出張っていた」

「シエラ……お前って実はすごく重要な立場にいたんだな……」

　何だか申し訳ない気分になってくる。ところがシエラはからりと笑った。

「何を言ってるんだ、皇帝。ボクは今、とても幸せだよ！　ずっとひた隠しにしてきた、ありのままの姿を皆に堂々と見せることができているんだから！」

「少しは控え……おおっと、危ない！」

　命令しそうになって慌てて口を閉ざす。シエラが残念そうに表情を曇らせた。

「そんなわけで、これからのテルエと帝国の友好関係を維持するためにも、このことは内緒にしておいてもらいたいんだ」

「俺は構わないんだが……」

　ずっと険しい顔のまま黙っている宰さい相しよう補ほを振り向く。彼女は常つね信のぶの視線にチラリと目を合わせ、「失礼致しました」と居住まいを正した。

「本当に、困ったものですわね」

「いやあ、面目ない」

　シエラが全く悪びれた様子もなく返す。

「全くです。人間社会の狭苦しさには、時折、嫌気が差しますわ」

　ところが、ベアトリーチェから紡ぎ出された言葉は意外なものだった。

「国王がオネエであることを隠さなければ他の貴族に責められて追い落とされるだなんて。いまだに野蛮な発想しか持ち合わせていないのですね」

「えっ……？　あれっ？　ビーチェはレニーがオネエだったことに腹を立てていたんじゃなかったの？」

　常信が尋ねると、彼女は目を丸くした。

「陛下！　私をその程度だと思われていたのですかっ？　心外です！」

「ご、ごめん……。てっきり、妖精族にはそういうのがないのかと思って……」

「何を仰おつしやるのですか、陛下。同性愛は自然界において幾いくらでも例を挙げることができます。もちろん妖精族の間でも珍しいことではありませんわ。むしろ、そういったことに最も不寛容なのは人間社会です。これに関しては獣人族よりも劣っておりますね」

「獣人族の間では当たり前のことになってるからね。そのくらいはボクでも知ってるよ」

　シエラが補足するように言う。

「人間種は私たち妖精族と比べて短命ですから、種の保存のため異性愛を推奨する必要があるのだろうと考えておりますけれど、あまりに辛しん辣らつな態度は気持ち悪いですわね」

「そうか……。ビーチェは素晴らしいな」

　嬉うれしさのあまり、そう口にする。ベアトリーチェが「陛下っ」と瞳ひとみを潤ませた。

「とうとう私たち、結ばれるときが来たのですね！」

「うん。飛躍しすぎだから」

　抱きついてきた彼女を押し止とどめる。

「寝室はあっちだよ！　ボクも入れて三人でってのはどうかな？」

「シエラも乗っかって……危ない！　ツッコミすら入れられないだなんてっ……」

　期待に充みち満ちた彼女の視線にイラッとする。

「ところでビーチェ。レニーがオネエであることに怒っていたんじゃないなら、何であんな険しい顔してたんだ？」

「それはもちろん、今後のテルエとの交流について色々と練り直す必要があると考えたからです。先程も申しました通り、人間社会はこういうことに不寛容ですので。七大公に万が一知られでもしたら、せっかくの友好関係が台無しになります」

「七大公は皆、反帝国で意見が一致しているよ。ボクが皇帝に宣戦布告したときは大喜びしていたからね」

「面倒くさそうな連中だなあ……」

　似たような存在が帝国にもいるので、うんざりしてしまう。

「なあ、シエラ。君のお兄さんたちは何をしているんだ？　君ばかり随分と目立っているようだけど、他の兄弟たちも国政に携わっているんだろう？」

「ああ、やっぱり気になるよね……」

　シエラが珍しく困った様子で頭をかいた。

「アルくんったら！　うちの子たちに興味津々？　いいわよー。あたいの可愛かわいい子どもたち、紹介してあ・げ・る！」

　いつの間にこちらに来ていたのか、髭ひげ面づら親爺おやじがウインクする。

　何な故ぜか、ものすごく嫌な予感がした。




「どうも初めまして。長男のアランです」

　金髪長身の爽さわやかなイケメンが挨あい拶さつをする。

「今は画家を目指して修業中です。え？　どんな絵を描いているのかって？　ハハハ、芸術っていうのはそんなに簡単なものではないんですよ。今はじっくり構想を練っているところですね。でも、安心して下さい。俺は誰しもが感動する世紀の大傑作を描いてみせますから！」




「初めまして。次男のイレールです」

　眼鏡をかけた知的そうな青年が丁寧にお辞儀をした。

「今は自分探し中っていうんですかね。色々、興味のあるものはあるにはあるんですが、俺が情熱を傾けるに相応ふさわしいものなのかどうか熟考しないといけないっていうか。何ごとも慎重に取り組むべきじゃないですか？　え？　試しにやってみる？　そんな中途半端な覚悟で物事に関わるべきじゃないと思うんです」




「ちっす！　オレ、三男のヴァレリー」

　鶏冠とさかのような茶髪モヒカンが人差し指と中指を揃そろえてピッと立てる。

「つかさー、王族だるくね？　オレ、親とか他人が作った轍わだちの上を走る馬車にはなりたくないっつうかー。決められた人生を生きるなんてまっぴらなんだよねー。え？　城を出て一人で生きる？　ちょー、それマジ意味わかんねえしー。とりま、世界獲とる予定なんで、しくよろ」




「兄弟の中で一番まともな四男、エミールです」

　赤髪をきっちりオールバックにした若者が淡々と頭を下げる。

「俺は兄さんたちと違ってきちんとしています。国政にも携わっていますよ。今は王室補佐官という立場で各部署に助言を与える立場ですね。俺が独自に研究し開発した理論に基づいて包括的に物事を捉え、行政をより良く、効率的なものにしていく仕事です。え？　他人の意見？　そんなもの必要ありません。俺はすでに完かん璧ぺきなので」




「次女のオデットです！　初めまして！」

　ぽっちゃりした女の子が帝国淑女式の礼をした。

「わたしぃ、やればできる子なんですよぉ。まだ本気出してないだけって言うかぁ。本気出したらお兄さまたちを簡単に追い抜いちゃうから遠慮してるだけっていうかぁ。自分で言うのも何ですけどぉ、わたしぃ、天才肌なんですよねぇ。子どもの頃から何でもそれなりにできちゃってぇ。わたしが本気出したらすごいんですぅ」




　シエラの四人の兄と一人の妹。全員と挨あい拶さつし、軽く言葉を交わした。レオナールはしきりに「とっても良い子なのよー」と子どもたちを抱きしめ、鬱うつ陶とうしがられていた。

「どうだったかな、皇帝。ボクの兄上たちと妹は？」

　常つね信のぶにあてがわれた私室へと案内しながらシエラが尋ねた。

「ボクが言うのも何だけど……とんだポンコツ揃いだったろ」

　フッと彼女が遠い目をする。

「誰か一人でも良いいから頼りになると、ボクもレニーもボスだって助かるのにね……」

「何て言うか……身につまされる思いがしたよ……」

　常つね信のぶは彼らのことを笑えなかった。

「俺だって、似たようなこと言ってた時期あったからなあ」

　中学時代が思い返される。自分が凡ぼん庸ような人間であることは、こちらの世界に来て散々思い知らされた。それでも皇帝をやれているのは周りの人々のお陰に他ならない。

「気を遣わなくて良いいんだよ、皇帝」

　シエラが軽やかに笑う。

「ずっとあんな調子だからボクがレニーの代役を務めてきたけれど、それが出来なくなってしまったからね。七大公が国民を煽あおって王家の追い落としを仕掛けようとしているんだ。ボクの帰国もバレるとまずいんだよ」

「こっちはこっちで面倒なことになっているんだなあ……」

「そこで皇帝に手伝ってもらいたくてね」

「手伝う？」

　常信はシエラを見た。彼女が大きく頷うなずいた。
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「テルエの天然氷か……」

　翌日。常つね信のぶは密室でシエラと二人きりになっていた。

「晶機コムニカを見て現実逃避しようとしても無駄だよ、皇帝！」

　テーブルの向かいにはド変態がいる。どうしてこんなことになってしまったのか、軽く思い返してみた。

　二人で話がしたいと言われ、パオラとベアトリーチェをライーゼローズに残して天然氷の切り出し場を訪れたのだ。そこでテルエの貴重な輸出品だという天然氷で作ったかき氷をふるまわれ、その後、小屋に監禁された。

「……意味が分からん」

「だから、さっきも話したじゃないか。ボクと二人でテルエの未来を作るんだよ！」

「七大公がどうとか言ってたよな……」

「そうなんだ。正直、あまり良い状況じゃない。ボクのことでレニーもボスも七大公に責められてばかりでね。今のところ防戦一方なんだ」

「主にお前のせいだと思うが」

「否定はしないよ。特にレニーはいまだ公にできないのに、ボクだけ公表しちゃったからね。ちょっと嫉しつ妬ともあるんだろうなあ。前にお叱しかりの手紙が届いたって言っただろ？　そこにも『あんた一人ずるいわよ！』って書いてあったし」

「…………」

　受け答えに困る。

「で、どうにかして王室の権威とか国民からの支持とかを上げられないかなあってボクなりに日々、考えていたんだ」

「そんな真面目なこと考えていたようには見えなかったがな」

「何を言ってるんだい！　ボクは皇帝の椅い子すになったり性奴隷になったりしながら真剣に考えていたんだよ！　むしろ、皇帝にあんなことやこんなことや、口に出すのもはばかられるようなことをされているときが最高に頭が働く時間だったんだ！」

「…………」

　ツッコんだら喜ばせるだけなので、あえて無視を決め込んだ。

「あふぅぅぅん♪　ボクのボケを完全放置！　すごいよ、皇帝！　ボクをこんなに喜ばせてくれるのは世界で唯一人、君だけだよ！」

「心の底から嬉うれしくない。お前、本当に何でもありだな」

「自分に正直になるって、素晴らしいことだよ」

「それで周りに迷惑かけてるって話だったよな？」

「あひぃん♪　容赦のない責め！　だいしゅき！」

「お前、真面目な状態が続くと死ぬ病にでも罹かかってるのか!?」

「ごめん、ごめん。皇帝があんまり凄すごすぎて、理性を無くすところだったよ」

「まだ理性が残っていたことに驚きだ」

「話を戻すとね、国民の目を政治から経済に逸そらしたいんだ」

　シエラは急に真顔に戻った。

「新しい産業を興おこして国民の支持を得たい」

「ああ、そういう話だったな……。だからって、名案が出るまで二人で小屋に籠こもる必要なくないか!?　むしろみんなで考えようよ！」

　監禁されてから、かなりの時間が過ぎている。その間、シエラからテルエの名産や特産品を聞き出してみたが、これといって新しいアイディアは生まれなかった。

「皇帝とボクが密室で二人きり。これは、いつ間違いが起きてもおかしくないねっ」

「断じて起きないからな！　こんなところに何日もいてたまるかっ」

「安心してくれ、皇帝。食材はたっぷり用意してあるんだ。それに、いざとなれば水だけでも人間はけっこう生きられるものなんだよ」

「怖いこと言わないでくれ……」

　すっかり日が暮れ、腹が減っている。ふと、シエラが席を立った。常つね信のぶはまた晶機コムニカに目を落とす。今すぐにでもベアトリーチェとパオラに助けを求めれば良いのだろうが、何となくそれに抵抗を抱いている自分がいた。

　凡人は凡人なりに、少しは考えてみたいと思ったのかもしれない。

「なあ、食事はどうするんだ？　食材があるって言っても……なん、だとっ……？」

　目を疑う。

　シエラがエプロンを身につけて台所で手を洗っていた。

「皇帝は名案を考え続けていてくれ。今夜は体が温まるようシチューを煮込んであるんだ。あとは簡単な付け合わせを用意するだけだから」

「……シエラって、料理できるのか？」

「当たり前だろう。ボクを何だと思ってるんだい？」

「飛び抜けたド変態」

「あふぅっ♪　だ、ダメだよ皇帝っ。台所でそんなプレイっ。興奮するじゃないか！」

「今のは俺も悪かった……」

　テーブルに肘ひじをつき、手を組んで額を押しつける。フンフンフンと鼻歌を歌いながら包丁を扱うシエラが気になって仕方ない。

「ところで皇帝。ボクもうっかり失念していたんだけどね」

「何だ？」

　シエラはトントンと慣れた手つきで野菜を刻みながら言った。

「やっぱり裸エプロンの方が良かったかな」

「くそう！　少しでもこいつのエプロン姿に普通の女の子を期待してしまった自分をぶん殴りたい！」

　シチューも付け合わせの野菜も美お味いしかったので、余計悔しかった。




　深夜、常つね信のぶはなかなか寝つけないでいた。

　小屋には屋根裏部屋のようなスペースの二階があり、そこに幾いくつかある寝室の一つを使っている。部屋の鍵は掛けているものの、シエラがその気になれば簡単に入って来られるだろう。初めはそのことを気にして眠れずにいたが、そのうちあれやこれやととりとめのないことばかり考えるようになってすっかり目が冴さえてしまった。

「パオラ、もう寝たかな……」

　ポツリと呟つぶやく。一応、二人に連絡は入れておいた。ベアトリーチェがすぐに駆けつけてきそうな勢いだったが、一いつ旦たん、任せて欲しいと頼んだ。

「……にしても、静かだなあ」

　周囲に何もないので、風が吹いていないと耳が痛くなるほど静かだ。何となくベッドから出てカーテンを開く。二重になった窓から夜空を眺めた。

　息を呑のむ。

　窓から見える光景に目を見張った。

「す……すごいっ……！　初めて見た！」

　咄とつ嗟さに踵きびすを返し、部屋を飛び出す。シエラの寝室に向かい、ドアを叩たたいた。

「シエラ！　起きろ！　起きてくれ！」

「あひぃぃぃっ♪」

　部屋の中からくぐもった嬌きよう声せいが上がる。すぐに扉が開かれた。

「皇帝！　ついに鬼畜破は廉れん恥ち外道な本性をさらけ出したんだね！　さあ、いいよ！　ボクを今すぐめちゃくちゃに──」

「外に出るぞ！　名案を思いついたんだ！　お前なら扉の鍵なんか関係ないだろ！」

　目を瞬しばたたかせる彼女の腕を取る。暗黒球体で扉の鍵をノブごと消すと、二人は深夜の凍土に飛び出した。常つね信のぶは駆けだし、全く遮しや蔽へい物ぶつのない平地で天を見上げる。

　ゆらゆらと色を変え、形を変える光のカーテン。

　オーロラが夜空一面に広がっていた。

「すごい！　すごいオーロラだ！　すごいよ！」

　語ご彙いがなくなる。

　凍いてつく空気の中、緑から黄色、ときに虹色とゆらめく光の波をただただ眺めた。

　大きく広がり、踊り、揺れながら輝く。

　幻想的で圧倒的な光景。

　興奮に震える手で晶機コムニカを掲げ、撮影する。けれど、収められた画像データでは目の前の美しさの万分の一も表現できない。

「あああ、すごいなあ！　なあ、シエラ！　こんなすごい観光資源があるじゃないか！」

　振り向くと、シエラは予想外に醒さめた顔をしていた。

「夜の女神、アウーラの布だね。こんなもの、しょっちゅう見てるよ。テルエでは特に珍しいものじゃない」

「何、言ってるんだ！　そういうのが大切なんだろ！」

　叫ぶ。彼女が目を丸くした。

「これが、いいって言うのかい？」

「こんなすごい光景、帝都じゃ見られないぞ！　シエラにとっては特別でも何でもない光景かもしれないけど、北方に住んでない人にとっては見たこともない光景だ！　これは受けるよ！　この世界でも受ける！」

　興奮のあまり口を滑らせてしまう。しかしシエラは夜空を見上げていて、特に訝いぶかしむ様子はなかった。

「アウーラの布が、見たこともない光景……？　これが、観光資源に……」

「そうだよ！　この光景を売りにして、観光客を呼び込もう！」

「いや、待ってくれ皇帝」
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　シエラが冷静に首を振る。

「君も知っての通り、ここまで来るのは少々辛つらい道のりだ。どうやって観光客を連れて来るというんだい？」

「そんなの決まってる。帝都とライーゼローズを鉄道で結ぶんだよ！　そこからなら馬車でも十分いける距離だろ。他にもっとオーロラを見やすい町があるのなら、そこにまで延長しても良い！　いや、自然のままの方が秘境感が出るかな？　だったら最寄りの駅から数日かかった方がありがたみが……」

　常つね信のぶは思いつくまま口にした。

　ぶるりと震える。さすがに寒いと今さらながらに気がついた。

「続きは、小屋に戻ってからにしようか！」

　固まっている彼女の腕を引いて小屋に戻る。

　暖炉の火は落ちていたが、シエラが燃えさしを使って手早く熾おこし直す。暖かくなるまで常信は毛布を被かぶって凌しのいだ。熱いコーヒーが二人分、テーブルに置かれる。

「なあ、皇帝。王都と帝都を、鉄道で結ぶって？」

　コーヒーを飲み、シエラが尋ねた。「ああ、うん」と常信もカップを手で包むようにして持つ。じんわり熱が伝わってきた。

「そうすれば、帝国からの観光客を招き入れやすいだろ」

「……そうか。そうだな」

　何か思案する顔になっていたシエラは、フッと微笑ほほえんだ。

「どうした？」

「いや……。やっぱり皇帝は、いいなと思ってね」

「…………」

　少し身を引く。彼女が笑い出した。

「そんなに警戒しないでくれよ。ボクはド変態だけど、たまには真面目になることもあるんだ。皇帝、君は本当にテルエと友好関係を結びたいんだね」

「えっ？　今回の外遊は、そのためのものだよな？」

　戸惑う常つね信のぶの顔を眩まぶしそうに見つめ、シエラはコーヒーを一口飲む。

「線路を繋つなぐってことは、互いに行き来がしやすくなるってことだ。それは、互いに攻めやすくなるってことでもあるんだよ。道を遮断するのは国防の基本だ」

「あ……」

　柳りゆう眉びを逆立てるベアトリーチェの顔が脳裏を過よぎった。「陛下はお考えが甘すぎます」という声まで聞こえてきそうだ。

「甘いのかなあ……」

　つい、ぼやく。シエラがまた吹き出した。

「いいじゃないか。皇帝はそのくらいで丁度良いと思うよ。周りに現実的な連中がちゃんといるからね。それに、ボクは好みだ」

「…………」

　いつもと雰囲気が違うので、返答に困る。そんな常信にシエラは続けた。

「すごく名案だと思うよ。王都と帝都を繋ぐ。一気に交流の度合いが深まるだろうね。そうだ、いいものがあった」

　シエラが席を立ち、別の部屋から地図を持って来た。テーブルに拡ひろげる。

「王都と帝都を結ぶのなら、こういうルートかな」

　おおまかな道を地図に書き込んだ。目で見ると、ぐっとイメージしやすくなる。ロンバル平原とランギーノ平原を越えて線路がテルエの王都ライーゼローズと繋がった。

「帝国の技術力は世界一だ。大急ぎで工事をさせよう」

　そう言いながら、地図を見渡す。新たな閃ひらめきがきた。

「だったら西にも延ばすのはどうだ？　ライーゼローズからブリムレックまで繋ぐんだよ。オーロラを見て、温泉に入るツアーを組む。途中、ランス王国を横切ることになるから、そことも話をしないといけなくなるけれど」

「面白いね！　ランスとはボクが話をつけよう。あそこだって財政は大して良くないんだ。これを機に観光に力を入れれば冬場の外貨稼ぎに一役買える」

「ブリムレックにはキャラたちも残っているし、一度、戻ってオディロン王と話をするよ。ああ、何だかワクワクしてきたなあ」

　気持ちが沸き立つ。さらにシエラがブリムレックから南に指を滑らせた。

「なあ、皇帝。この際、ブリムレックと帝国の西都アースティも繋いでしまわないか？　そうすれば帝都、ライーゼローズ、ランスの王都ファルベン、レムシャルト、アースティ、そして帝都と鉄道の輪が出来上がる」

「それ、いいな！　って、待ってくれ。レムシャルトとアースティの間は山脈があるぞ。ここに線路を通すのはかなりの難工事になりそうだ……」

「おいおい、皇帝。ボクのことを忘れるなよ」

　シエラが手の平に暗黒球体を浮かべた。

「トンネルを掘れば良いじゃないか。ボクに任せれば、造作もないよ」

「さすが『七勇神姫セテイオ・プリンサ』……女神の力、すごいな……。というか、穴掘りに使って良い力なのか？」

「戦に使うより数百倍有用な使い方だと思うよ」

　お手本のようなウインクをされる。ドキリとしてしまい、常つね信のぶは頭を振った。

「とりあえず、その線で話を進めよう。出資分だとか線路を通す土地の領主との折衝とかはビーチェやムツィオに任せるとして」

「王都で観光客がお金を使ってくれれば王家の力も強くなる。七大公を押さえ込むのにもうってつけだね」

　二人とも悪い顔になって笑った。

「……となると、早く盗賊団を片付けないといけないなあ」

　シエラが笑みを消し、地図に指を這はわせる。首を捻ひねる常信に「実はね」と切り出した。

「少し前から街道に盗賊団が頻繁に出没するようになったんだ。テルエの正規軍が討伐に出てるんだけど、かなりの規模を誇る連中らしくて手こずっているんだよ」

「あ！　その話、魔力通信網で見かけたぞっ」

　外遊に出る前、ガブリエラたち「十二星姫ドーデイ・ステラ」と大陸ツアーについて話していたとき「井戸端会議」で見た覚えがある。荷物を根こそぎ奪われたと行商人が嘆いていた。

「帝国との行商にも問題が生じているからね。王家が本腰を入れて動いているんだ。それなのに七大公は知らぬ振りでボクたちを糾きゆう弾だんすることばかり考えている」

　シエラがやれやれと首を振る。

「呆あきれた連中だな。自分たちの領地も危ないだろうに」

「それなんだけどね……」

　急に声を潜め、彼女が身を寄せてきた。

「ひどく胡う散さん臭くさい噂うわさがあるんだ。聞いてくれるかな？」

「何だよ……？　普通に話せば良いだろ」

「いやあ。こればっかりはどこに聞き耳立ててる奴やつがいるか分からないからねえ」

　ねっとりした喋しやべり方をしながらシエラが左右に視線を飛ばす。

「皇帝は、ヴェイルジェンドン家って聞いたこと、あるかい？」

「また出たよ、都市伝説一家っ……」

　思わずぼやいた。シエラが目を丸くする。常つね信のぶはマリアンヌとの一件を手短に話した。

「なるほどね。マリーも大変そうだな……」

「それで？　盗賊団とヴェイルジェンドン家にどんな繋つながりがあるって言うんだ？」

「皇帝も分かってると思うけど、直接の繋がりはないよ。繋がってるのはグルンニル商会だ。うちはグルンニルとバンデッドが商会勢力としては二強でね。どちらも王家に取り入ったり七大公に取り入ったりと上う手まく世渡りして儲もうけているんだ」

「その商会が盗賊団と繋がってる？　何の得があるんだよ？」

　シエラの目つきが鋭するどくなる。

「襲われているのは個人でやっている行商人が主だ。これは傭兵を雇って隊商を組む商会の馬車よりもずっと襲いやすいからと言われればそれまでだけどね。治安の悪さを煽あおれば個人で商売をしようと考える者は少なくなるよね？」

「そうなると、どこかの商会に所属しようとする……」

「でも、商会の契約書もけっこう酷ひどくてね。会費やら何やら理由をつけて金を巻き上げる。中には商会に借金を背負わされて奴ど隷れいのように働かされる商人もいるくらいだ」

「そんなの、ただちに取り締まるべきだ！」

　憤いきどおる常信にシエラは「分かってる」と頷うなずいた。

「そうしたいのは山々だよ。だけど、あくまで当事者同士の合意に基づいて結ばれた契約って形を取っているからね。ボクたちも簡単には取り締まれないんだよ。おまけに相手は大陸三大商業連合だ。迂う闊かつに手を出したら、こっちが足を掬すくわれる」

「何だよ、それっ……」

「グルンニル商会は裏で盗賊団を雇って武装や物資を提供。獲物を適当に襲わせて奪った商品を別の販路で売りさばく。そうすれば自分たちは儲けを出しつつ保険会社から損害を補償してもらえる。そうでない場合は契約に基づいて運んでいた商人に莫ばく大だいな損害賠償金を背負わせて実質的な奴隷にする」

「無茶苦茶だ！　そんな悪行が許されて良いはずがない！　シエラ！　そこまで分かってるのに、どうして動かないんだ!?」

「決まってるだろ。証拠がないんだよ」

　シエラはさらりと返し、肩をすくめる。

「今までの話は全すべてボクの勘に過ぎない。何らかの証拠がなければグルンニルなんて大きな商業連合には手を出せないよ。まして、その背後にいるらしいヴェイルジェンドン家になんてね」

「何だか、腹立たしいな……」

「盗賊を何人か捕らえれば、そいつらから有益な情報が聞けるかもしれないけれど」

「よし。盗賊団の討伐に加勢しよう」

「何だって？」

　シエラが目を丸くする。

「他国の治安向上も、帝国の発展には不可欠なんだ。この際、思い切り肩入れさせてもらうよ。シエラ、討伐軍のところに俺を連れて行ってくれ」

　彼女の目を真まっ直すぐ見つめて頼んだ。シエラがビクッと身を震わせる。従属魔法が発動したのだ。しかし彼女はいつものド変態行動には出なかった。

「皇帝……君、正気かい？」

　惚ほうけた顔で尋ねる。常つね信のぶは黙って頷うなずいた。シエラが椅い子すに座り直す。

「……いいね。君は、本当に、いい」

　驚くほど穏やかな顔になって、彼女はそう囁ささやいた。




　常信は盗賊団が立てこもっているという砦とりでを見に行き、高い氷壁に守られた要よう塞さいを見上げて唖あ然ぜんとした。盗賊たちは己の優位を信じて疑わず煽あおりに煽ってきたが、「大倉庫」で発注した装備一式が半日ほどで届けられ、盗賊団の要塞は翌日、墜おちた。




「ウチには独自の物流網があるんだ。お前たちがどこの商会の販路について言っているのかは知らないが、そんなものでは帝国を止められはしない」

　常信は盗賊団の首しゆ魁かいに言い放った。頬ほおに刀傷をもつ髭ひげ面づらの男が、顔を青ざめさせる。

「な……何で、こんなところに帝国軍が出張ってきてんだよ……！　話が違うじゃねえか！　俺たちゃ適当に暴れてれば良いって……」

「やはり、裏で糸を引いてる奴やつがいるんだな」

「!?　いやあ、それは……」

「知っていることを全すべて喋しやべれば、ウチで全員雇い入れてやるぞ。商会に義理立てしたところで、彼らはお前たちを切り捨てるだろう」

　悪名高いグロリア帝国の皇帝らしく悪そうな顔を作ってみせた。

　首魁の目が忙せわしなく揺れる。しばしの逡しゆん巡じゆんの後、卑屈な笑みで答えた。

「ヘヘヘ……。俺らが傭兵だってよく気づきましたねぇ。確かに義理立てして縛り首になってもつまらねえや。何でもお答えしますぜ。つっても、大したことは知らねぇんすけどね。向こうは大金を積む代わりに素性は一切聞くなって態度でしたから」

「そうか……」

　常つね信のぶは眉み間けんに皺しわを寄せる。そう簡単に尻尾しつぽを掴つかませてはくれないようだ。

「おやおや。その程度で誤魔化そうとしてもダメだよ」

　本陣のテントにシエラが入ってきた。

「君たちみたいな傭兵団が相手の素性を調べないはずがないだろ？　捨て駒ごまにされるのを避けるため、手下を使って密ひそかに調べさせたはずだ」

　彼女は「シエラ王女様!?」と驚く男の鼻先に小さな暗黒球体を突きつける。

「まずは、鼻から消そうか。安心してくれ。どのくらいまでやっても死なないか、加減は心得ているんだ。ただし、死んだ方がましってくらい痛いけどね」

　涼しげに微笑ほほえんだ。卑屈な笑みを貼りつけていた首しゆ魁かいの顔がひきつる。

「ま……待ってくれ……！　喋しやべらねぇとは言ってねぇじゃねぇっすか！　王女様の言う通り、素性を探らせましたよ！　俺だってこの業界はそこそこ長いんだっ」

「それで？　結論を言うんだ」

　笑顔のままシエラが暗黒球体を指先で弄もてあそんだ。

「ば……バンデッド商会ですぅっ……！　間に二つほど商会を挟んでやしたが、今回の計画の大本締めはバンデッドのバミヤンって奴で……。あと、青い鳩はとの仮面を被かぶった奴を見かけたとも言ってました」

「青い鳩？　それに、バンデッド商会だと……？」

　常信は予想外の名前に首を捻ひねる。

　対してシエラは「よくできました」と暗黒球体を消し、男の肩をポンと叩たたいた。男が脱力し、情けない息を吐く。

「詳細は後でじっくり聞くとしよう。ひとまず牢ろうに戻しておけ」

　シエラが兵士に命じて首魁を連行させた。男は「喋ったんだから、ちゃんと雇ってくだせぇよーっ！」と衛兵に引きずられながら叫んでいた。

「さて、面白いことになったねえ、皇帝」

「裏にいたのはグルンニルじゃなかった。つまり……」

「もう一段、深いところで暗躍してる者がいるってことだよ」

「ヴェイルジェンドンか……」

「やっと面白くなってきたねえ」

　楽しそうにシエラが笑う。常信はハアとため息を吐ついた。

　晶機コムニカが着信音を鳴らす。慌てて取り出すとベアトリーチェからの通話だった。

「どうした、ビーチェ？」

「陛下、問題が発生致しました」





第八章　多分、四天王最弱とかそういうやつ（不審者）







　常つね信のぶは大急ぎでライーゼローズに戻った。

「脅迫状だって!?」

　急いで水晶球を置いてある部屋に向かう。室内ではパオラが「へーか、大変だよー」と涙目になっていた。よしよしと頭を撫なでてやり、ロワレにいるキャラと交信する。

「キャラ、詳しい状況を教えてくれっ」

『あー……そんじゃ脅迫状の画像送るねー……』

　赤毛猫耳娘はいつもの眠そうな目で答えた。画像を開く。

「十二星姫ドーデイ・ステラのライブを即刻中止しろ。さもなくばライブ当日、会場に血の雨が降ることになるだろう」

　脅迫状の内容は簡潔だった。真っ赤な文字で書かれていたので血文字なのかと思ったが、単に赤い絵の具で書かれているだけらしい。

「……やっぱり、アレだよな？」

「十中八九、カントルーブ公の手先による嫌がらせでしょう」

　常信の呟つぶやきにベアトリーチェが素早く答えた。

「ロワレの勢いに押されて、カントルーブ一帯の温泉郷は陰が薄くなっております。すでに耳みみ敏ざとい者たちがロワレの魅力について多く語っていて、貴族たちも少しずつこちらに流れてきておりますので」

「危機感を抱いて動き出したってことか……」

「ねえ、へーか……。ライブ、中止になっちゃうの？」

　パオラがしゅんと萎しおれた様子で言う。

「せっかく頑張って練習して、みんな楽しみにしてるのに、寂しいよ……」

「ですが、ライブを開催すれば観客に被害が及ぶ可能性があります」

　ベアトリーチェの発言は胸に痛い。

「十二星姫たちだけなら、自分で身を守ることもできるし対策も立てやすいんだが。観客を人ひと質じちに取っているようなものだからなあ」

「警備を厳重にするとしても限界がありますわ。特にロワレは今、観光客が押し寄せていますので、こちらの人手が足りません」

「脅迫状のことは、どのくらい知られているんだ……？」

『もう魔力通信網に流れてるねー。多分、これもカントルーブ公の仕業ー……』

　キャラの返答を聞き、常信は晶機コムニカで検索してみた。
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　開いた口が塞ふさがらない。

「こいつら、どれだけ訓練されてるんだよ……」

　他の「井戸端会議室」も覗のぞいてみるが、どこもかしこも「キャンセル発生で追加チケット販売来い！」「ワンチャン頼む！」という書き込みばかりで、たまに現れる「ライブ中止」という意見が袋だたきに遭あっている。

『あー……。ちょっと調べてみたんだけどー、「ライブは中止になる」って主張してる人たちのアドレス追跡してみたら、全部、ブリムレックのカントルーブ地方から送信されてるねー……。バレバレ過ぎて逆に怪しいレベル……』

　キャラがやる気なさそうに報告してきた。そんなことまでできるのかと驚いたが、それよりも重要なことがある。

「カントルーブ公の嫌がらせで確定じゃないか……」

「ただのイタズラという線は消えたとも言えますわね。ライブを開催したら、本当に武力行使をしてくる可能性がありますわよ」

「そうだな……」

　常つね信のぶは腕を組んだ。
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「おー……反響がすごいねー」

　キャラが晶機コムニカを弄いじりながら言う。

「あっという間に追加公演も完売ー……。陛下、思い切ったねー……」

「勝負はこれからだけどな……」

　常つね信のぶは水晶球を睨にらむように見つめながら答えた。

　脅迫状の件を知らされてから七日後。

　再びロワレに戻った常信はライブその他の準備を進めさせている。ヒルデガルトやロザリンド、ベアトリーチェはもちろんのこと、キャラとパオラも毎日、忙しそうにしていた。常信自身もオディロンと密談を交わしたり帝都のムツィオにシエラと考え出した構想について話したりと動き回っている。

「カントルーブ公がどう動いてきても対処できるように準備しておかないといけない。ジルベルトたち近衞このえ騎士団にロワレの警備をさせるのは変な話かもしれないけど……」

　皇帝の護衛として外遊に付き従っているはずの近衞騎士団は、常信が予定外の行動ばかりするせいで役目を全うできていなかった。今のところ最大の功績はロワレ再建のための建築作業という有様だ。今も温泉郷内の警備をさせている。

「そういえば、警備の方は問題なく行われているのかな……」
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　柄の悪そうな連中に向かって走る全身甲かつ冑ちゆうの大男が写っている。近衞このえ隊隊長のジルベルト・テッサリーニだ。何な故ぜ、隊長自ら出張ってきているのかは不明だったが、嫌な予感がして常つね信のぶは部屋を飛び出す。

「ここって目抜き通りだよなっ。わざと人通りの多いところで騒ぎを起こそうって魂胆に違いない」

　他の人々も次々に「一言投稿」に画像を挙げていく。それを見ながら外に出た。驚いた衛兵たちが常信の後に続く。状況はかなり悪くなっているようだった。柄の悪い連中は周りに何人も潜んでいたらしく、ジルベルトを取り囲んでいる。

「まずいぞ……。この数相手に一人じゃ無理だろ。かといって剣を抜いたりしたらロワレの治安を帝国民が乱したことになる……。カントルーブ公めっ」

　歯は噛がみしながら走った。街中を巡回していた近衞騎士にも声を掛けて引き連れる。観光客が何ごとかとこちらを振り向き、中にはついてくる者まで現れた。

「ジルベルト、無事でいてくれよっ。それから、早まるなっ」

　祈りながら目抜き通りに出る。

「!?」

　かなりの人だかりが出来ていた。その中心では歓声が上がっている。近衞騎士たちが「下がれ！」「道を開けろ！」と人々を押しのけた。常信は心臓をバクバクいわせながら現場に辿たどり着く。

「そおおおおおおい！」

　柄の悪い男が宙を舞った。

　群れている仲間たちの中に落下する。数人を巻き込んで倒れた。

「どうした？　もう音を上げるのか？　お前たちが勝負を挑んできたのだろう。最後まで誇りをかけて戦わぬか！」

　衝撃波のような一喝に、こちらまで竦すくみ上がってしまう。

　ジルベルトが仁王立ちしていた。

　彼の周りには鼻血を出したり腹を押さえて呻うめいたりして倒れている男たちが、ざっと数えても二十人以上いる。

「いいぞー！　もっとやれぇ！」

「すごいぞ鎧よろいの兄さん！　全員、ぶっ飛ばしちまえ！」

　観客たちから応援の声が上がった。柄の悪い連中は完全に及び腰になっている。

「死ねやあああ！」

　そのとき、ジルベルトの背後で倒れていた男が一人、剣を抜いて斬きりかかった。悲鳴が上がる。

「ふん」

　ジルベルトは振り返りざま、相手の剣を躱かわしつつ鳩尾みぞおちに岩のような拳こぶしを叩たたき込んだ。「ぐえっ」と男が唾つばを吐きだし、次の瞬間、宙を舞う。

　ドウッと石畳の地面に落ちた。泡を吹いて気絶している。

「徒党を組んで弱い者に狼ろう藉ぜきを働くことしかできぬ雑魚如ごとき、俺の剣を抜くまでもない。まだやるか、そこの群れた犬ども」

　ジルベルトがギロリと柄の悪い連中を睨にらんだ。

「お、覚えてやがれっ……！」

「こんなことして、ただで済むと思うなよっ……！」

　とても分かりやすい捨て台詞ぜりふを残して男たちは逃げていった。

　二メートル近い巨体を翻し、ジルベルトが周囲の人々に大だい音おん声じようで告げる。

「俺は栄光あるグロリア帝国近衞隊隊長ジルベルト・テッサリーニだ！　偉大なる皇帝陛下の命により、ここロワレの治安は我ら帝国近衞隊が守る！　民衆よ、恐れるな！　我らにはアルフォンソⅠ世陛下のご加護がある！　ロワレの平穏と繁栄は決して揺らぐことがない！　皇帝陛下に感謝を献ささげよ！」

　オオオオオオオオオオオオオ!!

　周りにいた近衞騎士たちが天に向かって拳を突き上げる。

　つられて野次馬たちも爆発的な歓声を上げた。

　割れんばかりの拍手に包まれる。

「何だ、これ……？」

　民衆の熱気に押し出される形でジルベルトの側そばまで向かった。常つね信のぶの姿を認めるなり、ガバッと大男が跪ひざまずく。

「陛下！　ご命令通り、ロワレの治安を乱す輩を懲らしめました！」

「……ジルベルト、お前、強かったんだな」

　正直、侮あなどっていた。「七勇神姫セテイオ・プリンサ」のような常識外れの力でなく、純粋な腕力を見せつけられたので、余計、強さが際立って感じられる。

「お褒めにあずかり光栄です！」

　周りの歓声に全く負けないどころか一人で押し返すほどの声で返事をした。ジルベルトの態度を見て気づいたのだろう。「皇帝陛下？」「皇帝陛下だ！」と人々が囁ささやきだした。常信の周囲を近衞騎士が囲む。

「陛下、ホテルにお戻り下さい」

　騎士の一人にそう囁かれた。頷うなずき、彼らに守られて戻る。ジルベルトは倒れている男たちを縛り上げるよう部下に命じていた。




「とんでもないものを見たなあ……」

　夕食後、改めて今日のことをパオラたちに話す。パオラは素直に「すごいね！」と瞳ひとみをキラキラ輝かせたが、ベアトリーチェは肩をすくめた。

「あの筋肉バカにも使い道があったのですね」

「そんなことより皇帝！　このままカントルーブ公こう爵しやくを野放しにしておくつもりっ？」

　クオーレが口を尖とがらせる。

「慈愛の女神様にそういうこと言われると違和感しかないんだけど……。もちろん手は打つよ。そのための準備も進めてきたわけだし」

　そう返してキャラに目配せした。「あいあーい」と安楽椅い子すにだらしなく座ったまま猫耳娘が晶機コムニカを操作する。水晶球に映像が映し出された。

「これは？」

　ロザリンドが身を乗り出す。ヒルデガルトも側そばに寄ってきた。

「カントルーブ公爵の屋敷だよ。昼間の騒動を受けて、向こうがどう出るのか確認しておかないといけないからね」

　パオラを膝ひざに乗せつつ答える。水晶球の映像が切り替わっていき、三人の男が映し出されたところで止まる。声が聞こえてきた。

『失態だな』

　部屋の奥。一番豪華な椅子に座った男が重々しい声で言った。

　精せい悍かんな顔つきの中年だ。身なりの良さからして、彼がカントルーブ公爵であろう。がっしりとした体格で全身から力が漲みなぎっている。そして強烈な特徴があった。

　顔の半分ほどが黒ずんだ染みで覆われている。衣服に隠されてはっきりとは分からないが、どうやら腕にも同じ染みがあるようだ。手の甲に黒染みが見え隠れしている。

「あ……この人、竜熱病だ……」

　パオラが呟つぶやいた。悲しそうに表情を曇らせる。

「竜熱病？」

「竜騎士の人が罹かかりやすい病気だよ。竜の魔力障害の一つなんだ」

　胸に頭を押し当て、彼女がこちらを振り向いた。

「あのね、へーか。竜って私たちよりずっとたくさん魔力を体内にたくわえてるの。それで、汗みたいにいつもじんわり放出してるんだ。リンちゃんに乗ってたとき、床暖房みたいで暖かかったでしょ？　あれって魔力の影響なんだよ」

「ああ、そういえば……」

「でもね。人間がたくわえられる魔力量って限界があるから、長い間、竜の放出する魔力を浴び続けてると体を壊しちゃうの……」

「それが竜熱病……。じゃあ、カントルーブ公爵は竜騎士なのか」

「これほど黒染みが広がっているということは、病状はかなり進行しているな……」

　ロザリンドが眉み間けんに皺しわを寄せる。パオラも辛つらそうに頷うなずいた。

『まあまあ、公こう爵しやく様。お怒りはごもっともですが、そのくらいで』

　カントルーブ公爵は執務机の向かいに跪ひざまずいている青年を叱しつ責せきしていたが、それを脇に侍はべる男がやんわりと止めた。茶色のベレー帽に茶色のコートという出で立ちのチョビ髭ひげ親爺おやじだ。ニコニコと笑みを絶やさないが、その所作は隙すきがない。

『うむ……。ルシアンに任せたのは俺の判断だ。責任は俺にある。だが、随分と杜ず撰さんな手ではなかったのか、バミヤン？　商会の融資でどうにか維持しているとはいえ、俺は貴殿たちの言いなりになった覚えはないぞ』

　公爵がチョビ髭親爺を睨にらむ。バミヤンはチョビ髭を撫なでつけつつ『もちろんでございます』と返した。

『我らバンデッド商会は、あくまで公爵様に融資させていただいている身。分不相応な願望などこれっぽっちも抱いてはおりません』

『ならば、良い。それで、ロワレでの一件はどう処理するつもりだ？　兄上がグロリア帝国と手を組んだとは聞き及んでおったが、帝国兵が警護しておるとは……！』

　ダンと執務机を叩たたく。

『こうなると、致し方ありますまいなあ。金で雇ったごろつき連中では正規兵に太た刀ち打うちできますまい。脅迫すら鼻で嗤わらう皇帝を追い払うには、こちらも相応の力を行使せねば』

　カントルーブ公爵の眉まゆがピクリと跳ねた。

『内乱になるぞ』

『カントルーブのためでございます。このまま衰退し、領民を貧困にあえがせるわけには参りますまい。恐れながら公爵様は、すでにご決断なされたのでは？』

『……そう、だったな』

　バミヤンから目を逸そらし、どこか諦あきらめた表情で呟つぶやく。

『俺は、カントルーブの領主だ。何があっても領民を守る義務がある』

　椅子から立ち上がった。執務机を回り込み、跪いている青年の肩を叩いた。

『ルシアン、戦支度だ。俺もディアゴラで出る』

『父上！』

　青年が弾はじかれたように立ち上がる。公爵は一つ頷いた。

『決めたことだ』

『ですがっ……、そうなれば陛下はきっとマリーに討伐をお命じになります。彼女一人で我々を全滅させることなど容易たやすいでしょう。何より──』

『あの子に殺されるのならば、本望だ』

　そう言い残し、公爵は部屋を出ていく。青年が後を追い、室内にはチョビ髭親爺だけが残された。

『……ここまで、あの不気味な奴の計画通りか。ヴェイルジェンドン家など噂うわさに過ぎないと思っていたが、こうなると認めざるを得んな』

　晶機コムニカを取り出し、何やら書き込む。

『報告に行くとしよう』

　そう呟つぶやいてバミヤンも部屋を出ていった。

「キャラ！　あの男を追ってくれ」

　常つね信のぶは咄とつ嗟さに叫ぶ。猫耳娘が「そんなに焦らなくても大丈夫……」とやる気なさそうに晶機を操作した。画面が切り替わっていき、チョビ髭ひげ親爺おやじの姿が映し出される。廊下を進み、玄関に出ると馬車に乗り込んでしまった。

「追尾できるかっ？」

「大丈夫だってー……」

　緊張感をどこかに置き忘れてきたような声でキャラが答える。その言葉通り、街中を走る馬車をしっかりと追跡した。

「とうとう、待ったなしの状況になりましたわね」

　水晶球を見つめたまま、ベアトリーチェが口を開く。

「カントルーブ公こう爵しやくはロワレを攻めるおつもりですわ。しかもご自身が出陣すると言っておりました。つまり竜騎士団を動かすということ……」

「最悪だな……。竜騎士団に襲われたらロワレはひとたまりもない。そして報復にオディロン王はマリアンヌにカントルーブ公の討伐を命じるだろう。カントルーブも焦土と化す恐れがある……」

「ロザリー、あのマリアンヌがそこまでするだろうか？」

「ヒルデ、あなたは彼女の一側面しか知らない。マリアンヌはいざとなれば冷徹な判断を下せる人だよ。今までも、そうしてブリムレックを守ってきたのだから」

「それにしても、どうしてカントルーブ公はこのような暴挙に出たのだ？」

「それは私も気になっていたんだ。自分が温泉郷の利益を独占したいという理由だけで、ここまで強硬な態度を示すだろうか？」

　ロザリンドとヒルデガルトがあれこれ話している。

　パオラはしゅんと萎しおれている。

　そして常信は、今し方、思いついたことについて考えを巡めぐらせていた。

　やがて馬車が一軒の邸宅に入った。バミヤンがそそくさと中に入る。追跡は滞りなく、廊下を進むチョビ髭親爺を追った。

　バミヤンは書斎らしき部屋に入ると素早く鍵を掛ける。窓のカーテンも引き、左右を用心深そうに見回した。

「分かりやすく怪しい行動をしてるな。この男の家のようだけど……」

　常つね信のぶは画面に集中する。バミヤンが本棚の本を探った。ガタンと音がして本棚に隙すき間まができる。隠し扉だ。その隙間に素早く滑り込む。

「キャラ！」

「心配しなくてもいけるってー……」

　彼女の言葉通り、バミヤンの背中をしっかり追っていた。地下への急な階段を降りていくと、突き当たりに一枚の扉が現れる。バミヤンが扉の前で居住まいを正し、ノックをした。少し間があって『入るポッポ』とくぐもった声がする。

『失礼致します』

『バミヤン！　つけられてないポッポ？　十分、注意したポッポ!?』

　バミヤンが室内に入るなり、そんな言葉が投げかけられた。部屋の奥。一人掛けの高級そうなソファに青い鳩はとの仮面を被かぶった男が座っていた。

「鳩!?」

　常信は目を見開く。ベアトリーチェも「鳩ですわね……」と呟つぶやいた。青鳩の仮面を被った男は『クルックー』と喉のどを鳴らす。

『ご安心下さい。この家の監視体制は万全でございます、「青鳩」殿』

　バミヤンが丁寧にお辞儀をした。常信はキャラの方を見る。

「大丈夫だってー……。陛下は心配性だねー……」

『貴様の言うことはあてにならんポッポ。俺も独自に警戒網を張り巡めぐらせてるポ。妙な虫が入って来たら、すぐ分かるポッポよ！』

　常信はギクッと身を強こわばらせた。

『今のところ、異常はないポッポね』

　ホッと胸をなで下ろす。「だから言ったじゃーん」とキャラが眠そうな顔で言った。

「あんな甘い警戒網、寝てても突破できるよー……」

「やる気なさそうなのに、さすがだな」

　そう返しつつ、改めて男を観察する。顔は仮面で完全に隠されており、室内であるのに青いコートを羽織っていた。コートには青い鳥の羽根が縫い付けられている。

「……青い鳩みたいな奴って、こいつのことだよな」

　盗賊団の首しゆ魁かいから聞き出した話を思い出した。

「何な故ぜ、語尾に『ポッポ』とつけるのでしょうか？」

　ヒルデガルトが真剣な顔で首を捻ひねる。ロザリンドが「本来の口調を隠すためでは？」と真面目に意見を述べた。

『それで、状況はどうなってるポッポ？』

　偉そうに足を組み、「青鳩」と呼ばれた男が顎あごをしゃくる。

『カントルーブ公は戦の準備に入りました。じきに出陣なさるかと』

『正確な日時を把握して連絡するポッポ。商売は時間との戦いポッポよ』

『はい。それはもちろん、追ってご連絡致します』

『これでカントルーブ公は終わりポ！　契約書には全すべてサインをさせてるポッポ？』

『「青鳩」殿の仰おつしやった通りに。すでに公こう爵しやく領における権利の悉ことごとくは我がバンデッド商会の担保となっております』

『ポッポ！　こっちの計画は上う手まくいきそうポ。あとはなるべく内乱を長引かせるため、オディロン王とカントルーブ公の双方に物資を供給するポッポ。マリアンヌ姫が動けばすぐにカントルーブは火の海になるけれど、内乱はそこから泥沼になるポッポ』

　男がポッポッポと変な含み笑いを洩もらした。

『公爵の息がかかった貴族たちは国王を責め、あちこちで戦が始まるポッポ。いくらマリアンヌ姫が大陸最高の竜騎士であろうと、女神の加護を得た「七勇神姫セテイオ・プリンサ」であろうと、たった一人で事を治めるのは不可能ポッポ』

『……あの、本当によろしいのでしょうか？』

　バミヤンが恐る恐る口を挟んだ。

『このままではブリムレックは分裂し、崩壊致します。取引先が潰つぶれてしまっては元も子もありませぬ……』

『バミヤン。ちょっとこっちに来るっポ』

　青鳩仮面がちょいちょいと手招きする。『はい』とチョビ髭ひげ親爺おやじは素直に近づいた。

『クルックー!!』

　青鳩のくちばしが高速でバミヤンの肩を突つつく。『あがぁっ!?』と悲鳴を上げ、バミヤンはひっくり返った。肩を押さえて転げ回る。

『何のために公爵に莫ばく大だいな借金を負わせ、領地の権利を悉ことごとく押さえたと思ってるんだポッポ？　公爵の息子をブリムレックの王位に据えて俺たちの傀く儡ぐつにするためだろポッポ！　内乱でしこたま儲もうけたら、頃合いを見て戦をやめさせるポ。その頃にはまともな体力が残ってる貴族など一人もいないポッポ。ブリムレックの貴族たち全員、国王でさえも、金と物資を握ってる俺たちの言いなりにできるポッポよ』

『お……恐れ入りました……』

　バミヤンは肩を押さえたまま平伏した。青鳩仮面が『クルックー』と喉のどを鳴らす。

『貴様らが帝国の正妻総選挙とかいうバカげた騒ぎに金を注つぎ込んで大損したせいで、もっとじっくり進めるはずだった俺の計画が前倒しになっちまったポッポ！　何でヴェイルジェンドンに名を連ねる、この俺様が貴様らの尻ぬぐいをしなきゃならないポッポ！　全く、使えないうすのろポッポ！』

『申し訳ございませぬ……』

『ポオオオオオオオ！　それにしても苛いら々いらするポッポ！　何でこのタイミングでグロリア帝国の皇帝が出張ってくるポッポ！　あいつのせいでテルエで進めていた計画が台無しになってしまったポッポ！』

　常つね信のぶはハッとした。すでに彼の耳にはテルエでの盗賊団討伐の報が届いているのだ。

『グルンニル商会の荷を盗賊団に奪わせて、それをバンデッド商会経由で売りさばく。グルンニルには保険金が入り、バンデッドも儲もうかる。俺様の完璧な計画が一年もしないうちに破綻するなんて信じられないポッポ。やはり「黒こく蝶ちよう」様の懸念通りポッポ……？』

「こいつ、あくどいことを平然とっ……！」

　握りしめた拳こぶしが震える。

『まあ、いいポ。皇帝の外遊は想定外だったけど、ロワレを再建してくれたおかげで内乱のきっかけになったポッポ。帝国軍が内乱に干渉するのなら、それはそれでナヴィガシー辺りが儲かる。つまり最後はヴェイルジェンドンが潤うという寸法ポッポ。どう転んでも悪くはならない。ブリムレックが俺たちの物になるのも時間の問題ポッポねぇ』

　ポッポッポとまた怪しい笑い声を上げる男にバミヤンも愛想笑いを浮かべた。

『さすがは「青鳩」殿。深遠な計画に感服致します』

『世辞はいいから、さっさと仕事に戻るポッポ！』

　青鳩の仮面がバミヤンを睨にらむ。ガバッと頭を下げ、『失礼致しました！』とチョビ髭ひげ親爺おやじは地下室を飛び出していった。

『さてと、少し寝るポッポ。あくせく働くのは下っ端のやることポッポ』

　ソファから立ち上がり、青鳩仮面は隣の部屋へと消える。

　そこで常信は水晶球から顔を上げた。

「陛下、これほどあっさりヴェイルジェンドンの一族を見つけることができたのは僥ぎよう倖こうですけれど、今は急ぎオディロン王にカントルーブ公のことをお伝えすべきです」

　ベアトリーチェが進言する。

　ロザリンドもヒルデガルトも真剣な表情でこちらを見ていた。

「ああ、うん……」

　彼女たちに軽く手を挙げて制する。

　頭の中で様々な情報が渦巻き、ある仮説を生み出していた。

　何度も何度も考え直し、可能性を検討する。そのたびに確信が深まった。これが正解なのではないかと感じる。

　それでも慎重に、常信は言葉を選んで言った。

「なあ……。ひょっとしてカントルーブは、源泉が枯こ渇かつしてるんじゃないか？」

　しょんぼりしていたパオラが顔を上げる。キャラも晶機コムニカを降ろして振り向いた。

「陛下、今、何と……」

　ベアトリーチェが尋ねる。

「あくまでカントルーブ公の会話を聞いただけでの、勝手な仮説なんだが……。考えれば考えるほど辻つじ褄つまが合うって言うか……」

「ちょっと皇帝！　バシッと言いなさいよ、バシッと」

　クオーレに叱しつ咤たされる。思わず背筋が伸びた。

「だから、カントルーブはもう温泉が出なくなっているんだよ。そう考えると公こう爵しやくの行動にも違う目的が見えてくるだろっ。カントルーブ周辺の町を傘下に収めていったのは利益を独占するためじゃない。他の源泉を確保するためだ」

「あっ……」

　ロザリンドが目を見張る。

「自前で温泉を維持できなくなったから、よそからお湯を運んでいたんだ。その事実を隠すためには傘下に入れるしかなかった。そしてその設備投資や人件費もろもろがかさんで金額を上げざるを得なかった。高級路線に移ったわけじゃない。値上げせざるを得なかったんだ。でも、その理由を正直に言うわけにはいなかった。カントルーブは温泉郷としてブリムレックで一番有名で、最大の観光資源だ。そこが破綻したら下手すると国が傾く。少なくともカントルーブの領民の生活には大打撃が及ぶ」

「それで、真実を隠いん蔽ぺいし続けていたのですね……。そうなるとロワレやその他の、傘下に加わらない温泉地に対する嫌がらせも何となく分かりますわ。値上げで顧客が離れてしまうのを恐れ、競合相手を弱体化させることにした」

　ベアトリーチェの言葉にロザリンドが憤いきどおる。

「そんなことをしては自国に不利益がもたらされるだけだ！　自分の領地さえ安寧ならそれで良いと言うのか!?」

「ロザリー、申し訳ないけど、私にはカントルーブ公爵のお気持ちが少し分かるよ……。父上も生前、領民のことを第一に考えていた。もちろんイグドラル国民としての忠誠は揺るがない。それでも、一番に優先したのは民の命であり生活だったんだ」

　ヒルデガルトが寂しそうに言った。ロザリンドは口を噤つぐむ。

「もちろん、今のは何の根拠もない俺の想像だ。本当は全く違う理由なのかもしれない」

　常つね信のぶは急いでつけ足した。ところが今度はクオーレが口を開く。

「なるほど。道理で同じだった訳ね」

「クオーレ？」

「私、このところずっと、ユーリと二人でブリムレックの温泉巡めぐりしてたの。慈愛の女神として、ロワレだけに祝福を与えるのも不公平だと思ったから。で、一度、追い返されたカントルーブには夜中こっそり忍び込んだんだけど」

「堂々と言うなよ」

「仕方ないでしょ！　ちなみにユーリがいるから侵入は楽だったわ」

「だろうな……。それで？」

「カントルーブの泉質は、周りの温泉と全く同じだったのよ。というか、近くの温泉が幾いくつか混ざってた感じがしたわね。場所が近いんだから泉質も似るわよねと、そのときは思ったんだけど」

「決まりではありませんか、陛下？」

　ベアトリーチェが常つね信のぶを見る。思わず唸うなってしまった。

「……キャラ、裏を取る方法はないか？」

「んー……こんなのはどう……？」

　キャラが晶機コムニカを操る。水晶球に幾つかの画像が映し出された。

　一枚目はカントルーブの源泉を空撮したもの。立ち入り禁止の看板が立ち、警備の兵士が立っている。そしてその奥には、掘削した跡だけがあった。源泉の湧出口らしきところは完全に枯れている。

　二枚目は茶色の帽子を被かぶり茶のコートを羽織った男が御者を務める馬車が数台、夜中に山やま間あいの細い道を進んでいる写真だ。馬車の積み荷は大量の甕かめである。

　さらに三枚目。カントルーブ傘下の温泉地の源泉で兵士の厳重な警備の下、大甕にお湯が注ぎ込まれている様子が写っていた。

「これ、どこで見つけたんだ!?」

「あー……カントルーブ公こう爵しやくの屋敷を探ってたときに、たまたまねー……。で、面白そうだから、後をつけて空撮したんだー……」

「証拠まで揃そろってしまいましたわ。陛下、このことをオディロン王にお伝えすれば、カントルーブは終わりです」

「そう……だな……」

「陛下？　まだ、何か気になることが？」

　首を傾かしげるベアトリーチェにパオラがぷくっと頬を膨れさせた。

「ビッチェは静かにしてて！　へーかはカントルーブの人たちも、みんな助けたいと思ってるんだよ！」

「それは……」

　ベアトリーチェが何か言いかけてやめる。常信はパオラの頭を撫なでた。

「そうだね……。そうできれば一番良いんだけど……。俺が考えてたのは、カントルーブ公の最後の言葉なんだ。どうしてマリアンヌに殺されるのが本望なんだろう？　やっぱり同じ竜騎士だからなのかな？」

「それについてはボクが説明してあげよう！」

　扉が開き、黒服の男装乙女が颯さつ爽そうと姿を現した。

「シエラ！　何でここにいるんだっ？」

「ランスでの交渉が思いの外ほか、早く片付いてしまってね。せっかくだから温泉に入りに来たんだよ。あと、マリーの様子も気になっていたし」

　シエラは空いていたソファに座り、優雅に足を組む。

「カントルーブ公とマリーの関係についてだったね」

「あ、ああ……。何か知ってるのか？」

「もちろん！　ボクとマリーは大親友なんだよ！」

「ブリムレックとランス、テルエは北方三国として頻繁に連携を取っています。王族同士の結婚も珍しくありませんし、二人は幼い頃から面識があったようです」

　ロザリンドが淡々と解説を入れた。シエラがパチンと指を鳴らす。

「ロザリー、ありがとう！」

「あなたのためではなく、陛下のためだ」

　冷たくあしらわれ、シエラが嬉うれしそうに頬ほおを緩めた。

「それで、マリアンヌとカントルーブ公はどういう関係なんだ？　もちろん叔お父じと姪めいってことは分かるけど」

「カントルーブ公。フルネームはルイ・アンドレ・スライフォード・デ・カントルーブ公こう爵しやくなんだけど、彼はマリーの竜騎士としての師匠だ」

　合点がいった。同時に運命の残酷さを思う。

「ブリムレックにおいて竜騎士は最高峰の誉ほまれだ。カントルーブ公はブリムレック一の竜騎士として絶大な人気と信頼を得ていた。だけど、彼の息子たちには竜騎士の才能が引き継がれなかったんだ」

「竜騎士になるには、特別な才能が必要なのか？」

「皇帝は知らないのかい？　竜騎士になるためには竜に認められなければならない。素質を確かめるのは簡単だ。実際に竜と一対一で対たい峙じさせる。竜に触れることができれば素質あり。逃げ出せばなし。竜が嫌がって逃げられてもなしだ」

「なるほど……」

「カントルーブ公には確か三人息子がいるけれど、残念ながら三人とも素質がなかった。そして竜騎士としての才能を認められなかったオディロン王の娘に、天性の才能が見み出いだされたんだ。それがマリーだよ」

　シエラはよどみなく語り続ける。

「オディロン王は大いに喜び、マリーを弟であるカントルーブ公に託した。公爵も実の息子に託せなかった思いを姪であるマリーに託したんだろうね。マリーは幼い頃から竜騎士としての訓練を受け、そしてカントルーブ公をも凌しのぐ竜騎士に成長した。ブリムレック史上初めて太古竜の一体であるセキリンダイシンリュウを騎竜にしたんだ。師匠としてこれ以上の喜びはなかったろうね」

　常つね信のぶはようやく理解した。

　セキリンダイシンリュウに連れられて練兵場の窓から中を覗のぞいた夜。

　あのとき見たマリアンヌの顔は、あまりに冷たかった。あれは叔お父じを討伐しなければならない重みだけでなく、師匠を手にかける痛みも伴っていたのだ。

「皇帝。マリーは命じられれば躊ちゆう躇ちよなくカントルーブ公を斬きるよ。彼女はブリムレック一の竜騎士として、今まで幾いくつもの重責を担ってきた。それだけでなく、第一王女として、長子として将来のブリムレックを背負って立つ立場でもあるんだ」

「ブリムレックに、他に世継ぎは？」

「オディロン王には今のところ娘が三人いるだけだからね。このままなら長女のマリーがうちかランスの王子を婿むこにとるだろう」

「そんな素振り、まったく見せたことなかったのに……」

　常信の呟つぶやきにシエラが肩をすくめる。

「見せるわけないだろう。ブリムレックの第一王女として、自国民に弱い姿は見せられない。他国民なら尚なおのことだ。彼女はいつだって頼られ、甘えられる立場であって、誰かを頼ったり甘えたりできる立場にはいないんだから」

「…………」

　言葉を失う。

　あのスイーツ好きゆるふわ乙女が背負っているものの大きさを想像すると、自分は関係ないのに押し潰つぶされそうになる。

　きゅっと胸を掴つかまれた。

　パオラが潤んだ瞳ひとみでこちらを見上げている。

「へーか、マリアンヌさんを甘やかしてあげられるのは、へーかだけだよっ」

　真剣な顔で言われ、思わず笑みが洩もれた。

「ああ、そうだな。マリアンヌだって嫁の一人だものな」

　背中を押された気がした。

「ありがとう、シエラ。色々と分かったよ。ようするに、全すべて解決すれば良いんだろ」

　パオラを膝ひざから降ろし、立ち上がる。ベアトリーチェが眉まゆを顰ひそめた。

「陛下、あまりお優し過ぎるのも考えものです」

「そう言うな。これも全て帝国のためだ。……多分」

　不敵に微笑ほほえむ。

「カントルーブ公に、ブリムレックの民に、そして何よりマリアンヌに、俺たち帝国の本気を見せてやろう」





第九章　たまには皇帝（傲ごう慢まん）らしいところを見せようと思う







　数日後、ブリムレック王都レムシャルトに急報が入った。

「カントルーブ公がロワレに向けて竜騎士団を動かしました！」

　謁えつ見けんの間に動揺が走る。

　オディロン王は片手を挙げて臣下を静め、詳しい報告をさせた。それによると、カントルーブ公こう爵しやくが有する竜騎士団総勢二百騎がすでにカントルーブを出陣したという。半日とかからずロワレに到達するのは間違いない。

「愚かなっ……！　国を戦場にしては元も子もあるまいに……」

　オディロンは報告を受け、玉座の肘ひじ掛かけを強く握りしめた。「いかがなさいますか」と宰さい相しようが側そばに寄る。その目には覚悟の色が見て取れた。とうの昔に想定していたことが現実になっただけ。口にせずともそう物語っている。

　国王からの命が下れば、ただちに応戦の兵が動く。何より、国内、いや大陸一の竜騎士マリアンヌが出陣すれば、早晩、決着はつく。

　そしてカントルーブは滅ぶ。

　弟のことを思い、瞑めい目もくした。

　迷ってはいられない。すぐにでも決断し、命じなければならない。

「うふふ～」

　緊迫した状況においては、あまりに間の抜けた声がした。

　目を開ければ、玉座に相対して数段下にマリアンヌの姿がある。娘はグロリア帝国皇帝から貰もらったという聖せい戦せん斧ぷグルカーンを手に立っていた。

「陛下、ご命令を」

　まるで楽しみにしていた川遊びに出かける幼子のような口調で言う。周りで低く歓声が上がった。「マリアンヌ様なら間違いない」「これで大丈夫だ」と臣下たちが口々に言う。その声が聞こえているのかいないのか、微笑を浮かべて自分を見つめている。

　実の叔お父じであり、幼い頃から優しく厳しく指導してくれた師匠を殺しに行けと、そう命じられるのを待っている。

　あまりに残酷な運命だ。

　頭を振る。ここで揺らぐわけにはいかない。ロワレは帝国との友好の証あかしであり、今後のブリムレックを支える重要拠点になることは間違いないのだ。

「マリアンヌ、王都の竜騎士団を率い、ただちに──」

「ちょっと待った！」

　謁見の間に新たな声が響いた。





　　　　◆　◆　◆






　常つね信のぶは努めてゆっくり歩いた。

　悠然と、堂々と、なるべく偉そうに見えるよう歩を進める。心臓がバクバク鳴っており、本心では早くオディロン王の前まで言って話すべきことを話してすぐに帰りたい。

　特にマリアンヌの脇を通るときが一番怖かった。彼女の視線がものすごいプレッシャーになる。緊張しすぎて吐きそうだ。

「オディロン殿、少し待って欲しい」

　程よい距離で立ち止まり、そう告げる。一拍置いて、「おお、これはこれは」とオディロンが立ち上がった。玉座前の段差を降りてくる。

「皇帝殿、こちらに来てくれたのはありがたい。しばしロワレ周辺が騒がしくなるかもしれんので、数日、こちらで過ごされよ。御ご令れい妹まいは一緒ではないのかな？」

「その件だが、ロワレに竜騎士団を送る必要はない」

　近づいてきたオディロンを制するように断言した。ブリムレック王が立ち止まる。

「それは、帝国の兵だけで対応するという話か？　それは困る。確かにロワレは今、皇帝殿に運営権を預けているが、あくまでブリムレックの領土。自国を守るのは自国の兵でなければならない」

「確かにそうだろう。だが、俺が言っているのはそういう意味ではない」

「では、如い何かなる理由か」

「俺の嫁を勝手に戦に出さないでもらいたい」

　オディロンが目を剥むいた。チラリと常信の斜め後ろの位置に立つマリアンヌを見る。彼女の視線も背中に感じた。

「マリアンヌは先の正妻総選挙で惜しくも九位だったが、紛まごうことなき立候補者であり、俺の嫁の一人だ」

　傲ごう然ぜんと言い切る。オディロンが渋面になった。

「皇帝殿、それはいささか強引過ぎる。いくらマリアンヌが正妻総選挙に……マリアンヌ、やめなさい！」

　ゴウッと目の前を下から上に炎が嘗なめる。

「ひいっ……！」と悲鳴を上げてオディロンが身を引いた。

　常信は動かない。というより動けない。

「うふふ～。やっぱりリンちゃんに唆そそのかされてたんだね～」

　炎を纏まとった聖戦斧グルカーンを片手で軽々と回しながら「火の姫フイアネツサ」マリアンヌが常信の前に回り込んでくる。彼女の背中には、比ひ喩ゆではなく炎が燃えさかっていた。ただし、彼女自身を焼いてはいない。戦せん斧ぷと同じように炎を纏まとっているのだ。

「危ないな。こんなところで刃物を振り回すな」

　常つね信のぶは平気なふりをして返す。マリアンヌが小首を傾かしげた。

「皇帝さん、リンちゃんに何て言われたのか知らないけど、私のことは気遣わなくて良いのよ～。こう見えて～、ちゃんと王族としての務めを果たす覚悟はできてるんだから～。それに、もし可哀かわい想そうだなんて思われてるんだったら、怒っちゃうわよ～」

　ふんわり笑顔で近づいてくる。彼女がその気になれば、常信は瞬時に消し炭と化すだろう。そのくらいの威圧感があった。

　下腹に力を込め、目を逸そらさないよう気をつける。ほとんど背丈の変わらない相手を見下ろすよう意識した。

「あのね、皇帝さん。叔お父じ様と私のこともとっくに調べたんでしょうけれど、師匠だから殺せないなんて甘いことを言っていたら、国は守れないのよ～。むしろ、師匠が間違った道に進んでいたら、それを正してあげるのが弟子としての恩返しになると思うわ～」

　にこやかな笑顔のままマリアンヌが続ける。

「それに竜騎士はね、寿命が長くないの～。叔父様もかなり前に竜熱病を発症して、まだ四十代なのに、あと十年持つかどうかって言われてるわ～。竜に乗ればどんどん症状は悪化して寿命も縮んじゃう。それでも竜に乗ったのよ～」

　常信の前で再び戦斧を振り回した。

「せめて私が斬きってあげるべきでしょ～。竜に乗ったまま死ぬのが竜騎士の誉ほまれなんですもの～。きっと叔父様も私が来るのを待ってるわ～」

　周りからむせび泣く声が聞こえてきた。そちらを一いち瞥べつする。数人が堪こらえきれずといった様子で泣いていた。

「なるほど、竜騎士の誉れか。そういえば、竜騎士になるのはブリムレックにおいて最高の名誉らしいな」

「そうなのよ～。私も叔父様のおかげで、こんなに立派に育ちました～」

　そう言ってマリアンヌがばるんと胸を揺らす。

「恩返しのため、君はカントルーブ公を斬るというんだな？」

「師匠に勝つことも恩返しの一つよ～」

「そして竜に乗ったまま死ぬのが竜騎士の誉ほまれ、か」

「ブリムレックの英雄さんたちは戦場で散るのを望んでいるの～。ベッドで亡くなるのを恐れてすらいるのよ～」

「第一王女として、すでに幾度も苛か烈れつな決断をしてきたんだな」

「そうね～。だから、ここで躊躇ためらうようなことはないわよ～」

「大したものだ」

　感心したように呟つぶやいた。

「マリアンヌ、君の気持ちはよく分かった」

　マリアンヌが「うん」と頷うなずく。

「分かってくれて嬉うれしいわ～。それじゃ皇帝さん──」




「だが、俺の知ったことではない」




　ピクッとマリアンヌの笑顔にヒビが入った。

　常つね信のぶはあくまで尊大に言い放つ。

「竜騎士の誉ほまれ。王族としての務め。弟子としての恩返し。どれも素晴らしい。マリアンヌ、君は立派な王女であり竜騎士だ」

「そ、そうよね～……。だから──」

「だからといって俺の言うことを聞かない理由にはならない」

　ヒクヒクッと、今度ははっきり口元が引きつった。

「マリアンヌ。お前はすでに俺の嫁であり俺のものなのだから、俺の命令なしに戦うことは許されない。今回の一件は、帝国の力をもって全すべて解決するので、お前はリンと一緒におとなしくマカロンでも食っていろ」

「こ、皇帝さんっ……！　本当に怒るわよっ。悪い子は焼き滅ぼしちゃうんだから！」

　彼女の背中で炎が燃え上がる。

「さすがに余裕がなくなってきたようだな。いつものゆるふわな喋しやべり方はどうした？」

　常信はあえて煽あおった。

　ヒュンと鼻先で風が鳴る。

「私だって怒るときくらいあるわ！」

　眉み間けんに斧おのを突きつけられた。この状態で炎を噴き出せば常信の顔は丸焦げになる。周囲で悲鳴が上がり、マリアンヌを制止する声が飛んだ。

　しかし、誰も彼女を力尽くで止めはしない。

　とても太た刀ち打うちできる相手ではないと理解しているからだろう。

　彼女は孤高の存在だと思い込んでいるからだろう。

　単なる女の子だとは見ていないからだろう。

　それが、そのことが、本当に──

　腹立たしかった。

「……それで脅おどしているつもりか、マリアンヌ!!」

　怒声とともに一歩前に出る。熱された鋼鉄に触れかけた瞬間、斧が引かれた。「火の姫フイアネツサ」が一歩後ろに下がっている。

「怒っているのか？　それは良い。たまにはそういう顔も見てみたいものだ。もっとよく見せてくれ」

　容赦なく歩を進めた。こちらが前に出るたびマリアンヌは後ろに下がる。炎をまとう戦せん斧ぷを突きつけているのは彼女の方なのに、まるで追い詰められているかのように首を小刻みに振りながら下がっていった。

「来ないで……来ないで皇帝さんっ！」

　ドン、と彼女の背中が壁にぶつかる。

　いつの間にか広間の端にまで来ていた。近くに並んでいた貴族たちは皆、反対方向に逃げている。オディロン王の姿だけが視界の隅にあった。

「これ以上近づいたら、怪け我がじゃ済まないわよ……」

　マリアンヌの声は震えて弱々しい。

　彼女を包んでいた炎は消え失うせていた。

　茶色の瞳ひとみが潤んで震えている。

　常つね信のぶは、突きつけられた斧に額を押しつける勢いでもう一歩踏み込んだ。

「やめて!!」

　戦斧が投げ捨てられる。

　一気に彼女との距離が縮まった。

　逃げられないよう壁に手を突き、じっと相手の目を見つめる。

「うん。本心をさらけ出した、良い顔だ」

　顔を紅潮させ、マリアンヌが下唇を噛かんだ。

　背後で貴族たちが騒ぎ出す。信じられない光景に驚き、戸惑っているのだろう。

　それに気づいたのか、彼女の瞳に再び力が宿った。キッとこちらを見つめ返し、両手で胸を押す。突き飛ばされないよう踏ん張った。

　押し返せないとみるや、マリアンヌは声を張り上げる。

「いい加減にして！　これは叔お父じ様と私の問題よ！」

「いいや違う。ロワレとカントルーブの問題だ」

「とにかくブリムレック国内の問題なの！」

「ロワレを今、任されているのは俺だ」

「私には王族としての義務があるわ！」

「俺にはロワレを守る権利がある」

「私は国民を守らないと！」

「俺は君を守る」

　彼女の手首を掴つかみ、ぐっと顔の位置まで挙げた。

「マリアンヌ、そんなに自分の手を血で汚したいのか!?」
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「！」

　マリアンヌが身を強こわばらせた。場がシンと静まり返る。

「そうでないのなら黙っていろ。そうであっても黙っていろ。これは俺が解決する。君の出る幕はない」

「…………」

　しばらく見つめ合っていたが、彼女は何も口にしなかった。

　常つね信のぶは手を放し、改めてオディロン王に向き直る。

「そういうわけだから、動かないでいてもらおう。それでは」

　踵きびすを返すと、その背中にオディロンの声がかけられた。

「勝算は！　勝算はあるのかっ？　病身とはいえ、ルイはいまだ十分に強い。それに指揮能力でいえばマリアンヌより遥はるかに上だ！」

　その質問は想定内だ。振り返り、悠然と答えた。

「勝算？　何を言っている。カントルーブ公は戦うことなく敗北する」




　三日後。風の月二日。ロワレ襲撃を企くわだてたカントルーブ公こう爵しやくの竜騎士団二百騎は、全すべて生け捕りにされた。

「こんな……バカな話があるかっ……！」

　ルイ・アンドレ・スライフォード・デ・カントルーブ公こう爵しやくは怒りと悔しさに地面を拳こぶしで殴りつけた。ギリギリと歯は噛がみする。黒染みに半分覆われた顔が悔しさに歪ゆがんだ。

「一体、どうやった？　一体、どうやって……」

　自分を見下ろす憎き帝国の主を睨にらむ。

「偽のロワレを作り出したのだ!?」

　彼が率いた竜騎士二百騎は、カントルーブからロワレとは全く見当違いの方角に飛んでいき、それまで町など存在していなかった山岳地帯に作られた偽のロワレを襲撃。その際、町全体に仕掛けられた罠わなが発動し、二百騎全すべてが捕縛された。

「俺は長年、竜騎士としてこの国を飛び続けてきたから地図などなくとも決して迷うことなく国内のどこにだって飛んでいける！　今回も目印になる山や川といった地形は全く異常がなかった。にもかかわらずロワレとはまるで違う方角に飛び、あげくロワレそっくりに作られた町を襲撃してしまった！　訳が分からん！」

「大して難しいことじゃない。どんなにお前の指揮が優れていようと、乗っている竜の感覚が狂っていれば見当外れの方角に飛んでしまうことはある」

　常つね信のぶがさらりと返すなり、カントルーブ公の眉み間けんに皺しわが寄る。

「乗っている竜の感覚が狂うだと？　そんなことできるはずが……」

「できるんだよ。妖精族が竜を躾しつけるとき、一時的に酩めい酊てい状態にして大人しくさせる術があるそうだ。それの応用だな」

「何だ、それはっ……？　いや、待て。もしそのような方法があったとしても、我ら竜騎士団の竜にどうやって……ああ!!」

　公爵が目を剥むいた。

「皇帝……貴殿は……騎竜の世話係である妖精たちを買収しおったのか……!?」

「少し違うな。実は先日、妖精族の女王と知り合う機会があったんだ。そこで彼女に頼みブリムレック国内の妖精族に口を利いてもらった。いらぬ争いを避けるためだと言ったら素直に応じてくれたそうだぞ」

「そのような繋つながりがっ……！」

　項垂うなだれる。しかし、すぐに顔を上げた。

「では、あの偽ロワレは何だったのだ？　周りの風景も含め、完全にロワレそのものだったではないか！　建物も実際に建っていた。あれは魔法で作り上げた幻覚などでは断じてなかった……」

　カントルーブ公の困惑はいまだ収まらない。常信は晶機コムニカを操作し、注文履歴を探した。幾いくつか表示させて画面を相手に見せてやる。

「人手の心配はなかったんだが、資材集めがけっこう大変だったんだ。それにしても『大倉庫』には何でも売ってるな。さすがにビックリしたよ」
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「……何だ、これは？」

「最近、頻繁に利用している通販サイトだ。『大倉庫』って言ってな。独自の物流網を持っているから商会を通さず直接買い物ができるんだよ」

「そ、そんなことを聞いているのではないっ……！」

　悲鳴に似た叫びに常つね信のぶは「ああ、うん」と頷うなずいた。

「ロワレにそっくりな風景を作り上げるのはどうにかなったんだが、町一つを建造するのはさすがに時間が足りなかったんだ。だから『大倉庫』で出来合いの建物を購入したんだよ。ロワレの町並みに揃そろえるため、あちこちカスタマイズしたから完成はギリギリだったなあ。本当にみんな、よく頑張ってくれたよ」

　連日の突貫工事をこなしてくれた兵士たちは帝国の宝だ。そう思い、何度も頷く。

「……建物を、買った？　ロワレのように見せかけるため、周りの風景を作った？　ああ……あああああっ……意味が分からない！」

　カントルーブ公が頭を抱えた。

「異常過ぎる！　戦を避けるため、騎竜の方向感覚を狂わせたのは分かる！　それは迂う闊かつだったと悔やむこともできる！　しかし、数日で町をもう一つ作っただと？　それも、俺たちに襲撃させるためだけに！　端から破壊させるためにわざわざ町を一つ用意するなど、異常にも程があるだろう!?」

「それで戦をせずに済んだ。安いものだよ」

　常つね信のぶはさらりと言い返す。

「双方、死者は出ていない。捕縛魔法が発動したとき負傷した騎士や竜はいたようだが、その程度だ。帝国兵にいたっては全員、無傷だ。これ以上ない戦果だぞ」

「理解できん……。結局、俺たちは奸かん計けいにはまって敗れたのか……。勇敢に戦って散ったのではなく、罠わなにかかって捕らえられるという、情けない結果で……」

　ぐうう……と唸うなり、血走った目でこちらを見上げた。

「これが、帝国のやり方かぁっ！　まともに戦うこともできず、戦場での誇り高き死も得られず、ただただ虜りよ囚しゆうの辱はずかしめを受けさせられる！　このような屈辱、耐え難い！」

「ああ、そういえばマリアンヌが言っていたな。竜に乗ったまま死ぬのが竜騎士の誉ほまれだとか……」

「皇帝……貴殿に武人としての誇りを理解する心があるのなら、せめて俺に一騎打ちの機会を与えて欲しい……。勝敗が決しているのは重々承知している。ただ、せめて、あの子と……マリアンヌと戦って散りたいのだっ……」

　病に蝕むしばまれた痛々しい姿で公こう爵しやくが懇こん願がんする。頭を垂れ、額を地面にすりつけた。

「頼む……」

「…………」

　常信はカントルーブ公を見下ろす。

「竜騎士の誉れか……」

　呟つぶやく。

「くだらんな」

　鼻で嗤わらってみせた。

　カントルーブ公が弾はじかれたように身を起こす。その目には驚きよう愕がくと落胆と、激情が浮かんでいた。

「今、何と言いおった……皇帝！」

「くだらんと言ったのだ、カントルーブ公。竜騎士の誉れだと？　思い上がるなよ」

「こ、ここまで愚弄されるとはっ……！　貴殿には人の心というものがないのか!?」

　飛びかかりそうな勢いの彼を左右から衛兵が押さえつける。殺意の籠こもった目で睨にらまれ、脇に嫌な汗をかく。だが、こちらも腹を立てているのは同じだ。

「人の心か……。悪の権化たる帝国の頂点に対して愚問ではないか？　それはそれとして、俺が言っているのはお前の思い上がりについてだ」

　あくまで傲ごう慢まんな態度を崩さず言い募る。

「竜に乗って死ぬのが竜騎士の誉れだと言ったな。だが、それは戦うべきときに死力を尽くして戦い、その上で力及ばず倒れたときに与えられる名誉のはずだ。単に失敗して何もかも嫌になった者が、態ていの良い逃げに利用するための方便ではない」

「んなっ……。一騎打ちを逃げと言うのか!?」

「一騎打ちという名の自殺に過ぎないだろうが！」

「んぐっ……」

　絶句する公こう爵しやくに更に言い放った。

「そもそも、竜騎士団でロワレを襲撃した時点でお前の論理は破は綻たんしている。ロワレを滅ぼしたところでカントルーブが栄えるわけではない。それどころか王都から報復の軍が送られ、カントルーブも早晩、滅ぶ。そのくらい分かりきっていただろう」

「…………」

「にもかかわらず出陣したのは、最後に一花咲かせたかった。それも、恐らく『ロワレを滅ぼす』のではなく『大陸最強の竜騎士マリアンヌと戦って死ぬ』という『竜騎士としての誉ほまれ』が欲しかったからだ。自分の死に価値が欲しかっただけだ」

　一歩、詰め寄る。

「思い上がるなよ。お前の自殺に他者を巻き込むな。死にたいなら一人で静かに死ね。竜騎士の誉れなどと偉そうに吠ほえおって。それこそが竜騎士としての誇りを最も穢けがす行為に他ならないだろうが！」

　公爵の体から力が抜けた。目からも激情が抜け落ち、ただ絶望だけが滲にじみ出る。

「俺が怒っている理由はまだある。お前は竜騎士であると同時にカントルーブを治める領主だ。領主たる者、領民の生活を第一に考えるべきだ。今までのことも、領民を守るためと考えるなら、まだ救いがある。だが、今回の出陣はなんだ？　お前、端はなから勝ち目がないことを知っていながら、それどころか勝つ気もなく、ただ配下の竜騎士を道連れに死のうとしたな。それは領主として恥ずべき行為だ！」

「そ、それは……。家督はすでに、ルシアンに譲って、おる……」

「隠居の身だから好きに死にたいとでも？　バカかお前は」

「…………」

　カントルーブ公は力無く肩を落としてしまった。

「ただの自己満足につき合う気は毛頭ない。お前には『誉れある死』など許さない」

　もはや病身の竜騎士に言葉はない。

　俯うつむいたままの男の背中を見つめていると、遠くから何かが爆発するような音が聞こえてきた。微かすかに地面が揺れる。

「今のは……」

　音が聞こえた方を見る。カントルーブ公も顔を上げ、そちらを向いた。それからハッと目を見開く。

「カントルーブの方角ではないか……？　まさかっ……」

　体を小刻みに震えさせ、こちらを見た。常つね信のぶは彼を一いち瞥べつし、頷うなずく。

「カントルーブだろうな。三日前、お前が兵を挙げたと聞いてすぐさま帝国の精鋭部隊を向かわせた。ようやく成果を上げたようだ」

「皇帝、貴様ぁぁぁぁぁっ……!!」

　力を失っていた公こう爵しやくの体に爆発的な力が漲みなぎる。立ち上がり、常信目掛けて掴つかみかかった。しかし数名の衛兵に押さえつけられ、激しい抵抗も虚むなしく地べたに引き倒される。

「外道が！　血も涙もない外道が！　俺のことはいくら罵ののしっても構わん。確かに俺は、安易に死を望んだ愚か者だ……！　竜騎士としての誉ほまれも……公爵としての地位も……失って当然の男だっ……！　だが、カントルーブの領民に何の罪がある!?　殺すなら俺を殺せ！　何な故ぜ、何故、カントルーブの民が死なねばならんのだぁっ……！」

　泣き喚わめくカントルーブ公を見下ろしていると、キャラがとことこ歩いてきた。「はい、これー……」と晶機コムニカを差し出す。受け取って画面を見た。

『陛下ぁっ！　俺、やってやりましたよおおおおおおおおおおおお!!』

　スピーカーが壊れるのではないかという大だい音おん声じようでジルベルトが叫ぶ。

　その後ろでは「熱ぃっ」「うわ、熱っ」と言いながら水浸しになってはしゃぎ回る帝国の精鋭部隊とカントルーブ公爵の私兵たちが映っていた。互いに熱い握手を交わしたり、肩を組んで記念撮影をしたりしている。

『ご覧下さい、陛下ぁっ！　これほどの勢いで噴出しておるのなら、この源泉が枯れることはありますまい！　いや全く、陛下のナニに勝るとも劣りませんなあ。ハッハッハ！』

　余計な下ネタにイラッとしたが、聞き流した。

『父上！　父上、ご覧になっておりますか!?』

　画面に別の人物が映し出される。カントルーブ公爵の屋敷で見た青年だ。ルシアンと呼ばれていた公爵の息子である。彼は興奮した面持ちで父を呼んだ。

　常信は晶機の画面をカントルーブ公に向けてやる。

『奇跡です！　奇跡が起きました、父上！　カントルーブに新しい源泉が見つかったのです！　我々だけではっ……我々だけでは数年かけても見つけられなかったというのにっ……帝国の技術者たちがっ……シエラ様もお越しになって……たった三日で……』

　感極まったらしく、途中から涙でまともに喋しやべれなくなってしまった。大泣きする彼の隣でジルベルトまで一緒に泣いている。絵面としては美しくない。

　画面が揺れ、泣き続ける男たちから掘り当てられた源泉の方にカメラが向けられた。山の中腹らしき場所で、崖がけの隙すき間まから白はく濁だくした湯が勢い良く噴き出している。うっすら虹もかかっていた。

　周りではしゃぐ人々は土に汚れていたが、皆、笑顔だ。

「こんなことが……」

　呆ほうけていた公こう爵しやくがのろのろと常つね信のぶを見上げる。

「皇帝、殿……貴殿は、どうやって……？　我らも数年間、新たな源泉を探して試掘を繰り返しておったというのに……。たった三日で……」

「そんなこと、造作もない」

　常信は不敵に笑った。

「だってウチ、大国だから」




　数日前。

「で、具体的にはどうするんだい？」

　シエラの問いに常信は腕を組んだ。

「カントルーブの問題を解決できれば、話は早いんだが……」

「でしたら陛下、カントルーブで新しい温泉を掘りましょう！」

　ヒルデガルトが立ち上がって言う。

「ヒルデ、そのくらいカントルーブ公もとっくに試しているだろう。それでも見つからなかったから、このような事態になっているのではないか？」

　しかし隣に座るロザリンドが疑問を発した。「そうなのかな……」と彼女は腰を下ろしてしまう。

「いや……その案、いけるかもしれないぞ」

　常信は指を鳴らした。

「陛下、温泉の試掘には相応の調査が必要ですわ。それに技術者も機材も必要ですし。今から調達するのは無理があるかと」

　今度はベアトリーチェが難色を示す。常信はクオーレを振り向いた。

「なあ、クオーレ様。ユーリ便は俺にも使う権利があるんだよな？」

「ん？　ええ、そうだけど……。まさか皇帝、ユーリに温泉を掘る機材を運ばせるつもり？　言っておくけど、あの子が運べるのは人一人くらいが限度よ。ほら、大剣を持ってることがあるでしょ？　あのくらいの大きさをイメージすると良いわ」

「ああ、それで十分だ。ユーリには技術者を帝都から連れてきてもらう」

「機材はどうするんだい？」

　そう尋ねたシエラに常信は思わずほくそ笑んだ。

「シエラ、本当に良いところに来てくれたな」

「……ああ、そういうことか！」

　シエラも指を鳴らす。

「ボクが掘れば良いんだね」

　指先に暗黒球体を浮かび上がらせた。

「任せてくれ、皇帝。どんな固い岩盤もないに等しいよ。あとは、どうやってカントルーブに侵入するかだけど」

「それは、こっちで時間稼ぎをするしかないだろうな」

　今度はパオラを見る。

「パオラ、偽ロワレの土地に描く転移魔法の準備はあとどのくらいかかる？」

「えっと……配置と術式の規模は計算が終わったから、あとはみんなで実際に張っていくだけだよ。二日くらいで全部終わると思う」

「ファティナ様ヘの連絡は、本人のサイトにメールを出すか」

「技術者と工兵部隊には護衛をつけて近くまで送り込んでおきましょう。カントルーブ公が兵を動かしたらすぐに領内に入る算段で」

　ベアトリーチェが素早く記録を取った。

「カントルーブの留守はルシアンが守るに違いないよ。彼はボクが説得するから大丈夫。昔からよく知ってるんだ」

　シエラが楽しそうに口の端をつり上げた。「何を」よく知っているのかは聞かないで置くことにする。

「連絡係はキャラにやってもらう。では各自、抜かりのないように」

　そう言って常つね信のぶは話し合いを締め括くくった。
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第十章　足蹴にされるのをご褒美と言うのはやめて欲しい（ただし幼女以下略）







「バミヤン！　貴様の悪事は露見したぞ。神妙にお縄につけ！」

　ブリムレック兵が茶色帽子のチョビ髭ひげ親爺おやじと青い鳩はとの仮面を被かぶった男を取り囲む。憲兵隊隊長が前に出て二人の罪状を読み上げた。

「カントルーブの窮状につけ込み、国内を騒乱に陥れようとした罪は重い！　バンデッド商会にも厳しい処罰が下ると思え！」

「私には何のことだかっ……！　どこに証拠があるというのですか!?　これは濡ぬれ衣です！　私はカントルーブ公のためを思って……！」

　喚わめくバミヤンが取り押さえられ、青鳩仮面も左右から兵士に腕を取られる。ところが彼は「ポッポッポ」と笑い出した。

「そのような真ま似ねをして本当に良いポッポ？　お前たちは誰を敵に回したのか分かってるポッポね？」

　不気味な物言いに隊長が眉まゆを顰ひそめる。青鳩仮面は更に続けた。

「捕まえたいなら好きにすると良いポッポ。どうせ、すぐ釈放されるポ。お前たちのような底辺の駒こま如ごときには理解できない力が働くポッポ」

　憲兵隊の馬車へ引きずられて行くバミヤンとは対照的に、青鳩仮面は自ら進んで馬車へと歩いて行く。余裕を見せつける彼に兵士たちが一歩身を引いた。

　そこにするりと、一人の兵士が近づく。

「ポ？」

　青鳩仮面が振り向いた瞬間──

「チェストオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　近づいてきた兵士が跳ね飛ばされた。

「!?」

　皆が目を剥むく中、その兵士は空中でぐるんぐるん回り、地面に叩たたきつけられる。その手から一本のナイフが滑り落ちた。刃やいばが黒く染められている。

「せいっ！」

　困惑する間もなく、青鳩仮面の周りにいた兵士たちが次々に倒れた。おまけに青鳩仮面まで「ポッ？」と声を洩もらして昏倒する。

「任務完了でござる」

　彼に当て身を入れた人物は、黒装しよう束ぞくに身を包んだ小柄な少女だった。

「チヨ!?」

　常つね信のぶは思わず声を上げてしまう。動揺している憲兵隊の下に近づいた。チヨは常信を認めるなり瞬時に間合いを詰める。近衞このえ騎士たちがどよめき、左右に並ぶヒルデガルトとロザリンドが腰の剣に手を掛けた。

「お久しぶりでござる、魔王皇帝……様っ。拙せつ者しや、ご命令通り青鳩仮面の命を守ったでござるよ！」

　頭部の布を外し、チヨが素顔をさらす。黒い犬耳がピクピクと左右に動いた。ブリムレック兵が訝いぶかしそうにこちらを見ている。

「大丈夫だ。俺が話を聞く」

　彼らを制して獣人族のシノビに目を向けた。しかしチヨは褒めて欲しそうな表情でこちらを見上げるばかりで要領を得ない。

「ええと……。何が起きたのか説明してくれないか？」

「説明でござるか？　拙者、そこの青鳩仮面を暗殺しようとしていた不ふ埒らち者を成敗しただけでござる！　あ！　マサト陛下からこれを預かってるでござるよ！」

　懐ふところを探り、チヨが一通の封書を突き出してきた。

　受け取って封を切りつつ青鳩仮面の様子を窺うかがう。憲兵隊の兵士たちが「こいつ、誰だっ？」とチヨに倒された兵士たちの顔を覗のぞき込んで騒いでいる。

「……憲兵隊の中に暗殺者が紛れ込んでいたのか？」

　呟つぶやきながら手紙を引っ張り出した。




　久し振りだな、皇帝。

　蓬ほう莱らい国国王、[image: ]莱将まさ人とだ。マサト・ホウライと書いた方が通りが良いか。

　まず、サクヤの件について改めて礼を言っておく。貰もらったエリクサーのお陰ですっかり元気になった。元気すぎて、なかなか寝かせてもらえないくらいだ。

　それはそれとして、本題に入ろう。チヨを向かわせたので、青鳩の暗殺は免れたものと予想している。皇帝、そいつはヴェイルジェンドン一族の使いっ走りに過ぎない。俺も以前、会ったことがある。十四カ国連合軍を組織しようと奔走していた頃だ。

　表向きは別の商会が取引先になっていたが、あのとき俺の計画を資金面で強く後押ししたのがヴェイルジェンドン家だった。戦をするには金がいる。蓬莱国は連中に借金することはなかったが、他の十三カ国は連中に金を借りて兵を動かした。

　その結末は、お前もよく知る通りだ。これ以上の利益は見込めないと判断したところで連中は一気に資金を引き揚げた。それでも俺には勝つ算段があったんだが、その後、お前の焦土作戦に三大商業連合が乗っかったのは誤算だったよ。

　今にして思えば、俺も連中にとって都合の良い手て駒ごまの一つに過ぎなかったんだろう。連中はあちこちに紛争の火種をまき散らし、煽あおり、投資を繰り返して莫ばく大だいな利益を生み出し続けている。数年前までは帝国も連中とべったりだったんだ。まさに最大の手駒だったんだよ。

　ただ、お前の代になって状況が変わってきたようだ。お前のやり方は連中にとって都合の悪いものになっているんだろう。チヨを使った警告は、青鳩の存在をわざとお前に知らせるための罠わなだ。青鳩の行いに対し、お前がどう動くかを見たんだよ。マリアンヌ姫にあえて尻尾しつぽを掴つかませ、その尻尾を手放すのなら良し。引っ張るようなら毒蛇の牙きばで襲い掛かり始末する。そういう目算だったんだ。

　この先、ヴェイルジェンドン家はお前を本気で潰つぶしに来る。俺は態ていの良い手駒扱いされたが、皇帝、お前は間違いなく「都合の悪い敵」と認識されたと思って良い。連中は取り込める者は取り込んで傀く儡ぐつにするが、取り込めない者は容赦なく消すぞ。

　ひとまず青鳩から情報を引き出してみろ。連中は大陸中に根を張り巡めぐらせている。どこからどんな手で仕掛けてくるか、俺にも予想がつかないからな。思わぬ相手が敵になることもあると心しておけよ。

　最後に一つ。

　いずれ、お前とは必ず決着をつける。首を洗って待っていろ。

　俺は絶対に諦あきらめない!!




追伸　チヨには、俺の準備が整うまで皇帝に取り入って、その身を守れと命じてある。シノビとしての実力は折紙付きだから側そばに置いてやってくれ。




「マサト、あいつ……俺にチヨを押しつけ返しやがったな!!」

　扱いに困るからマサトの下に行かせたというのに、上う手まく理由をつけて突っ返された。そんなことを思いつつチヨを見ると、彼女はあからさまに媚こびを売ってくる。

「拙せつ者しや、勘違いしていたでござるよっ。魔王皇帝様は本当はとっても素晴らしい御方だったでござるな！　これはもう、お側そばに仕えるしかないと心に決めたでござる！」

「そうマサトに命じられたんだろ」

「ななな何のことでござるかっ？　そんなわけにゃいでごにゃにゃにゃ……」

　動揺しすぎて舌が回っていない。ヒルデガルトが一歩前に出た。

「陛下！　この者は怪しすぎます！　恐らく蓬ほう莱らい国のスパイです！」

「ちっ、違うでござるーっ！　スパイって言う方がスパイなんでござるーっ！」

「何だ、その屁へ理り屈くつはっ？」

「拙者、本心から魔王皇帝様にお仕えする所存でござるーっ」

「だったら陛下と言え！　魔王皇帝陛下だ!!」

「ヒルデ、落ち着くんだ。不毛な言い争いはあなたの品位を損ねる。あと、陛下は魔王皇帝ではない。強いて言うなら鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝だ」

　ロザリンドが二人の間に割って入る。

　常つね信のぶはハアとため息を吐ついた。




「あー……ようやく一段落したなー……」

　ゆったり温泉に浸かり、常信は息を吐く。

「十二星姫ドーデイ・ステラ」のライブが無事終了し、カントルーブ公との和解も為なった。

　新たに掘り当てた源泉の権利は丸ごと公こう爵しやくに譲ったが、どうしてもと懇こん願がんされて資本提携することになった。細かいところはベアトリーチェや官僚たちが上手くやってくれるだろう。

　同時に鉄道計画も進めている。こちらはシエラが中心となって動いているので、特に心配していない。

　捕らえた青鳩仮面とバミヤンに関しては、ブリムレック王とともにじっくり尋問することになるだろう。マサトからの警告も考慮しなければならないが。

　本来ならテルエ王国から南下し、一度、本国を通ってエイズルムに向かう予定なのだが、もはや予定など破は綻たんしきっているので宰さい相しようのムツィオに調整し直してもらっている。その間、常信は温泉でのんびりしていた。

「それにしても、久し振りに一人でのんびりできてるなあ」

　冬の夜空を見上げる。満天の星が目に飛び込んできた。

　露天風呂の広い湯船に浸かっているうち、自然と頬ほおが緩む。

「パオラとヒルデとロザリーは『十二星姫ドーデイ・ステラ』の集まりでいない……。ビーチェもまだ仕事中……。キャラは寝てる……。クオーレ様はさっき信者に取り囲まれて崇あがめられてたのを見たし、しばらく動けないだろう……。そしてシエラはテルエに帰った……」

　さらに頬ほおが緩んだ。

「つまり今、俺は一人の時間を満喫できるってことだ。ああ、こういう時間ってやっぱり大切だよなぁ……」

　湯船で思い切り手足を伸ばし、縁石に頭を乗せて目を閉じる。静寂と湯の温かさがじんわりと全身に染み渡っていった。

「温泉って、いいなあ」

「何を年寄り臭いこと抜かしておる」

「!?」

　ビクッとして目を開ける。

　目の前に全裸の幼女が浮いていた。

　鮮血を思わせる真紅の髪に黄金の瞳ひとみ。背にコウモリのような形状の羽を生やしている。セキリンダイシンリュウだ。彼女はフンと鼻を鳴らすと、固まって動けないでいる常つね信のぶを睥へい睨げいして言った。

「今回は、よくやったと褒めてやろう。ありがたく思え」

「全く感謝されてる感じがしない……」

　ぼやく常信の顔に小さな足の裏を押しつける。

「我がこんなに感謝してやっておるというのに、何と傲ごう慢まんな態度だ」

「いや、感謝してる人は相手の顔に足の裏を押しつけたりしないからっ」

　足首を掴つかんで押しのける。もう一方の足裏を押しつけられた。

「お前たち卑ひ賤せんの身には、これでも十分な褒美となろう？」

「俺にそんな性癖はないからな！」

　もう一方も掴んで押しのける。期せずしてセキリンダイシンリュウの股またを拡ひろげる格好になってしまったが、彼女は宙に浮いたまま平然とこちらを見下し続けた。不意にニタリと笑い、羽を一打ち、膝ひざを曲げる。

「うぶっ？」

　顔面を両太ふと股ももで挟まれた。小さな手が頭をがっちり掴み、押しつける。

「我にそのような口を利くとは、偉くなったものだのう、皇帝よ。ん？　何か言ってみよ。ほれほれ。それとも鼻と口を塞ふさがれて息ができんのか？」

　かろうじて鼻から息は出来るが、そういう問題ではなかった。唇が思い切りくっついていて動かそうものなら大変な事態を巻き起こしかねない。

　常信は懸命にセキリンダイシンリュウの太股を叩たたくが、幼女は愉快そうにケラケラと笑うばかりだ。

「何だ、皇帝？　もう降参か？　その程度の動きではくすぐったいだけだぞ」

「ん……むぐっ……ぷはぁっ……！」

　何とか強引に上を向き、窮地を脱する。黄金の瞳ひとみを凝視した。

「聞きたいことが、ある」

「何だ？　我は今、上機嫌なので特別に答えてやろう」

　すべすべの太ふと股ももに両りよう頬ほおを押し潰つぶされたまま言う。

「マリアンヌも、竜熱病に罹かかっているのか？」

「ほう……」

　セキリンダイシンリュウの瞳がスッと冷えた。

「ルイの姿を見て気になったか。そうだのう。まず先に言っておくぞ」

　こちらの髪の毛をくしゃくしゃと掻かき乱す。

「我にとっては十年も百年も大差ない。いずれにしても人間の寿命など我にとっては短すぎるのだ。大切なのは長さではなく深さであろう。どれだけ長くつき合ったかよりも、どれだけ深くつき合ったかの方が我にとっては重要だ」

「なるほど……。一理あるな」

「そこのところを間違えるなよ。その上で、あえて答えるなら。マリーは竜熱病に罹っておらぬ。恐らくこの先も罹ることはあるまい」

「本当か？　マリアンヌはお前に乗っているんだぞっ……」

「だからこそだ。マリーの才覚は人間にしておくのが勿もつ体たいないくらいのもの。我の膨大な魔力を受けてなお、己を保ち続けていられるのだ。その辺の竜騎士なら二年と持たぬだろうがな」

「そ、そうか……」

　ホッと胸をなで下ろす。

「それに、今は『七勇神姫セテイオ・プリンサ』として女神の加護も得ておる。あの調子なら八十過ぎても笑って我を乗り回しておるだろうな」

「そんなにかよ!?」

　安あん堵どを通り越して呆あきれてしまった。

「は～い、リンちゃん。そこまで～」

　そこにマリアンヌの声が聞こえてくる。幼女をひょいと抱え上げ、湯船に入ってきた。セキリンダイシンリュウの顔が爆乳に埋もれる。

「も～っ。おイタしちゃ、メ！　なんだよ～」

　そう言いながら幼女の背中を撫なで、常つね信のぶの右隣に腰を下ろす。「ぷわっ」と胸の谷間から抜け出し、セキリンダイシンリュウは彼女から離れた。

「あ～ん、リンちゃんどこ行くの～？」

「マリーの胸に埋もれておったら溺おぼれてしまうわ！　我は適当に泳いでおる」

　そんなことを言って仰あお向むけになり、湯船に浮かぶ。

「ま、マリアンヌっ……」

　常つね信のぶはそっと距離を取った。

　ススッと距離を詰められる。

「うふふ～。皇帝さん、お久しぶり～。ごめんね～。あれから私も色々バタバタしてて、全然お会いできないままだったわね～」

「そ、そうだなっ……。じゃ、俺はもう上がるから！」

　素早く背を向けて立ち上がる。湯船から出ようとして、

「おっと皇帝。出ていくのはまだ早いんじゃないかな」

　ぼいんと巨乳に押し戻された。

　顔を上げ、戦せん慄りつに目を剥むく。

「シエラ……何でここにっ？」

「もちろん、温泉に入りに来たんだよ！」

　爽さわやかに前髪を掻かき上げ、白い歯をキラッと輝かせて笑う。そのまま巨乳に押される形で湯船に戻され、左隣に密着された。

「も～っ。皇帝さんってば、勝手に出ようとしちゃ、メ！」

　右隣にマリアンヌがくっつく。

　常信は俯うつむいて赤茶けた湯をじっと見つめるが、視界の両端に豊満な白い山がぷかぷか浮いているのがどうしても気になった。

「二人とも、話なら部屋でゆっくりしようじゃないか。俺、のぼせてきたみたいだし、そろそろ上がりたいんだっ」

　顔が熱いのは事実だ。ところがシエラが「まあ、そう言うなよ」と馴なれ馴れしく肩に腕を回してきた。より密着度が増す。

「ななな何してんだ、お前っ？」

　思わず横を向いてしまった。意志の強そうな碧へき眼がんと見つめ合う。

「うおあっ？」

　悲鳴を上げて反対側を見れば、おっとりした茶の瞳ひとみに見つめられた。

「皇帝さ～ん。実はとっても大切な用事があるの～」

「そ、そうかっ……。話なら部屋で聞くからっ……。そんなに近づいても話しにくいだけだと思うぞっ」

「話っていうよりも～、責任取ってもらうって言った方が良いのかな～」

「何を言っているんだ、マリアンヌ？　俺は──」

「ほら、それ～っ」

　プクッと頬ほおを膨れさせ、マリアンヌが正面に向き直った。湯船の中で常つね信のぶに跨またがってくる。咄とつ嗟さに逃げようとした途端、シエラに背後を取られた。

「何っ？」

　もにゅんと柔らかな感触が首回りを包み込む。シエラが背後から腕を回し、こちらの身動きを封じてきた。

「シエラ、お前！　すぐ離……いや、離すな！　絶対に離すんじゃないぞっ」

　そう命じるなり、「あふん♪」とシエラが身を震えさせた。そして、更に力強くしがみついてくる。

「シエラ!?　お前、どういうつもりだっ？」

「何を言っているんだい、皇帝。君が、絶対に離すなと命じたんじゃないか。ボクはそれに従ったまでだよ」

「お前っ……だったら、離せ！　いますぐ俺を解放しろ！」

「あはぁぁぁっ♪」

　シエラがビクビクッと体を震わせ、それからぎゅっと抱きつく。

「おおい！　何で抗ってんの!?」

「すまないっ……。すまない皇帝……！　実はボクはっ、マリーに逆らえないんだ！」

　荒い息を吐き、「あっ」「あっ」と喘あえぎながらシエラが爪を立てる。それでも決して離れようとはしなかった。

「ボクはマリーに、マリーに、弱みを握られてるんだよっ。だから、彼女の言うことに従うしかないんだ！　そういう設定だから仕方ないんだよぉっ！」

「今、設定って言ったよな！」

「ごめんよ、皇帝ぃっ♪　ボクはっ、ボクはっ、こんなことしたくないんだぁっ！」

「くそう！　命令は取り消す！」

　シエラは僅わずかに弛緩したが、振り払えるほどではなかった。依然、後ろから首回りを滑なめらかでしっとりと暖かい感触が包み込んでいる。

　そして目の前には、白い爆乳が迫っていた。

「皇帝さん。私、納得できないことがあるのよね～」

　マリアンヌのおっぱいが容赦なく押し寄せ、もっちりと顔を包み込む。前後から挟み込まれてしまい、完全に動きを封じられた。おまけにぐいぐいと押しつけてくる。

「ねえ、皇帝さ～ん。私のことは、マリーって呼んで欲しいな～っ」

　もにゅんもにゅんと攻められる。もちもちと柔らかいのに張りがあり、程よい弾力で顔全体を撫なで回してきた。

「ほら、呼んでみて～。私のこと、マリーって」

「わ、分かった。分かったから、マリーっ……」

　爆乳に嬲なぶられながら返事をする。

「はい、よくできました～♪」

　ようやく解放された。ただし、シエラには拘こう束そくされたままだ。

「用事っていうのは、このことだったのか……？」

「うふふ～。これは前置きだよ～。本番はこれから～」

　そう言ってマリアンヌは少し身を引いた。こちらを真まっ直すぐ見つめて言う。

「これから皇帝さんと、夫婦の営みをしま～す♪」

「ななななななななっ……！」

　あまりの展開に言葉が上う手まく出てこなかった。

「大丈夫よ～。ちゃんと予習してきたんだから～」

　おっとり笑顔でマリアンヌが視線を落とす。こちらの股間を見つめ、しかし湯の中のものは見えないので眉まゆを八の字にした。

「見えないわね～。でも、まあいいわ～」

　そんなことを呟つぶやき、それからパッと表情を明るくする。

「わあっ！　おっきいのね～！」

　どこかで聞いた台詞せりふだった。

「えっと、それから～……。こうして撫なでてあげるのよね」

　湯の中に指を入れ、たどたどしい手つきでマリアンヌが撫で擦さすってきた。背筋に電流が走ったような快感がせり上がる。しかし、あまりに繊細すぎてもどかしい。

「あれ～？　おかしいわね～。これで勢い良く噴き出すんじゃないのかしら～？」

　マリアンヌが首を傾かしげる。

「何をやっておるのだ、マリー！　その程度では出るものも出らんぞっ」

「あら、リンちゃ～ん」

　いつの間にか、すぐ側そばに真紅の幼女が立っていた。フンと鼻を鳴らし、足を上げる。湯の中に突っ込んで、マリアンヌがもたもたと撫で続けていた棒を踏みつけた。そしてぐりぐりと乱暴にこねくる。指で挟んで擦り上げた。

「リンちゃん、そんな乱暴にしちゃ、メ～！　大事に扱ってあげないと～」

　よしよしと頭を手の平で撫でられる。

　もう我慢の限界だったが、負けるわけにはいかないと歯を食いしばる。耳元でシエラが「頑張るねぇ」と囁ささやいた。

「う～ん。出ないけど、いいわよね～？　ロザリーも独特の匂いがあって苦いって言ってたし、私、苦いの苦手だから～」

　そう言うなり、グッと身を寄せてきた。再び特大の幸せが二つ押し迫り、今度はこちらの胸に乗る。むにゅんと潰つぶれ、撫なで回してきた。

「すっごく熱くなってるのよね～？　そっと、ゆっくり腰を落とせば良いはずだから～」

　両肩に手を乗せ、目の前でマリアンヌがそう呟つぶやく。視線は腰の方に向いていた。少し呼吸が荒い。キュッと肩を掴つかんでくる。緊張しているのが伝わってきた。

「皇帝、ありがたく思え。お前にマリーを女にする権利をやる！　マリーよ、安心せい。我がこやつの棒を握って導いてやろう」

「あ、リンちゃん、ありがと～。じゃ、ゆっくりいくね～」

　荒々しく握られ、強引に角度を調整される。「そのまま降ろせ」と幼女が真剣な眼まな差ざしで言った。

「ちょちょちょ、待ったぁ！」

　塵ちりと化していた理性を血の滲にじむ思いでかき集め、ぎりぎり声を上げるのに成功する。マリアンヌが切なそうな顔で甘い吐息を洩もらした。

「どうして止めるの、皇帝さん……。もう少しなのに～」

「な、なあ、マリー……。今の君はどうかしているよ。今まで俺に対して、そんなに執着してなかったよな？　正妻総選挙だって、商業連合に買収されて出馬したって言ってたじゃないか。それなのに……」

　かろうじて言葉を紡ぐと、僅わずかばかり冷静になれた。

「そうよね～」

　こちらに寄りかかるような体勢のまま、マリアンヌが呟く。

「私もそんなに本気じゃなかったっていうか、パオラちゃんたちみたいな情熱はなかったのよね～。皇帝さんはお菓子をくれる人ってくらいで～」

「お、おうっ……」

　それはそれでショックな発言だった。

　ところが急にマリアンヌの声音が変わった。

「でも～、皇帝さんが言ったのよ～。私はもう自分の嫁だって。自分のものだから勝手なことするなって……」

　それは責めるような口調だったが、どこか違う。

　それはまるで──

「私の腕を取って、『そんなに自分の手を血で汚したいのか～』って言ったのよ～。私が何を言っても、知ったことじゃないって突っぱねたのよ～……」

　その声はまるで──

「もう……叔お父じ様を斬きるしかないって……それが師匠への恩返しなんだって、自分に言い聞かせてたのに～……。いつもみたいに、仕方ないって思えてきてたのに～……」

　その子どものような声はまるで──

「みんなに頼りにされる、とっても強い竜騎士で、『火の姫フイアネツサ』で、第一王女の私を、皇帝さんが、皇帝さんが、違うって言ったんじゃないの～っ。だから……」

　マリアンヌが強くしがみつく。

「皇帝さんになら甘えてもいいかなって、思っちゃったじゃないの～っ」

　──甘えているようだった。

　彼女の口から堰せきを切ったように言葉が溢あふれてくる。

「世の中は甘くなくって、人生は辛つらいことばっかりだから、あま～いお菓子が大好きだったの～っ。お菓子だけはいつでも甘くて私を幸せにしてくれるから～っ。私が女の子でいられるのは、甘いお菓子と一緒のときだけだから～っ」

　視界の隅に、リンの「やれやれ」という顔が見えた。

「でもね～っ。分かっちゃったんだ～。皇帝さんになら甘えて良いんだって～。皇帝さんと一緒にいれば～、甘々な人生を送れるんだって～♪　だから、ちゃんと皇帝さんのお嫁さんになるの～」

　にっこり微笑ほほえまれる。

「私、正妻総選挙で九位だったから、ここで差をつけないとね～」

「ボクなんか最下位の十位だよ！　九位と十位が一発逆転！　燃える展開だよね！」

「うふふ～。シエラは黙ってて欲しいわ～」
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「ああっ！　ボクをないがしろにする、その目！　イイ！」

　ド変態が後ろで何か言っているが、無視しておく。

「マリー、君の気持ちはよく分かった。安心してくれ。俺は九位だから追い出すとか、そんなことを言ったりしないよ。だから──」

「ありがとう、皇帝さん！　私の気持ちが伝わったところで～、夫婦の絆きずなを深めましょうね～♪」

「続けるの!?　何となく良い話で終わる流れじゃなかったの!?」

「うふふ～。それはそれ、これはこれよ～。私だって、我慢できないんだから～♪」

「ほれ、さっさと腰を落とせ、マリー。皇帝め。口ではああ言っておるが、さっきからいきり立ったままであるぞ。所しよ詮せんはただの雄よ」

「は～い♪　リンちゃん、誘導よろしくね～っ」

「マリー、ボクにもちゃんと残しておいてくれよ！」

「うふふ～。それは皇帝さん次第じゃないかしら～っ」

「あああマリーっ？　マリー!?　いや、本当にマリー!?」

　ここで全く萎なえることのない自分が悔しい。

　正直、ごめんという気持ちと同時にイってしまいたいという思いがあった。

　リンが棒の角度を微調整する。

「よしよし、そのまま……」

「!?」

　瞬間、視界が真っ白に覆われた。

「ユーリ!?」

　シエラが叫ぶ。

　彼女の手が常つね信のぶの脇腹を掴つかんだ。




「どうっはあああ！」

　一瞬の後、常信は絨じゆう毯たんの上にひっくり返った。

　薄暗いので周りがよく見えないが、どうやら室内のようだ。微かすかに香の匂においがした。身を起こし、ユーリに礼を言う。

「助かったよ、ユーリ。あのままだったら確実に……」

　惜しかったな、という思いは絶対、顔に出さないようにしようと心に誓う。

「ユーリ？」

　左右を見る。しかし真っ白な少女の姿は見当たらなかった。薄うす闇やみの中、目を細めて彼女の姿を探す。

「うーん……なにぃ……？　誰かいるのー……？」

　背後で声がした。

　ぶるりと身震いする。

　今のは女の子の声だ。それも、聞き覚えのある。

「え……？　あれ……？　ここって……」

　恐る恐る振り返ってみた。

　目が慣れてきたらしく、室内の様子がぼんやりと浮かび上がってくる。向かいの壁に窓があり、カーテンを微かすかに透かして外の明かりが入っていた。

　窓際にクッションを集めたような布団が敷いてある。そこで寝ていたと思おぼしき小柄な人影がむくりと起き上がった。

　まずい！　どこかに隠れないとっ……。

　焦って常つね信のぶは立ち上がる。しかし、それがまずかった。

「誰!?　誰かそこにいるわねっ」

　素早く飛び起き、人影がカーテンを開く。夜明け前の淡あわい光が室内に差し込んだ。

　それは常信の下半身までを照らし出す。

　相手の声に思わず向き直ってしまったせいで、堂々と股間をさらす羽目になった。

「…………」

「…………」

　二人とも身動きが取れない。

　逆光になっているので表情までは分からないが、そのシルエットだけで、この部屋の主が誰なのか常信には理解できた。

「お……おはよう、マライカ。これには深い事情があってな……」

　一いち縷るの望みを託して言葉を絞り出す。

　目の前に立つ小柄な美少女──エイズルム王国第三王女マライカ・ビッテ・アラースムはナイフを手にしたまま固まっていた。

「ええと……」

　常信は再び身震いする。今さらだが、何か着るものが欲しかった。せめて、大事なところを隠したかった。もう手遅れだろうなと思いつつ手で隠してみる。

　まだ元気いっぱいなままだった自分自身が恨めしい。

「き……」

　マライカが口を開いた。

「キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　悲鳴を上げる。

　そりゃそうだよな、と思いながらも「待ってくれ！」と彼女に近づいた。

「近づくなああああああっ……！」

　マライカは目を閉じて、無茶苦茶にナイフを振り回す。

「お、落ち着いてくれマライカあぶうっ？」

　突とつ如じよ、壁が変形して巨大な手になり常つね信のぶを張り飛ばした。絨じゆう毯たんの上を転げ回る。

「どうなさいました、姫様!?」

　寝室の扉が開き、数名の女官が飛び込んできた。手には得物が握られている。常信を発見するなり、「変質者よ！」「何て破は廉れん恥ちな！」と口元を覆った。

「待って！　待ってくれ……！　頼む、俺の話を聞いてくれぇっ……！」

　大切なところを必死に隠し、常信は女官たちに訴えた。


（了）







あとがき







　こんにちは、櫂かい末ま高たか彰あきです。

　唐突に新しいことを始めてみたくなりました。でも何を始めて良いのか分からず、知人からのお勧めに対しても「いや、そういうのじゃないんだよなあ……」と結局、何もやらないオチになる発言を繰り返しています。

　何か良いのないかなあ。（遠い目）

　そんなわけで、恒例の謝辞に。

　増え続ける女性キャラを全て見事に描き分けて下さる三み上かみミカ先生。ありがとう、ありがとう。攻めの姿勢を貫き続ける担当編集さん。ありがとう、ありがとう。体を大切にしましょう、友人知人に親類縁者。ありがとう、ありがとう。毎巻、凝ったデザイン頁ページを作成して下さる方。ありがとう、ありがとう。この本に携わってくれた全ての方々。ありがとう、ありがとう。

　そして読者の皆様。ありがとう、ありがとう。

　それでは、ご縁がありましたら、またお会いしましょう。


二○一八年　一月　櫂末高彰
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電子書籍特典　書き下ろし短編








　ガラガラと鎖が音を立てる。

　手枷を嵌められたロザリンドの腕が強引に引き上げられた。足の爪先が床につくかつかないか、すれすれのところまで彼女の肉体が吊し上げられる。

「くっ……」

　苦悶の表情に顔を歪ませるロザリンド。その身には粗末なシャツが着せられているだけで、下半身は太股まで露わになっていた。

「わ……私はイグドラル王国の王女だぞ……！　このような真似をして良いと思っているのかっ？」

　辱めを受け、ロザリンドは怒りの眼差しを目の前の男に向ける。ところが相手は怯むどころか「クックック」とゲスな含み笑いを見せた。

「実に良い眺めだ。ロザリンド、お前のような気位の高い女は俺の大好物だぞ。俺はプライドの高い女を徹底的に痛めつけ、屈服させるのが何より大好きなんだ」

　そう言いながら彼女に近づき、プラチナブロンドの髪を一房手に取る。鼻に押しつけてスウーッと匂いを嗅いだ。ロザリンドは耐えきれずギュッと目を閉じる。

「ああーっ、良い匂いだぁ。毎日手入れされている極上の香りがするよぉ。今からこれを汚し、穢し尽くすのかと思うと興奮するなぁ」

　震える彼女の耳元で囁き、シャツの下に無骨な手を滑り込ませた。ねっとりとした手つきでロザリンドの尻を撫で回す。

「くっ……ひと思いに殺せ！」

　瞳に高潔な光を宿してロザリンドは男を睨みつけた。うっすら涙が滲む青灰色の目を見つめ返し、男がニタリと笑う。

「どうした？　震えているなぁ？　おやぁ？　嫌がっている割には、ここは立っているじゃないか！」

　男の手が乱雑にシャツの中をまさぐり、ロザリンドの胸を貪るように揉んだ。さらにもう一方の手が股の間に無理やりねじ込まれる。

「くうっ……！　私にこのような狼藉を働いて、ただで済むと思うなよ、皇帝！」

「ハッハッハ！　ただで済まないのならどうなると言うのだ!?　大陸最大国グロリア帝国皇帝であるこの俺に、一体誰が刃向かえると言うのだ!?」

　皇帝はロザリンドの体を指で弄び、首筋を舌で嘗めた。必死に歯を食いしばり、ロザリンドは耐え続ける。しかし、それも長くは続かなかった。

「おやおやぁ？　上の口は偉そうなことを言っているようだが、下の口は随分と正直ではないか。すっかり涎を垂らして俺のモノを欲しがっているぞ」

「そ……そんなはずがないっ……！　私は、高貴なるイグドラル王国の王女で……女神の加護を得た『七勇神姫』の一人っ。お前のようなゲスのモノを欲しがることなど……」

「そうか、そうか。ならばこのようにされても何ら感じることはないのだなぁ？」

　皇帝の指がさらに深く責め立てる。ビクビクッと身を震わせ、しかしロザリンドは懸命に唇を噛みしめて声を堪えた。そんな彼女の様を間近でじっくり観察し、皇帝はゲスな本性を剥き出しにして舌なめずりをする。

「安心しろ、ロザリンド。時間はいくらでもある。これから毎日、たっぷり可愛がってやるからなぁ」

　一際強く乱暴に胸を揉みしだき、皇帝は恥辱に震えるロザリンドにそう言い放った。

　その言葉に恐怖と、僅かばかりの期待を覚えてしまう。

（屈辱だっ……。こんな奴の指なのに、感じてしまうなんてっ……）

　調教の日々は始まったばかりだった。




「いかがでしょうか、陛下？」

　もじもじと恥じらいながらロザリンドが尋ねてくる。常信は無言で彼女を見つめ返すことしかできなかった。

「陛下と私の牢獄での愛欲の日々を赤裸々に綴る……という体裁でしたためてみました。これを小説投稿サイトに──」

「うん。絶対ダメだよ！」

　多分、ヒルデガルトから影響を受けたのだろう。

　そう察し、常信は項垂れた。
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